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主な内容

　

3
月
17
日
と
18
日
、
東
一
口
の
安
養
寺
で
、
京
都
府
無
形
民
俗
文

化
財
に
登
録
さ
れ
て
い
る
春
祭
り
の
法
要
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

地
区
内
の
男
性
た
ち
で
構
成
さ
れ
る
「
安
養
寺
双
盤
念
仏
保
存
会
」

の
皆
さ
ん
が
打
ち
鳴
ら
す
鉦
の
音
が
集
落
に
鳴
り
響
き
、
春
を
訪
れ
を

告
げ
ま
し
た
。

鉦
の
音
が
春
の
訪
れ
を
告
げ
る

か
ね
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3月議会で施政方針を述べる
信貴町長

き
、堅
実
な
予
算
配
分
を
行
う
と
と
も
に
、

各
種
の
住
民
負
担
軽
減
施
策
に
つ
い
て

も
、
で
き
る
限
り
継
続
で
き
る
よ
う
に
予

算
配
分
し
ま
し
た
。

　

加
え
て
、
限
ら
れ
た
財
源
を
有
効
か
つ

効
率
的
に
活
用
し
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
最

適
化
な
ど
戦
略
的
な
行
財
政
運
営
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

先
人
の
英
知
と
努
力
で
築
か
れ
た
現
在

の
久
御
山
町
を
し
っ
か
り
と
守
り
な
が

ら
、
未
来
に
向
け
て
育
ん
で
い
き
た
い
。

そ
し
て
、
こ
の
想
い
を
住
民
の
皆
様
と
共

有
し
、「
次
代
に
誇
れ
る
わ
が
ま
ち
『
く

み
や
ま
』」
を
、
一
緒
に
創
造
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ど
う
か
、
議
員
各
位
並
び
に
住
民
の
皆

様
の
さ
ら
な
る
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
、
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

と
「
総
合
戦
略
」
に
基
づ
き
各
施
策
に
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
中
で
も

総
合
戦
略
の
実
行
は
残
す
と
こ
ろ
2
年
の

実
施
期
間
で
あ
り
、
連
動
す
る
地
方
創
生

の
交
付
金
事
業
や
目
標
数
値
で
あ
る
Ｋ
Ｐ

Ｉ
の
達
成
に
鋭
意
取
り
組
み
、
人
口
減
少

問
題
の
克
服
や
地
域
経
済
の
活
性
化
に
向

け
、
ま
ち
づ
く
り
を
力
強
く
推
進
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
本
年
度
の
一
般
会
計

の
予
算
総
額
は
71
億
1
0
0
0
万
円
と

し
、
前
年
度
比
較
で
3.7
％
の
減
額
と
し
て

い
ま
す
。

　

本
年
度
の
当
初
予
算
編
成
に
当
た
っ
て

は
、
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
施
策
の
充

実
を
図
る
中
で
、
前
年
度
に
引
き
続
き
、

「
く
ら
し
を
守
る
安
全
･
安
心
の
ま
ち
づ

く
り
」「
み
ら
い
に
進
化
す
る
ま
ち
づ
く

り
」「
や
す
ら
ぎ
の
ま
ち
づ
く
り
」「
ま
な

び
と
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
重
点
を
置

景
気
の
回
復
基
調
に
よ
る
町
税
、
固
定
資

産
税
の
増
収
に
加
え
、
行
政
改
革
に
基
づ

く
各
施
策
の
効
果
が
、
徐
々
に
表
れ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
財
政
の
弾
力
性
を
示

す
経
常
収
支
比
率
は
90
・
8
％
と
な
り
、

人
件
費
や
扶
助
費
な
ど
義
務
的
経
費
の
削

減
が
難
し
い
中
で
、
中
期
的
な
財
政
の
見

通
し
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
収
納
率
向
上
対

策
の
強
化
や
未
利
用
財
産
の
有
効
活
用
、

徹
底
し
た
歳
出
削
減
な
ど
、
昨
年
度
策
定

し
た
第
6
次
行
政
改
革
大
綱
実
行
計
画
に

基
づ
き
、
行
財
政
改
革
を
断
行
し
て
健
全

で
安
定
的
な
財
政
運
営
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

　

私
が
久
御
山
町
の
町
長
に
就
任
し
て
6

年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
2
期

目
の
公
約
と
し
て
掲
げ
て
い
る
「
く
み
や

ま
未
来
創
造
プ
ラ
ン
35
の
宣
言
」
の
具
現

化
に
向
け
、
現
在
「
第
5
次
総
合
計
画
」

　

本
町
の
財
政
状
況
は
、
平
成
28
年
度
決

算
で
平
成
27
年
度
に
続
き
2
年
連
続
の
実

質
単
年
度
収
支
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

　

2
月
26
日
に
開
会
し
た
町
議
会
3

月
定
例
会
の
冒
頭
で
、
信
貴
康
孝
町

長
が
、
平
成
30
年
度
の
当
初
予
算
案

を
提
案
し
、
町
政
運
営
に
臨
む
所
信

を
述
べ
ま
し
た
。
そ
の
要
旨
を
お
届

け
し
ま
す
。

未
来
に
向
け
て
ま
ち
づ
く
り
を
力
強
く
推
進

安
心・安
全
対
策
、子
育
て
支
援
な
ど

次
世
代
に
つ
な
げ
る
積
極
予
算

平
成
30
年
度
ま
ち
の
予
算

●
信
貴
町
長
施
政
方
針
（
要
旨
）

　

平
成
30
年
度
当
初
予
算
が
、
町
議
会
3
月
定
例
会
で
原
案
ど
お

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
一
般
会
計
の
予
算
総
額
は
71
億
1
0
0
0

万
円
で
、
前
年
度
と
比
較
し
て
2
億
7
7
0
0
万
円
（
3.7
%
）
の

減
額
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
厳
し
い
財
政
状
況
が
予
想
さ
れ
ま

す
が
、
限
ら
れ
た
財
源
を
有
効
か
つ
効
率
的
に
活
用
し
、
戦
略
的

な
行
財
政
運
営
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

問
合
せ
／
行
財
政
課
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会　　計　　名 予算額 対前年度
増 減

一般会計 71億1,000万円
21億2,060万円

441万円
13億5,880万円
2億1,390万円
36億9,771万円
9億4,658万円
11億8,971万円

▲3.7％
▲16.1％
1.4％

▲0.5％
3.0％

▲9.9％
4.8％
2.9％

計
会
別
特
国民健康保険（事業勘定）
三郷山財産区
介護保険
後期高齢者医療  

計  

企業会計 水道事業  
下水道事業

合　　　　計 129億4,400万円 ▲4.5％
 

一般会計歳入
71億1,000万円

一般会計歳出
71億1,000万円（性質別内訳）

町税 44億9,713万円
63.2%

地方譲与税等
7,981万円  1.2%

地方消費税交付金
4億6,934万円  6.6%

分担金及び負担金
321万円  0.0%

使用料及び手数料
1億6,263万円  2.3%

国庫支出金
4億6,447万円  6.5%

府支出金
4億361万円  5.7%

繰入金
3億7,349万円  5.3%

諸収入 1億3,294万円  1.9%

町債 3億9,400万円  5.5%

その他 1億2,937万円  1.8%

人件費
19億7,782万円

27.8%

物件費
18億2,081万円

25.6%

維持補修費 7,147万円  1.0%

扶助費 7億8,138万円  11.0%

補助費等
8億8,916万円  12.5%

普通建設事業費
5億1,141万円  7.2%

公債費
3億9,321万円  5.5%

投資及び出資金
1億6,505万円  2.3%

貸付金
8,310万円  1.2%

繰出金
3億8,886万円  5.5% その他

2,773万円  0.4%

　

久
御
山
町
の
予
算
は
、
一
般
会
計
、
特
別

会
計
、
企
業
会
計
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
般
会
計
は
、
ま
ち
づ
く
り
や
福
祉
、
教

育
、
産
業
振
興
な
ど
町
の
全
般
的
な
事
業
を

行
う
た
め
の
予
算
で
す
。

　

特
別
会
計
は
、
国
民
健
康
保
険
や
介
護
保

険
な
ど
特
定
の
収
入
で
特
定
の
事
業
を
行
う

会
計
で
、
経
理
を
明
確
に
す
る
た
め
、
一
般

会
計
と
は
区
分
し
て
管
理
し
て
い
ま
す
。

　

一
般
会
計
と
特
別
会
計
及
び
企
業
会
計
を

合
わ
せ
た
平
成
30
年
度
の
予
算
総
額
は
、

1
2
9
億
4
4
0
0
万
円
（
1
万
円
未
満
四
捨

五
入
。
以
下
同
じ
）
で
、
前
年
度
と
比
較
し
て

6
億
7
9
5
万
円
、
4.5
％
減
少
し
て
い
ま
す
。

●
一
般
会
計

前
年
度
比
3.7
％
減
の
71
億
1
0
0
0
万
円

　

一
般
会
計
の
予
算
総
額
は
、
71

億
1
0
0
0
万
円
で
、
前
年
度
と

比
較
し
て
2
億
7
7
0
0
万
円
、
3.7
％
の
減

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
入
の
柱
と
な
る
町
税
は
、
44
億
9
7
1
3

万
円
（
歳
入
全
体
の
63
・
2
％
）
で
、
前
年

度
比
1
億
3
0
1
5
万
円
の
増
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。

　

地
方
消
費
税
交
付
金
は
、
4
億
6
9
3
4

万
円
（
同
6.6
％
）
を
計
上
、国
庫
支
出
金
は
、

障
害
者
自
立
支
援
給
付
費
や
児
童
手
当
な
ど

4
億
6
4
4
7
万
円
（
同
6.5
％
）、
府
支
出

金
は
4
億
3
6
1
万
円
（
同
5.7
％
）
を
見
込

ん
で
い
ま
す
。

　

町
の
借
金
で
あ
る
町
債
は
、
同
報
系
防
災

行
政
無
線
の
整
備
や
佐
山
小
学
校
体
育
館
大

規
模
改
修
な
ど
3
億
9
4
0
0
万
円
（
同

5.5
％
）
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

歳
入

（
4
ペ
ー
ジ
に
続
く
）
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ま
た
、
財
源
不
足
を
補
う
た
め
財
政
調
整

基
金
な
ど
「
町
の
預
貯
金
」
か
ら
、
3
億
7
3

4
9
万
円
（
同
5.3
％
）
を
繰
り
入
れ
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　

歳
出
を
性
質
別
に
見
る
と
、
職

員
給
与
や
議
員
報
酬
な
ど
の
人
件

費
は
、
前
年
度
よ
り
3
1
9
8
万
円
（
1.6

%
）
増
の
19
億
7
7
8
2
万
円
（
歳
出
全
体

の
27
・
8
%
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

児
童
手
当
な
ど
福
祉
的
な
経
費
で
あ
る
扶

助
費
は
、
2
1
4
4
万
円
（
2.8
%
）
増
の
7

億
8
1
3
8
万
円（
同
11
・
0
%
）、町
の「
借

金
」
の
返
済
に
充
て
る
公
債
費
は
4
7
5
万

円
（
1.2
％
）
減
の
3
億
9
3
2
1
万
円
（
同

5.5
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
社
会
資
本
整
備
に
充
て
る
普
通
建

設
事
業
費
は
、さ
や
ま
こ
ど
も
園
整
備
工
事

が
終
わ
っ
た
こ
と
で
、2
億
9
1
2
2
円

（
36
・
3
%
）減
の
5
億
1
1
4
1
万
円（
同
7.2

%
）を
予
算
化
し
て
い
ま
す
。

　

各
種
事
業
の
委
託
経
費
や
備
品
購
入
な
ど

の
物
件
費
は
、
6
8
4
5
万
円
（
3.9
%
）
増

の
18
億
2
0
8
1
万
円
（
同
25
・
6
%
）、

補
助
金
や
負
担
金
な
ど
の
補
助
費
等
は

7
4
6
6
万
円
（
7.7
%
）
減
の
8
億

8
9
1
6
万
円
（
同
12
・
5
%
）、
特
別
会

計
へ
の
繰
出
金
は
、
3
7
8
1
万
円
（
8.9

%
）
減
の
3
億
8
8
8
6
万
円
（
同
5.5
%
）

と
し
て
い
ま
す
。

●
特
別
会
計

　

4
つ
の
特
別
会
計
の
合
計
は
、
36
億
9
7

7
1
万
円
で
、
前
年
度
比
9.9
%
減
少
し
て
い

ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
の
予
算
額
は
、

21
億
2
0
6
0
万
円
で
、
前
年
度
比
16
・

1
%
減
っ
て
い
ま
す
。
国
民
健
康
保
険
制
度

の
広
域
化
に
よ
っ
て
予
算
額
は
減
っ
て
い
ま

す
が
、
依
然
厳
し
い
運
営
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
ま
す
。
引
き
続
き
、
適
切
な
保
健
指
導

を
行
い
、
重
症
化
を
予
防
す
る
こ
と
で
、
医

療
費
の
抑
制
に
努
め
ま
す
。

　

介
護
保
険
特
別
会
計
は
、
13
億
5
8
8
0

万
円
で
、
前
年
度
比
0.5
%
減
っ
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
、
積
極
的
な
介
護
予
防
事
業
等
を

推
進
し
、
地
域
で
元
気
な
生
活
を
送
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

充
﹈

・
地
域
生
活
支
援
事
業 

1
5
1
万
円
…
（
仮

称
）
手
話
言
語
条
例
を
制
定
し
、
引
き
続

き
手
話
教
室
を
開
催
。﹇
拡
充
﹈

　

地
域
ぐ
る
み
の
安
全
・
安
心
の

　

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す

・
防
災
力
強
化
総
合
事
業 

1
億
6
7
2
5

万
円
…
住
民
･
町
内
企
業
等
へ
一
斉
に
情

報
伝
達
を
行
う
無
線
設
備
の
整
備
と
、
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
更
新
等
。﹇
新
規
﹈

・
指
令
装
置
等
維
持
管
理
事
業 

4
9
1
0

万
円
﹇
拡
充
﹈

・
消
防
機
械
器
具
等
整
備
事
業 

6
1
9
6

万
円
…
消
防
団
器
具
庫
設
置
及
び
改
修
や

消
防
ポ
ン
プ
車
購
入
な
ど
。﹇
拡
充
﹈

　

地
域
力
を
生
か
し
た
協
働
の

　

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す

・
自
治
会
活
動
支
援
事
業 

55
万
円
…
自
治

会
が
公
会
堂
等
と
し
て
使
用
す
る
た
め
に

建
物
等
を
借
り
た
場
合
の
賃
借
料
を
一
部

補
助
。﹇
拡
充
﹈

　

健
全
で
安
定
し
た

　

行
財
政
運
営
を
継
続
し
ま
す

・
公
用
車
集
中
管
理
事
業 

7
3
0
万
円
…

経
過
年
数
の
大
き
い
公
用
車
の
更
新
及
び

既
存
の
公
用
車
に
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー

を
備
え
付
け
。﹇
拡
充
﹈

・
行
政
改
革
推
進
事
業 

3
0
0
万
円
…
中

央
公
民
館
改
修
等
の
概
算
工
事
費
の
算
定

な
ど
。﹇
拡
充
﹈

・
庁
舎
外
壁
修
繕
工
事
等
施
設
改
修 

3
2
4
1
万
円
…
第
1
期
庁
舎
の
外
壁
修

繕
工
事
等
を
実
施
。﹇
拡
充
﹈

・
公
共
交
通
推
進
事
業 

1
2
8
7
万
円
…

新
規
バ
ス
路
線
の
利
用
促
進
な
ど
。﹇
新

規
﹈

・
栄
4
丁
目
ゾ
ー
ン
30
整
備
等 

4
6
0
万

円
…
栄
4
丁
目
に
町
内
2
か
所
目
の
ゾ
ー

ン
30
整
備
と
島
田
古
堤
防
の
土
留
工
事
。

﹇
新
規
﹈

・
中
央
公
園
拡
充
整
備
事
業 

50
万
円
…
中

央
公
園
拡
充
の
方
向
性
を
検
討
。﹇
新
規
﹈

・
個
性
あ
ふ
れ
る
公
園
整
備
事
業 

3
0
0
6
万
円
…
内
屋
敷
公
園
の
移
設
工

事
。﹇
拡
充
﹈

・
公
園
維
持
管
理
事
業 

1
6
1
万
円
…
町

内
の
老
朽
化
し
て
い
る
公
園
ベ
ン
チ
を
京

都
府
内
産
木
材
使
用
の
ベ
ン
チ
に
交
換
。

﹇
拡
充
﹈

・
内
水
排
除
対
策
事
業 

8
万
円
﹇
拡
充
﹈

　

安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
、
育
て
ら
れ
る

　

環
境
を
つ
く
り
ま
す

・
子
育
て
支
援
推
進
事
業
2
9
8
万
円
…
子

ど
も
･
子
育
て
支
援
事
業
計
画
を
策
定
。

﹇
拡
充
﹈

・
こ
ど
も
園
保
護
者
負
担
軽
減
事
業 

40
万

円
…
こ
ど
も
園
1
号
認
定
児
童
の
給
食
費

一
部
補
助
。﹇
新
規
﹈

・
小
学
校
･
中
学
校
就
学
援
助
事
業 

3
0
9
5
万
円
…
小
･
中
学
校
新
入
学
児

童
･
生
徒
の
学
用
品
費
購
入
費
用
の
前
倒

し
支
給
と
中
学
校
給
食
費
の
援
助
。﹇
拡

充
﹈

・
仲
よ
し
学
級
収
納
シ
ス
テ
ム
導
入 

2
2
2
万
円
﹇
拡
充
﹈

・
病
児
･
病
後
児
保
育
事
業 

2
9
3
万
円
…

今
年
度
か
ら
京
都
岡
本
記
念
病
院
に
委
託

し
て
実
施
。﹇
拡
充
﹈

　

地
域
の
力
を
結
集
し
た

　

教
育
を
進
め
ま
す

・
こ
ど
も
園
運
営
事
業 

2
億
5
1
8
5
万

円
…
4
月
に
開
園
す
る
こ
ど
も
園
の
適
正

な
運
営
及
び
教
育
･
保
育
の
充
実
を
図

る
。﹇
新
規
﹈

・
こ
ど
も
園
給
食
運
営
事
業 

7
2
0
6
万

円
…
安
全
･
安
心
な
こ
ど
も
園
給
食
の
実

施
な
ど
。﹇
新
規
﹈

　

魅
力
と
個
性
に
あ
ふ
れ
た

　

強
い
産
業
を
育
み
ま
す

・
農
業
経
営
者
研
修
事
業 

20
万
円
…
G
A

P
な
ど
の
研
修
会
を
開
催
。﹇
新
規
﹈

・
産
業
売
込
み
隊
事
業 

1
5
0
万
円
…
町

内
産
業
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と

を
目
的
に
、産
業
売
込
み
隊
に
補
助
。﹇
拡

充
﹈

・
ま
ち
の
駅
あ
り
方
検
討
業
務 

50
万
円
…

ま
ち
の
駅
「
ク
ロ
ス
ピ
ア
く
み
や
ま
」
の

・
こ
ど
も
園
施
設
整
備
事
業 

5
0
4
4
万

円
…
佐
山
保
育
所
の
解
体
工
事
と
と
う
ず

み
こ
ど
も
園
整
備
工
事
設
計
業
務
。﹇
新

規
﹈

・
こ
ど
も
園
施
設
維
持
管
理
事
業 

3
1
1
6
万
円
…
こ
ど
も
園
施
設
の
修
繕

や
各
種
保
守
点
検
･
施
設
管
理
な
ど
。﹇
新

規
﹈

・
中
学
校
施
設
ト
イ
レ
清
掃
委
託 

30
万
円

﹇
新
規
﹈

・
中
学
校
給
食
運
営
事
業 

2
3
8
5
万
円

﹇
新
規
﹈

　

人
と
人
が
ふ
れ
あ
い
、

　

尊
重
し
合
う
心
を
育
み
ま
す

・
ふ
れ
あ
い
交
流
館
運
営
事
業 

5
1
8
4

万
円
…
高
圧
ケ
ー
ブ
ル
取
替
工
事
や
ガ
ス

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
エ
ア
コ
ン
入
替
工
事
な

ど
。﹇
拡
充
﹈

・
町
民
プ
ー
ル
運
営
事
業 

8
8
0
万
円
…

幼
児
プ
ー
ル
サ
イ
ド
床
シ
ー
ト
張
替
工
事

や
流
水
プ
ー
ル
連
絡
橋
改
修
工
事
な
ど
。

﹇
拡
充
﹈

・
総
合
体
育
館
運
営
事
業 

6
6
4
万
円
…

サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
空
調
設
備
改
修
工
事
な

ど
。﹇
拡
充
﹈

　

だ
れ
も
が
住
み
な
れ
た
場
所
で

　

い
き
い
き
暮
ら
せ
る
地
域
を
つ
く
り
ま
す

・
健
康
づ
く
り
推
進
事
業 

3
7
8
万
円
…

第
2
次
健
康
く
み
や
ま
21
･
久
御
山
町
食

育
推
進
計
画
の
中
間
評
価
を
実
施
。﹇
拡

充
﹈

・
後
期
高
齢
者
歯
科
健
診
等 

11
万
円
…
後

期
高
齢
者
の
疾
病
予
防
や
健
康
管
理
の
た

め
、今
年
度
か
ら
歯
科
健
診
を
実
施
。﹇
拡

今
後
の
運
営
や
維
持
管
理
に
つ
い
て
、
あ

り
方
を
検
討
。﹇
拡
充
﹈

　

人
と
企
業
が
定
着
し
た
く
な
る

　

基
盤
を
整
え
ま
す

・
都
市
計
画
推
進
事
業 

2
0
4
4
万
円
…

東
西
道
路
の
整
備
に
係
る
測
量
設
計
や
新

市
街
地
の
た
め
の
調
査
。﹇
新
規
﹈

・
の
っ
て
こ
タ
ク
シ
ー
運
行
事
業 

7
8
3

万
円
…
新
規
バ
ス
路
線
の
開
通
に
伴
う
乗

継
ぎ
助
成
の
拡
充
な
ど
。﹇
拡
充
﹈

防
災
力
強
化
総
合
事
業
、こ
ど
も
園
運
営
、

公
共
交
通
推
進
事
業
な
ど

平
成
30
年
度
主
な
事
業

歳
出

1

2

　

こ
こ
で
は
平
成
30
年
度
に
取
り
組
む
主
な

事
業
を
、
第
5
次
総
合
計
画
で
取
り
組
む

テ
ー
マ
に
分
け
て
紹
介
し
ま
す
。

一般会計歳出
71億1,000万円（目的別内訳）

民生費
24億5,242万円

34.5%

総務費
11億7,259万円

16.5%

議会費
1億2,089万円  1.7%

衛生費
5億5,514万円  7.8%労働費 364万円  0.0%

農林水産業費
1億1,863万円  1.7%

商工費
2億1,479万円  3.0%

土木費
6億1,906万円  8.7%

消防費
4億7,081万円  6.6%

教育費
9億6,382万円  13.6%

公債費
3億9,321万円  5.5%

予備費 2,500万円  0.4%
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充
﹈

・
地
域
生
活
支
援
事
業 

1
5
1
万
円
…
（
仮

称
）
手
話
言
語
条
例
を
制
定
し
、
引
き
続

き
手
話
教
室
を
開
催
。﹇
拡
充
﹈

　

地
域
ぐ
る
み
の
安
全
・
安
心
の

　

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す

・
防
災
力
強
化
総
合
事
業 

1
億
6
7
2
5

万
円
…
住
民
･
町
内
企
業
等
へ
一
斉
に
情

報
伝
達
を
行
う
無
線
設
備
の
整
備
と
、
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
更
新
等
。﹇
新
規
﹈

・
指
令
装
置
等
維
持
管
理
事
業 

4
9
1
0

万
円
﹇
拡
充
﹈

・
消
防
機
械
器
具
等
整
備
事
業 

6
1
9
6

万
円
…
消
防
団
器
具
庫
設
置
及
び
改
修
や

消
防
ポ
ン
プ
車
購
入
な
ど
。﹇
拡
充
﹈

　

地
域
力
を
生
か
し
た
協
働
の

　

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す

・
自
治
会
活
動
支
援
事
業 

55
万
円
…
自
治

会
が
公
会
堂
等
と
し
て
使
用
す
る
た
め
に

建
物
等
を
借
り
た
場
合
の
賃
借
料
を
一
部

補
助
。﹇
拡
充
﹈

　

健
全
で
安
定
し
た

　

行
財
政
運
営
を
継
続
し
ま
す

・
公
用
車
集
中
管
理
事
業 

7
3
0
万
円
…

経
過
年
数
の
大
き
い
公
用
車
の
更
新
及
び

既
存
の
公
用
車
に
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー

を
備
え
付
け
。﹇
拡
充
﹈

・
行
政
改
革
推
進
事
業 

3
0
0
万
円
…
中

央
公
民
館
改
修
等
の
概
算
工
事
費
の
算
定

な
ど
。﹇
拡
充
﹈

・
庁
舎
外
壁
修
繕
工
事
等
施
設
改
修 

3
2
4
1
万
円
…
第
1
期
庁
舎
の
外
壁
修

繕
工
事
等
を
実
施
。﹇
拡
充
﹈

・
公
共
交
通
推
進
事
業 

1
2
8
7
万
円
…

新
規
バ
ス
路
線
の
利
用
促
進
な
ど
。﹇
新

規
﹈

・
栄
4
丁
目
ゾ
ー
ン
30
整
備
等 

4
6
0
万

円
…
栄
4
丁
目
に
町
内
2
か
所
目
の
ゾ
ー

ン
30
整
備
と
島
田
古
堤
防
の
土
留
工
事
。

﹇
新
規
﹈

・
中
央
公
園
拡
充
整
備
事
業 

50
万
円
…
中

央
公
園
拡
充
の
方
向
性
を
検
討
。﹇
新
規
﹈

・
個
性
あ
ふ
れ
る
公
園
整
備
事
業 

3
0
0
6
万
円
…
内
屋
敷
公
園
の
移
設
工

事
。﹇
拡
充
﹈

・
公
園
維
持
管
理
事
業 

1
6
1
万
円
…
町

内
の
老
朽
化
し
て
い
る
公
園
ベ
ン
チ
を
京

都
府
内
産
木
材
使
用
の
ベ
ン
チ
に
交
換
。

﹇
拡
充
﹈

・
内
水
排
除
対
策
事
業 

8
万
円
﹇
拡
充
﹈

　

安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
、
育
て
ら
れ
る

　

環
境
を
つ
く
り
ま
す

・
子
育
て
支
援
推
進
事
業
2
9
8
万
円
…
子

ど
も
･
子
育
て
支
援
事
業
計
画
を
策
定
。

﹇
拡
充
﹈

・
こ
ど
も
園
保
護
者
負
担
軽
減
事
業 
40
万

円
…
こ
ど
も
園
1
号
認
定
児
童
の
給
食
費

一
部
補
助
。﹇
新
規
﹈

・
小
学
校
･
中
学
校
就
学
援
助
事
業 

3
0
9
5
万
円
…
小
･
中
学
校
新
入
学
児

童
･
生
徒
の
学
用
品
費
購
入
費
用
の
前
倒

し
支
給
と
中
学
校
給
食
費
の
援
助
。﹇
拡

充
﹈

・
仲
よ
し
学
級
収
納
シ
ス
テ
ム
導
入 

2
2
2
万
円
﹇
拡
充
﹈

・
病
児
･
病
後
児
保
育
事
業 

2
9
3
万
円
…

今
年
度
か
ら
京
都
岡
本
記
念
病
院
に
委
託

し
て
実
施
。﹇
拡
充
﹈

　

地
域
の
力
を
結
集
し
た

　

教
育
を
進
め
ま
す

・
こ
ど
も
園
運
営
事
業 

2
億
5
1
8
5
万

円
…
4
月
に
開
園
す
る
こ
ど
も
園
の
適
正

な
運
営
及
び
教
育
･
保
育
の
充
実
を
図

る
。﹇
新
規
﹈

・
こ
ど
も
園
給
食
運
営
事
業 

7
2
0
6
万

円
…
安
全
･
安
心
な
こ
ど
も
園
給
食
の
実

施
な
ど
。﹇
新
規
﹈

　

魅
力
と
個
性
に
あ
ふ
れ
た

　

強
い
産
業
を
育
み
ま
す

・
農
業
経
営
者
研
修
事
業 

20
万
円
…
G
A

P
な
ど
の
研
修
会
を
開
催
。﹇
新
規
﹈

・
産
業
売
込
み
隊
事
業 

1
5
0
万
円
…
町

内
産
業
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と

を
目
的
に
、産
業
売
込
み
隊
に
補
助
。﹇
拡

充
﹈

・
ま
ち
の
駅
あ
り
方
検
討
業
務 

50
万
円
…

ま
ち
の
駅
「
ク
ロ
ス
ピ
ア
く
み
や
ま
」
の

・
こ
ど
も
園
施
設
整
備
事
業 

5
0
4
4
万

円
…
佐
山
保
育
所
の
解
体
工
事
と
と
う
ず

み
こ
ど
も
園
整
備
工
事
設
計
業
務
。﹇
新

規
﹈

・
こ
ど
も
園
施
設
維
持
管
理
事
業 

3
1
1
6
万
円
…
こ
ど
も
園
施
設
の
修
繕

や
各
種
保
守
点
検
･
施
設
管
理
な
ど
。﹇
新

規
﹈

・
中
学
校
施
設
ト
イ
レ
清
掃
委
託 

30
万
円

﹇
新
規
﹈

・
中
学
校
給
食
運
営
事
業 

2
3
8
5
万
円

﹇
新
規
﹈

　

人
と
人
が
ふ
れ
あ
い
、

　

尊
重
し
合
う
心
を
育
み
ま
す

・
ふ
れ
あ
い
交
流
館
運
営
事
業 

5
1
8
4

万
円
…
高
圧
ケ
ー
ブ
ル
取
替
工
事
や
ガ
ス

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
エ
ア
コ
ン
入
替
工
事
な

ど
。﹇
拡
充
﹈

・
町
民
プ
ー
ル
運
営
事
業 

8
8
0
万
円
…

幼
児
プ
ー
ル
サ
イ
ド
床
シ
ー
ト
張
替
工
事

や
流
水
プ
ー
ル
連
絡
橋
改
修
工
事
な
ど
。

﹇
拡
充
﹈

・
総
合
体
育
館
運
営
事
業 
6
6
4
万
円
…

サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
空
調
設
備
改
修
工
事
な

ど
。﹇
拡
充
﹈

　

だ
れ
も
が
住
み
な
れ
た
場
所
で

　

い
き
い
き
暮
ら
せ
る
地
域
を
つ
く
り
ま
す

・
健
康
づ
く
り
推
進
事
業 

3
7
8
万
円
…

第
2
次
健
康
く
み
や
ま
21
･
久
御
山
町
食

育
推
進
計
画
の
中
間
評
価
を
実
施
。﹇
拡

充
﹈

・
後
期
高
齢
者
歯
科
健
診
等 

11
万
円
…
後

期
高
齢
者
の
疾
病
予
防
や
健
康
管
理
の
た

め
、今
年
度
か
ら
歯
科
健
診
を
実
施
。﹇
拡

今
後
の
運
営
や
維
持
管
理
に
つ
い
て
、
あ

り
方
を
検
討
。﹇
拡
充
﹈

　

人
と
企
業
が
定
着
し
た
く
な
る

　

基
盤
を
整
え
ま
す

・
都
市
計
画
推
進
事
業 

2
0
4
4
万
円
…

東
西
道
路
の
整
備
に
係
る
測
量
設
計
や
新

市
街
地
の
た
め
の
調
査
。﹇
新
規
﹈

・
の
っ
て
こ
タ
ク
シ
ー
運
行
事
業 

7
8
3

万
円
…
新
規
バ
ス
路
線
の
開
通
に
伴
う
乗

継
ぎ
助
成
の
拡
充
な
ど
。﹇
拡
充
﹈

34

56

789
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条
例
制
定

■
町
立
認
定
こ
ど
も
園
条
例
制
定

　

幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
事
を
定
め
る
た
め
の
条
例
制

定
。

条
例
改
正

■
認
定
こ
ど
も
園
移
行
に
伴
う
関
係
条
例
の

　
整
備

　

幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
に
移
行
す
る

こ
と
に
伴
い
、
必
要
な
規
定
を
整
備
す
る
た

め
の
関
係
条
例
の
改
正
。

補
正
予
算

　

平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
は
、

7
0
6
万
円
（
1
万
円
未
満
四
捨
五
入
。
以

下
同
じ
）
を
減
額
し
、
平
成
29
年
度
の
予
算

総
額
を
77
億
7
2
1
5
万
円
と
し
ま
し
た
。

　

年
度
末
に
お
け
る
事
業
の
確
定
な
ど
に
伴

い
、
全
般
に
わ
た
っ
て
減
額
･
増
額
を
し
、

差
引
7
0
6
万
円
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

▽
財
政
調
整
基
金
積
立
金 

5
2
5
万
円

▽
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
繰
出
金 

4
6
2
4

万
円　

▽
水
道
事
業
補
助
金 

8
2
3
万
円

▽
農
山
漁
村
活
性
化
総
合
推
進
事
業
補
助
金 

4
1
8
万
円　

▽
消
防
団
退
職
報
償
金 

4
7
7

万
円

認
定
こ
ど
も
園
関
係
条
例
を
整
備

4
月
8
日
㈰
は
投
票
日
で
す

町
議
会
3
月
定
例
会

京
都
府
知
事
選
挙

　
平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
案
や
条
例
改
正
案
な
ど

が
、
2
月
26
日
か
ら
3
月
23
日
ま
で
の
会
期
で
開
か
れ
た
町
議

会
3
月
定
例
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
条
例
改
正
で
は
、
4
月
開
園
の
こ
ど
も
園
に
関
係
す
る
改
正

な
ど
が
行
わ
れ
、
一
般
会
計
補
正
予
算
は
、
7
0
6
万
円
（
1

万
円
未
満
四
捨
五
入
。
以
下
同
じ
）
の
減
額
と
な
り
、
平
成
29

年
度
の
予
算
総
額
を
77
億
7
2
1
5
万
円
と
し
ま
し
た
。
主
な

も
の
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

町
が
取
り
組
ん
で
い
る
事
業
や
日
常
生
活

で
役
立
つ
知
識
な
ど
を
、
町
の
職
員
が
、
自

治
会
や
事
業
所
の
研
修
会
、
グ
ル
ー
プ
の
集

ま
り
な
ど
へ
出
向
い
て
話
を
す
る
「
出
前
講

座
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

講
座
の
メ
ニ
ュ
ー
は
59
種
類
を
用
意
し
て

い
ま
す
。
最
近
人
気
の
あ
る
の
は
、
防
災
対

策
や
応
急
手
当
な
ど
で
す
が
、健
康
や
食
育
、

子
育
て
支
援
な
ど
も
人
気
が
あ
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
が「
も
う
少
し
詳
し
く
知
り
た
い
」

と
思
う
テ
ー
マ
を
自
由
に
選
ん
で
く
だ
さ

い
。
希
望
す
る
テ
ー
マ
が
無
け
れ
ば
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

■
利
用
対
象
／
町
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
の

お
お
む
ね
10
人
以
上
で
構
成
す
る
サ
ー
ク

ル
や
グ
ル
ー
プ
な
ど　

■
開
催
日
時
／
年
末
年
始
を
除
く
毎
日
。
午

前
9
時
〜
午
後
9
時
30
分
の
間
で
、
90
分

以
内　

■
開
催
場
所
／
自
治
会
集
会
所
や
事
業
所
な

ど
、
申
込
者
で
準
備　

　

任
期
満
了
に
伴
う
京
都
府
知
事
選
挙
の
投
票

日
は
4
月
8
日
㈰
で
す
。

　

大
切
な
一
票
を
無
駄
に
し
な
い
よ
う
、
必
ず

投
票
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

　

投
票
日
の
投
票
時
間
は
、
午
前
7
時
か
ら
午

後
8
時
ま
で
で
す
。

◆
投
票
日
に
投
票
で
き
な
い
人
は
、

　
期
日
前
投
票
を

　

仕
事
や
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
の
た
め
、
投
票
日
に

投
票
所
へ
行
け
な
い
人
は
「
期
日
前
投
票
」
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

期
日
前
投
票
の
で
き
る
期
間
は
、
4
月
7
日

㈯
ま
で
で
す
。
受
付
時
間
は
午
前
8
時
30
分
か

ら
午
後
8
時
ま
で
で
す
。
場
所
は
、
役
場
庁
舎

１
階
ロ
ビ
ー
で
す
。
投
票
所
入
場
券
を
ご
持
参

の
う
え
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、「
ふ
れ
あ
い
交
流
館
ゆ
う
ホ
ー
ル
」

１
階
で
、
4
月
7
日
㈯
午
前
9
時
30
分
か
ら
午

後
5
時
ま
で
期
日
前
投
票
所
を
設
置
し
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
第
1
区
投
票
所
が
変
わ
り
ま
す

　

第
1
区
投
票
所
は
、「
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

あ
い
あ
い
ホ
ー
ル
」（
前
回
選
挙
は
「
佐
山
小

学
校
体
育
館
」）
が
投
票
所
に
な
り
ま
す
。

　

投
票
所
の
設
置
に
伴
い
、
あ
い
あ
い
ホ
ー
ル

は
4
月
7
日
㈯
、
休
館
し
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

※
投
票
方
法
や
選
挙
結
果
等
は
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

●
選
挙
に
関
す
る
問
合
せ
／
町
選
挙
管
理
委
員

　

会
事
務
局
（
総
務
課
内
）　

■
講
師
／
町
の
職
員　

■
費
用
／
無
料
。
た
だ
し
実
習
な
ど
の
実
費

は
申
込
者
負
担　

■
申
込
／
講
座
開
始
希
望
日
の
1
か
月
前
ま

で
に
、
総
務
課
に
備
え
付
け
、
ま
た
は
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た

「
申
請
書
」に
、必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

総
務
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他
／
政
治
活
動
や
宗
教
活
動
、
営
利

を
目
的
と
し
た
集
会
や
そ
の
恐
れ
の
あ
る

場
合
な
ど
は
お
断
り
し
ま
す
。
ま
た
、
要

望
な
ど
を
お
聞
き
す

る
場
で
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

問
合
せ
／
総
務
課

ま
ち
の
こ
と
や

暮
ら
し
に
役
立
つ
メ
ニ
ュ
ー

ご
注
文
く
だ
さ
い

「
出
前
講
座
」
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◀
運
行
開
始
を
祝
う
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

▶
J
R
松
井
山
手
駅
に
向
け
、「
ク
ロ
ス
ピ
ア
号
」

　
第
1
便
が
出
発

◀
信
貴
町
長
か
ら
園
児
へ
カ
ギ
が
引
き
渡
さ
れ
ま
し
た

▲園児たちが元気良くよろこびのことばを発表！

　保育所と幼稚園の機能を併せ持つ「認定こども園」の整
備の一環で行われていた「さやまこども園」の工事が完了
し、完成を祝う竣工式を3月17日、同園で執り行いました。
　工事は、平成28年12月5日に安全祈願祭と起工式が行
われ、今年の2月16日に新園舎と旧園舎全ての工事が完了
しました。完成した新園舎は、保育室9室や職員室、遊戯室、
給食室、プールなどの設備を備え、同時に、既存園舎のリニ
ューアルで、一時保育事業を実施できる保育室を整備しま
した。
　内装などに京都府内産木材を使用し、子どもたちに木
の温もりを肌で感じてもらえる園舎となっています。そして、

園内に2つの園
庭スペースを確
保し、子どもた
ちがのびのびと
遊べるようにし
ました。
　式典で、信貴
町長は「さやま
こども園整備な

どの認定こども園事業を進め、全ての子どもに良質な環境
を保障し、同じ施設で教育・保育を受けることのできる就学
前教育のさらなる充実を目指したい」と式辞を述べました。
　来賓による祝辞、紹介のあと、園児たちは「素敵なお部
屋がたくさんできました。みんなと元気いっぱい遊びます。
ありがとう」と喜びの言葉を発表し、新たな園舎への思いを
伝えました。

　まちの駅クロスピアくみやまで、3月17日「まちの駅イオ
ン久御山店前」と「JR松井山手駅」を結ぶ新バス路線の開
通記念式典が行われました。
　この路線は、まちの駅クロスピアくみやまをハブとして東
西南北に伸びる充実した路線バス網の構築や町内に立地
する事業所の雇用確保のため、バス事業者と協議を重ねた
結果、新規に開通した路線です。久御山工業団地や京都岡

本記念病院など、
既存のバス停を
経由し、八幡・京
田辺方面へつな
がる路線として、
大阪方面へのア
クセスの向上が
期待できます。
　信貴町長は、新路線を走るバスの愛称を「クロスピア号」
と紹介し、新路線が町内企業の雇用確保や交流人口の増
加につながるよう期待を述べました。続いて、京都京阪バス
の北西進太郎社長が「就業者の通勤や病院への通院、買
い物などに利用していただき、まちの活性化の力になりた
い」とし、「バス利用者の減少が予測される中、今回の新路
線を成功させたい」と意気込みを述べました。
　テープカットが行われたあと、信貴町長や関係者、一般
客を乗せた記念すべきクロスピア号の第1便がJR松井山
手駅に向け、まちの駅クロスピアくみやまを出発しました。

クロスピアくみやまからJR松井山手駅 新バス路線運行開始

子どもを育てたいと思える環境づくりへ さやまこども園竣工式

トピックス
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（表1）中央公民館各部屋の稼働率（平成28年度）

※稼働率は、3区分（午前・午後・夜間）の1年間の利用可能枠から算出

部　屋

ホール

教養室１号

教養室２号

教養室３号

会議室１号

会議室２号

20%

20%

21%

27%

34%

22%

稼働率 部　屋

研修室１号

研修室２号

和室１号

和室２号

料理実習室

音楽室

28%

25%

17%

17%

28%

33%

稼働率

（表2）委員会による今後も必要と考えられる機能

※会議室・研修室は、他施設で運用により代替可能

機　能 備　考（設備・規模）

ホール

料理実習室

音楽室

和室

創作活動的な利用

定員300～400人規模・舞台設備・音響設備・駐車場の確保

現状と同規模が望ましい

防音設備を有する部屋

現状と同規模が望ましい

絵画や陶芸などの利用が可能な部屋

想
定
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
利
点
と
留
意
す
べ
き
事

項
に
つ
い
て
ま
と
め
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ル
は
使
用
停
止
な
ど
の
整
理
を

　

ま
た
、
平
成
25
年
度
に
実
施
さ
れ
た
耐
震
診

断
調
査
に
よ
る
結
果
が
特
に
良
く
な
い
ホ
ー
ル

に
つ
い
て
は
、
建
物
の
あ
り
方
検
討
と
は
別
に

使
用
停
止
な
ど
の
整
理
が
必
要
と
し
て
い
ま

す
。

2
つ
の
視
点
に
よ
る
提
言

　

今
後
の
方
針
決
定
に
向
け「
施
設
整
備
費
用
・

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
の
比
較
」
が
必
要
な

こ
と
、
ま
た
「
文
化
・
生
涯
学
習
の
展
望
」
に

つ
い
て
検
討
が
必
要
な
こ
と
、
2
つ
の
視
点
に

よ
る
提
言
（
表
4
）
を
ま
と
め
て
い
ま
す
。

生
涯
学
習
の
展
望
を
見
据
え
た

検
討
を
進
め
ま
す

　

町
で
は
、
委
員
会
の
提
言
を
受
け
、
さ
ら
に

あ
り
方
検
討
を
進
め
る
た
め
、
4
通
り
の
考
え

方
そ
れ
ぞ
れ
の
工
事
費
算
定
に
向
け
た
設
計

や
、
生
涯
学
習
の
展
望
を
見
据
え
る
検
討
を
平

中 央 公 民 館
あ り 方 検 討

文
化・生
涯
学
習
な
ど

前
進
に
向
け

　
　   

意
見
書

稼
働
率
や
代
替
施
設
な
ど
整
理

　

意
見
書
の
冒
頭
で
は
、
現
在
の
中
央
公
民
館

の
稼
働
率
（
表
1
）
や
今
後
も
必
要
と
考
え
ら

れ
る
機
能
（
表
2
）、
中
央
公
民
館
が
利
用
で

き
な
い
場
合
の
代
替
施
設
（
役
場
庁
舎
、
ゆ
う

ホ
ー
ル
、
総
合
体
育
館
）
な
ど
の
検
討
を
し
て

い
ま
す
。

現
状
維
持
な
ど
4
つ
の
考
え
方
を
提
示

　

中
央
公
民
館
の
現
状
を
整
理
し
た
う
え
で
、今

後
も
必
要
と
考
え
ら
れ
る
設
備
や
規
模
な
ど
の

機
能
を
整
理
し
ま
し
た
。

　

建
物
に
つ
い
て
は
、
建
物
を
現
状
維
持
し
、

耐
震
改
修
を
行
う「
①
現
状
維
持
・
耐
震
改
修
」、

可
能
な
限
り
減
築
し
（
ホ
ー
ル
も
取
り
除
く
）、

使
用
す
る
範
囲
で
耐
震
改
修
を
行
う「
②
減
築
・

耐
震
改
修
」、
建
物
を
解
体
し
、
適
切
な
規
模

の
新
し
い
建
物
を
建
築
す
る
「
③
適
切
な
規
模

で
建
替
え
」、
建
物
は
解
体
し
、
必
要
な
機
能

を
他
の
施
設
へ
移
転
す
る
「
④
施
設
廃
止
（
機

能
移
転
）」
の
4
通
り
の
考
え
方
（
表
3
）
を

　

町
で
は
、
築
40
年
が
経
過
し
、
老
朽
化
や
耐
震
上
問
題
と
な
っ
て
い
る
中
央

公
民
館
に
つ
い
て
、
今
後
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
委
員
会
を
昨
年
9
月
に
設
置

し
ま
し
た
。
委
員
会
は
、
行
政
や
社
会
教
育
、
建
築
等
に
優
れ
た
識
見
を
有
す

る
人
、
文
化
系
団
体
や
産
業
界
の
関
係
者
ら
7
人
で
構
成
さ
れ
、
計
6
回
行
わ

れ
た
検
討
会
議
で
は
、
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
や
文
化
サ
ー
ク
ル
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

を
踏
ま
え
て
、
2
つ
の
視
点
で
提
言
を
ま
と
め
ま
し
た
。
3
月
7
日
、
藤
木
秀

明
委
員
長
（
大
和
大
学
経
済
経
営
学
科
講
師
）
か
ら
意
見
書
が
信
貴
康
孝
町
長

に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
提
出
さ
れ
た
意
見
書
か
ら
主
な
提
言
を
抜
粋
し
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、
意
見
書
の
全
文
と
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
詳
細
な

報
告
書
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。　
　
問
合
せ
／
行
財
政
課

成
30
年
度
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
に
つ
い
て

　

平
成
29
年
11
月
に
行
っ
た
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト

の
有
効
回
答
数
は
4
5
4
、（
配
布
数

1
3
0
0
）で
、文
化
サ
ー
ク
ル
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
は
、
有
効
回
答
数
1
5
0
（
配
布
数
約

3
0
0
）
で
し
た
。

　

中
央
公
民
館
を
今
後
利
用
す
る
際
に
、
特
に

重
要
と
思
う
こ
と
の
項
目
に
つ
い
て
は
、
ア
ン

ケ
ー
ト
全
体
の
結
果
で
、「
生
涯
学
習
に
と
ら

わ
れ
な
い
子
育
て
支
援
や
高
齢
者
介
護
予
防
な

ど
の
教
室
・
講
座
の
実
施
」
の
割
合
が
最
も
多

く
29
・
1
%
で
し
た
。

　

町
の
将
来
の
生
涯
学
習
環
境
を
見
据
え
て
、

ど
の
よ
う
な
公
民
館
の
建
物
が
望
ま
し
い
か
の

項
目
に
つ
い
て
は
、
全
体
の
結
果
で
は
、「
今

あ
る
利
用
に
つ
い
て
で
き
る
限
り
他
の
ホ
ー

ル
・
会
議
室
で
実
施
し
、
将
来
的
に
は
中
央
公

民
館
を
閉
鎖
す
る
こ
と
も
や
む
を
得
な
い
（
維

持
管
理
経
費
は
な
く
な
る
）」
が
33
・
9
%
と
、

最
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
次
に
、「
今
あ
る
利
用
に
つ
い
て
必
要

な
大
き
さ
や
性
能
を
検
討
し
、
適
切
な
規
模
と

性
能
を
も
つ
建
物
と
し
て
建
て
替
え
を
行
う

（
維
持
管
理
経
費
は
さ
が
る
）」
が
26
・
4
%
、

「
今
あ
る
利
用
に
つ
い
て
で
き
る
限
り
現
状
を

維
持
し
、
最
低
限
の
大
き
さ
の
建
物
に
し
て
、

耐
震
化
・
老
朽
化
対
策
を
行
う
（
維
持
管
理
経

費
は
や
や
さ
が
る
）」
が
15
・
6
%
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
2
つ
の
回
答
に
つ
い
て
は
、「
最

低
限
の
大
き
さ
の
建
物
に
し
て
」
や
「
適
切
な

規
模
と
性
能
を
も
つ
建
物
と
し
て
」
が
共
通
し

て
お
り
、
こ
の
視
点
か
ら
見
た
場
合
、
合
計

42
・
0
%
に
な
り
ま
す
。
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施設整備費用・ライフ
サイクルコストの比較

文化・生涯学習の展望

・各考え方について
設計し、整備費用
の算定を行う。
・施設整備費用と併
せて、今後の維持
管理経費を含めた
ライフサイクルコスト
を算定し、比較検
討する。
・持続可能な公共
サービスの実現の
ため「町公共施設
等総合管理計画」
に基づく、町の財政
状況や人口規模に
応じたあり方の判
断をしていくことが
必要である。

・中央公民館の役割
は、社会教育法や
町生涯学習推進計
画において位置付
けられているが、現
在の利用状況は、
施設の利用率から
見てあまり十分な状
況にない。多大な維
持管理経費がかか
る中、施設の利用
率を上げるとともに、
使用料収入を確保
することが課題。
・町の文化を創出し
ていくという視点か
ら、若い世代が魅
力を感じる講座や、
活気ある生涯学習
環境を作っていくこ
とやものづくりのまち
久御山として、町内
で働く人材を育て
ていくような視点も
必要である。

（表4）意見書提言（今後に向けて）

（表3）建物の考え方（それぞれの利点と留意すべき事項）
建物の
考え方 利　点

①
現
状
維
持
・
耐
震
改
修

②
減
築
・
耐
震
改
修

③
適
切
な
規
模
で
建
替
え

④
施
設
廃
止（
機
能
移
転
）

留意すべき事項

・そのままの姿で建物が
残る。
・音楽室など特別な部屋は
そのまま利用できる。

・耐震改修費用が必要。
・改修期間は施設が利用で
きない。
・利用年数は大きく延びない。
・ホールの音響設備や舞台
装置、座席の改修検討も
必要。

・建物は小さくなるので維持
管理経費は減る。
・音楽室など特別な部屋は
そのまま利用できる。

・耐震改修費用が必要。
減築については撤去する
部分の手当や費用も必要。
・改修期間は施設が利用
できない。
・利用年数は大きく延びない。
・ホールの代替施設が必要。

・維持管理経費が減る。
・長期の運営が可能となる。
・幅広い設計が可能となる。
・適切な規模、現在の需要
に応じた性能になる。

・解体費用、新築費用が
必要。
・現在の場所に新築するの
であれば解体・新築期間
は施設が利用できない。

・費用は解体費用のみ。
・建物としての維持管理経費
はなくなる。

・教室等が場所の変更により、
不便になる可能性がある。
・ホールの代替施設が必要。
・他の施設における特別な
部屋の改修費用が必要。

想
定
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
利
点
と
留
意
す
べ
き
事

項
に
つ
い
て
ま
と
め
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ル
は
使
用
停
止
な
ど
の
整
理
を

　

ま
た
、
平
成
25
年
度
に
実
施
さ
れ
た
耐
震
診

断
調
査
に
よ
る
結
果
が
特
に
良
く
な
い
ホ
ー
ル

に
つ
い
て
は
、
建
物
の
あ
り
方
検
討
と
は
別
に

使
用
停
止
な
ど
の
整
理
が
必
要
と
し
て
い
ま

す
。

2
つ
の
視
点
に
よ
る
提
言

　

今
後
の
方
針
決
定
に
向
け「
施
設
整
備
費
用
・

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
の
比
較
」
が
必
要
な

こ
と
、
ま
た
「
文
化
・
生
涯
学
習
の
展
望
」
に

つ
い
て
検
討
が
必
要
な
こ
と
、
2
つ
の
視
点
に

よ
る
提
言
（
表
4
）
を
ま
と
め
て
い
ま
す
。

生
涯
学
習
の
展
望
を
見
据
え
た

検
討
を
進
め
ま
す

　

町
で
は
、
委
員
会
の
提
言
を
受
け
、
さ
ら
に

あ
り
方
検
討
を
進
め
る
た
め
、
4
通
り
の
考
え

方
そ
れ
ぞ
れ
の
工
事
費
算
定
に
向
け
た
設
計

や
、
生
涯
学
習
の
展
望
を
見
据
え
る
検
討
を
平

稼
働
率
や
代
替
施
設
な
ど
整
理

　

意
見
書
の
冒
頭
で
は
、
現
在
の
中
央
公
民
館

の
稼
働
率
（
表
1
）
や
今
後
も
必
要
と
考
え
ら

れ
る
機
能
（
表
2
）、
中
央
公
民
館
が
利
用
で

き
な
い
場
合
の
代
替
施
設
（
役
場
庁
舎
、
ゆ
う

ホ
ー
ル
、
総
合
体
育
館
）
な
ど
の
検
討
を
し
て

い
ま
す
。

現
状
維
持
な
ど
4
つ
の
考
え
方
を
提
示

　

中
央
公
民
館
の
現
状
を
整
理
し
た
う
え
で
、今

後
も
必
要
と
考
え
ら
れ
る
設
備
や
規
模
な
ど
の

機
能
を
整
理
し
ま
し
た
。

　

建
物
に
つ
い
て
は
、
建
物
を
現
状
維
持
し
、

耐
震
改
修
を
行
う「
①
現
状
維
持
・
耐
震
改
修
」、

可
能
な
限
り
減
築
し
（
ホ
ー
ル
も
取
り
除
く
）、

使
用
す
る
範
囲
で
耐
震
改
修
を
行
う「
②
減
築
・

耐
震
改
修
」、
建
物
を
解
体
し
、
適
切
な
規
模

の
新
し
い
建
物
を
建
築
す
る
「
③
適
切
な
規
模

で
建
替
え
」、
建
物
は
解
体
し
、
必
要
な
機
能

を
他
の
施
設
へ
移
転
す
る
「
④
施
設
廃
止
（
機

能
移
転
）」
の
4
通
り
の
考
え
方
（
表
3
）
を

成
30
年
度
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
に
つ
い
て

　

平
成
29
年
11
月
に
行
っ
た
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト

の
有
効
回
答
数
は
4
5
4
、（
配
布
数

1
3
0
0
）で
、文
化
サ
ー
ク
ル
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
は
、
有
効
回
答
数
1
5
0
（
配
布
数
約

3
0
0
）
で
し
た
。

　

中
央
公
民
館
を
今
後
利
用
す
る
際
に
、
特
に

重
要
と
思
う
こ
と
の
項
目
に
つ
い
て
は
、
ア
ン

ケ
ー
ト
全
体
の
結
果
で
、「
生
涯
学
習
に
と
ら

わ
れ
な
い
子
育
て
支
援
や
高
齢
者
介
護
予
防
な

ど
の
教
室
・
講
座
の
実
施
」
の
割
合
が
最
も
多

く
29
・
1
%
で
し
た
。

　

町
の
将
来
の
生
涯
学
習
環
境
を
見
据
え
て
、

ど
の
よ
う
な
公
民
館
の
建
物
が
望
ま
し
い
か
の

項
目
に
つ
い
て
は
、
全
体
の
結
果
で
は
、「
今

あ
る
利
用
に
つ
い
て
で
き
る
限
り
他
の
ホ
ー

ル
・
会
議
室
で
実
施
し
、
将
来
的
に
は
中
央
公

民
館
を
閉
鎖
す
る
こ
と
も
や
む
を
得
な
い
（
維

持
管
理
経
費
は
な
く
な
る
）」
が
33
・
9
%
と
、

最
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
次
に
、「
今
あ
る
利
用
に
つ
い
て
必
要

な
大
き
さ
や
性
能
を
検
討
し
、
適
切
な
規
模
と

性
能
を
も
つ
建
物
と
し
て
建
て
替
え
を
行
う

（
維
持
管
理
経
費
は
さ
が
る
）」
が
26
・
4
%
、

「
今
あ
る
利
用
に
つ
い
て
で
き
る
限
り
現
状
を

維
持
し
、
最
低
限
の
大
き
さ
の
建
物
に
し
て
、

耐
震
化
・
老
朽
化
対
策
を
行
う
（
維
持
管
理
経

費
は
や
や
さ
が
る
）」
が
15
・
6
%
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
2
つ
の
回
答
に
つ
い
て
は
、「
最

低
限
の
大
き
さ
の
建
物
に
し
て
」
や
「
適
切
な

規
模
と
性
能
を
も
つ
建
物
と
し
て
」
が
共
通
し

て
お
り
、
こ
の
視
点
か
ら
見
た
場
合
、
合
計

42
・
0
%
に
な
り
ま
す
。
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▶
京
都
岡
本
記
念
病
院
に
併
設
さ
れ
て
い
る
ひ
ま
わ
り
保
育
園

▶保育が行われるひまわり保育園の保育室

　

町
で
は
、
町
内
に
お
住
ま
い
の
保
護
者
の

子
育
て
と
就
労
の
両
立
を
支
援
す
る
た
め
、

病
児
･
病
後
児
保
育
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
保
育
は
、
病
気
の
た
め
集
団
生
活
が

難
し
い
児
童
な
ど
を
一
時
的
に
保
育
及
び
看

護
を
す
る
も
の
で
す
。

　

今
年
の
4
月
2
日
か
ら
、
こ
れ
ま
で
実
施

し
て
い
た
城
陽
市
の
京
都
き
づ
川
病
院
か
ら

場
所
を
移
し
、
京
都
岡
本
記
念
病
院
内
の
ひ

ま
わ
り
保
育
園
で
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
町
内
の
施
設
に
移
っ
た
こ
と
で
、
よ

り
利
用
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

保
育
時
間
や
料
金
、
対
象
と
な
る
児
童
、

利
用
方
法
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、

必
要
に
応
じ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

保
育
時
間
／
平
日=

午
前
8
時
〜
午
後
6

時
、
土
曜
日=

午
前
8
時
〜
正
午　

場
所
／

京
都
岡
本
記
念
病
院
ひ
ま
わ
り
保
育
園
（
佐

山
西
ノ
口
58
番
地
）   

休
業
日
／
日
曜
日
、

祝
日
、年
末
年
始
（
12
月
29
日
〜
1
月
3
日
） 

対
象
／
▼
町
内
在
住
の
認
定
こ
ど
も
園
に
通

園
し
て
い
る
児
童
で
、
病
気
や
け
が
な
ど
で

通
常
の
保
育
が
難
し
い
児
童
▼
病
気
の
回
復

期
等
で
集
団
保
育
が
難
し
い
児
童
で
、
保
護

者
が
勤
務
の
都
合
に
よ
り
家
庭
で
保
育
を
行

う
こ
と
が
困
難
な
児
童　

料
金
／
2
千
円

（
お
や
つ
･
食
事
代
含
）、
病
院
で
の
診
察
料

や
薬
の
処
方
等
の
費
用
は
別
途
必
要　

定
員

／
3
人　

必
要
書
類
／
利
用
申
請
書
、
記
録

票
、
投
薬
依
頼
書
、
持
ち
物
リ
ス
ト　

問
合

せ
／
子
育
て
支
援
課

●
病
児・病
後
児
保
育

町
内
施
設
に
移
り

よ
り
利
用
し
や
す
く

初めて利用される場合

①空き状況の確認
ひまわり保育園☎0774（48）5593へ連絡
　利用当日：午前8時～9時
　利用前日まで：午前9時～午後6時
　↓　　　　　　↓
空き有　　　　空き無→
　　　　　　　　
　　　　　　　
　　
②利用申請書･記録票の有無
　↓　　　　　　↓
　有　　　　　　無
　　　　　　　　↓
　　　　役場子育て支援課、各こども園、
　　　　京都岡本記念病院で入手
　　　　　　　　↓
③医療機関（かかりつけ医または京都岡本
　記念病院）を受診、申請書･記録票を記載
☞当日、京都岡本記念病院を受診する場
　合は午前8時から
※病児･病後児保育のために同院を受診
　する場合は、初診時に係る費用（選定
　療養費）は不要です。
　　　　↓
④診察で病児保育可否の判断
　↓　　　　　　↓
保育可　　　　保育不可→
　　　　　　　　
　　　　　　　
　　
⑤ひまわり保育園に申請書･記録票を提出
　　　　↓
⑥投薬依頼書･持ち物リストを記載し
　保育開始

利用
できません

利用
できません



11 まちの総合情報誌  広報くみやま 平成30年4月1日

▲幼児用の家庭生活スタンダード

▲小･中学生用の家庭生活スタンダード

▶
簡
単
お
す
す
め
朝
食
レ
シ
ピ
集

健
康
で
元
気
に
登
園
･
登
校
で
き
る
た
め
に

　

久
御
山
学
園
は
、
町

立
こ
ど
も
園
･
小
学
校
･
中
学
校
ま
で
を
一

つ
の
「
学
園
」
と
見
立
て
、
0
歳
か
ら
15
歳

ま
で
を
見
通
し
た
園
小
中
一
貫
教
育
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
学
校
運
営
協
議
会
な
ど
か

ら
の
支
援
を
得
な
が
ら
、
町
ぐ
る
み
で
子
ど

も
を
育
て
る
組
織
と
し
て
位
置
づ
け
る
も
の

で
す
。

　

こ
ど
も
園
･
小
学
校
･
中
学
校
の
教
職
員

で
組
織
す
る
久
御
山
学
園
教
育
研
究
会
で
は
、

「
学
力
向
上
部
」「
心
の
教
育
部
」「
生
活
･
健

康
部
」「
総
務
部
」
の
四
つ
の
専
門
部
を
設
け

て
い
ま
す
。
今
回
は
「
生
活
･
健
康
部
」
の

取
組
を
紹
介
し
ま
す
。

■
生
活
･
健
康
部
の
取
組

　

生
活
･
健
康
部
で
は
、
全
て
の
子
ど
も
た

ち
が
健
康
で
元
気
に
登
園
･
登
校
で
き
る
た

め
に
、
家
庭
生
活
と
食
育
の
観
点
か
ら
取
組

を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
次
の
二
つ
の
取

組
を
紹
介
し
ま
す
。

家
庭
生
活
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
作
成

　

家
庭
で
の
生
活
習
慣
を
親
子
で
見
直
す
機

会
と
し
て
、
町
内
の
こ
ど
も
園
･
小
学
校
･

中
学
校
一
斉
に
年
間
2
回
の
「
生
活
点
検
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
か
ら
見
え

て
き
た
夜
型
の
生
活
習
慣
の
改
善
を
目
指
し

て
、「
家
庭
生
活
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」
を
作
成
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
家
に
帰
っ
て
か
ら
次
の

日
に
登
園
･
登
校
す
る
ま
で
の
間
に
家
庭
で

大
切
に
す
る
こ
と
を
子
ど
も
た
ち
自
身
が
チ

ェ
ッ
ク
す
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
と
保
護
者

が
一
緒
に
な
っ
て
、
寝
る
時
刻
と
起
き
る
時

刻
を
決
め
る
こ
と
で
、
夜
型
の
生
活
リ
ズ
ム

の
改
善
を
図
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　

こ
の
「
家
庭
生
活
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」
は
、
今

月
、
各
園
･
校
か
ら
保
護
者
へ
配
布
し
ま
す
。

簡
単
お
す
す
め
朝
食
レ
シ
ピ
集
の
発
行

 

「
久
御
山
町
で
育
つ
子
ど
も
た
ち
に
、
朝
か

ら
し
っ
か
り
朝
ご
は
ん
を
食
べ
て
ほ
し
い
。

そ
し
て
元
気
に
1
日
を
す
ご
し
て
ほ
し
い
」

そ
ん
な
願
い
か
ら
、
朝
ご
は
ん
の
簡
単
･
お

す
す
め
レ
シ
ピ
を
昨
年
の
夏
休
み
に
小
･
中

学
生
を
対
象
に
募
集
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
も
作
れ
る
よ
う
な
、
簡
単
で

お
い
し
い
、
栄
養
満
点
の
朝
ご
は
ん
レ
シ
ピ

が
た
く
さ
ん
集
ま
り
、
レ
シ
ピ
集
に
は
よ
り

す
ぐ
り
の
六
つ
の
レ
シ
ピ
を
紹
介
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
レ
シ
ピ
集
は
、
既
に
各
園
･
校
か
ら

保
護
者
に
配
布
し
て
お
り
、
中
央
公
民
館
と

ゆ
う
ホ
ー
ル
で
も
来
館
者
に
配
布
し
て
い
ま

す
。

久

御山学園

ニュース
⑩
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「豊かな森を育てる府民税」で
さやまこども園に
府内産の木材使用

農
業
者
年
金
は
、国
民
年
金
に

上
乗
せ
し
た
公
的
年
金
制
度
で
す

　

町
で
は
、「
京
都
府
豊
か
な
森
を
育
て
る

府
民
税
」
を
活
用
し
て
、
さ
や
ま
こ
ど
も
園

の
遊
戯
室
と
廊
下
の
腰
板
に
府
内
産
の
木
材

を
使
用
し
ま
し
た
。

　
「
京
都
府
豊
か
な
森
を
育
て
る
府
民
税
」

は
、森
林
の
持
つ
多
面
的
機
能
を
守
り
育
て
、

よ
り
豊
か
な
も
の
と
し
て
次
代
に
伝
え
て
い

く
た
め
、
平
成
28
年
度
か
ら
導
入
さ
れ
た
も

の
で
、
府
民
の
皆
さ
ん
の
貴
重
な
税
金
を
活

用
し
、
京
都
の
森
林
整
備
や
保
全
、
森
林
資

源
の
循
環
利
用
と
森
林
の
多
様
な
重
要
性
に

つ
い
て
、
府
民
理
解
の
促
進
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
か
ら
の
税
金
は
森
林
面
積
や
人
口

な
ど
の
割
合
で
毎
年
各
市
町
村
に
交
付
さ
れ

て
い
ま
す
。　
　
　
　
　

問
合
せ
／
産
業
課

　インターネット上で、個人が商品
などを取引できるフリマアプリなど
のフリーマーケットサービス（以下、
フリマサービス）の利用が消費者の
間で広がる中、それらに関連する相
談が全国の消費生活センターなど
に寄せられています。
　フリマサービスで購入した商品が
届かなかったり、壊れた商品が届い
たなどの相談だけでなく、出品した
消費者から、商品を送ったにも関わ
らず、商品が届かないと言われ、代
金が支払われないなどの相談も報
告されています。
　その他にも、未成年者が酒類等
の年齢確認の必要な商品を購入し
ていたり、利用規約に反した取引を
行なっているトラブルも報告されて

います。
　利用規約で禁止されている行為等
は絶対に行わないようにしましょう。フ
リマサービスは個人の取引であり、取
引相手とトラブルが起きた場合、解決
は当事者間で行なうことが求められ
ていることを理解して利用しましょう。
未成年者がフリマサービスを利用する
場合は、家族などで利用方法を十分
に話し合っておきましょう。
　当事者間で話し合っても、フリマサ
ービス運営事務局に相談しても交渉
が進まない場合は、消費者ホットライ
ン「188（いやや！）」に電話し、相談し
ましょう。

★
　消費者トラブルに関する相談は、京
都府消費生活安全センター☎075

（671）0004、京都府山城広域振興
局商工労働観光室☎0774（21）
2103、または、役場産業課でも受け
付けています。
　また、毎月第1･3木曜日には、役
場で消費生活相談員が無料相談を
受け付けています。詳しくは、役場
産業課へお問い合わせください。

フリマサービスでのトラブルにご注意！vol.233

▲さやまこども園の遊戯室と廊下の腰板に
　府内産木材を使用

　

農
業
者
年
金
は
、
農
業
従
事
者
が
よ
り
安

心
し
て
老
後
生
活
を
す
ご
す
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
国
民
年
金
に
上
乗
せ
し
た
公
的
な
年

金
制
度
で
す
。
加
入
対
象
や
保
険
料
は
次
の

と
お
り
で
す
。

■
加
入
対
象
者
／
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険

者
（
月
額
4
0
0
円
の
付
加
年
金
に
加
入

が
必
要
）
で
、
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従

事
す
る
60
歳
未
満
の
人
。

■
年
金
の
種
類
／
納
め
た
保
険
料
と
、
そ
の

運
用
益
に
よ
り
年
金
額
が
決
ま
る
積
立
方

式
（
確
定
拠
出
型
）
の
年
金
で
す
。

■
保
険
料
／
月
額
2
万
円
〜
6
万
7
千
円

（
千
円
単
位
）
の
間
で
、
保
険
料
は
自
分

で
決
め
る
こ
と
が
で
き
、
随
時
、
見
直
し

で
き
ま
す
。

■
税
制
上
の
優
遇
措
置
／
支
払
っ
た
保
険
料

は
、
全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と

な
り
、
所
得
税
･
住
民
税
の
節
税
に
つ
な

が
り
ま
す
。

■
年
金
の
受
給
／
年
金
は
原
則
65
歳
か
ら
生

涯
支
給
さ
れ
ま
す
。
仮
に
80
歳
前
に
亡
く

な
っ
た
場
合
、
80
歳
ま
で
に
受
け
取
れ
る

は
ず
で
あ
っ
た
年
金
に
相
当
す
る
額
が
、

死
亡
一
時
金
と
し
て
遺
族
に
支
給
さ
れ
ま

す
。　

問
合
せ
／
町
農
業
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
産
業
課
内
）
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全
項
目
で
水
質
基
準
に
適
合

平
成
29
年
度 

水
道
水
の
水
質
検
査
結
果

島
田
地
区
な
ど
新
た
に
0・33
㌶
使
用
可
能
に  

町
の
公
共
下
水
道

　

清
潔
で
快
適
な
生
活
環
境
を
守
り
、
川
や

海
の
水
質
を
保
全
す
る
下
水
道
は
私
た
ち
の

生
活
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
で
す
。

　

町
の
公
共
下
水
道
は
、
昭
和
57
年
度
か
ら

整
備
を
進
め
て
お
り
、
4
月
1
日
か
ら
新
た

に
島
田
の
0
・
33
㌶
の
地
域
で
下
水
道
が
使

用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

す
で
に
使
用
で
き
る
地
域
と
合
わ
せ
る

と
、
整
備
区
域
は
5
0
7
・
10
㌶
に
な
り
、

事
業
計
画
面
積
の
96
・
8
%
、
全
体
計
画
面

積
の
86
・
5
%
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
公
共
下
水
道
に
接
続
す
る
排
水
設
備
工
事

　
を
し
て
く
だ
さ
い

　

公
共
下
水
道
が
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
地
域
の
ご
家
庭
や
事
業
所
な
ど
は
、
便
所

を
水
洗
化
し
、
生
活
排
水
と
と
も
に
、
公
共

下
水
道
管
に
接
続
す
る
た
め
の
排
水
設
備
工

事
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
排
水
設
備
工
事
は
、
公
共
下
水
道
が

使
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
日
か
ら
、
く
み

取
り
式
便
所
は
3
年
以
内
、
浄
化
槽
設
置
便

所
は
6
か
月
以
内
に
行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

排
水
設
備
工
事
は
、
町
の
指
定
を
受
け
た

排
水
設
備
指
定
工
事
業
者
で
な
い
と
施
工
で

き
ま
せ
ん
。
町
で
は
、
1
2
2
業
者
を
指
定

し
て
い
ま
す
（
平
成
30
年
4
月
１
日
現
在
）。

業
者
名
な
ど
詳
し
く
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
確
認
、
ま
た
は
上
下
水
道
課
窓
口
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

■
工
事
費
用
の
融
資
を
あ
っ
せ
ん

　
5
年
間
利
子
補
給

　

町
で
は
、
水
洗
便
所
に
改
造
す
る
な
ど
の

排
水
設
備
工
事
で
資
金
を
必
要
と
す
る
場
合

は
、
町
内
の
金
融
機
関
に
融
資
あ
っ
せ
ん
を

す
る
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

★
融
資
制
度
が
利
用
で
き
る
人

　

次
の
①
〜
⑤
の
条
件
を
全
て
満
た
し
て
い

る
人
で
す
。（
官
公
署
及
び
法
人
は
対
象
外
）

　

①
町
内
に
住
所
が
あ
り
、
独
立
し
た
生
計

を
営
ん
で
い
る
こ
と
②
町
税
及
び
水
道
料
金

を
完
納
し
て
い
る
こ
と
③
償
還
能
力
が
あ
る

こ
と
④
費
用
を
一
度
に
負
担
す
る
こ
と
が
困

難
で
あ
る
こ
と
⑤
融
資
を
受
け
る
人
の
ほ
か

に
、
返
済
能
力
の
あ
る
保
証
人
を
1
人
立
て

ら
れ
る
こ
と
。

　

融
資
限
度
額
／
工
事
費
用
の
範
囲
内
で

1
0
0
万
円
以
内
（
１
万
円
単
位
）  

融
資

期
間
／
84
か
月（
7
年
）以
内（
6
か
月
単
位
） 

融
資
利
率
／
年
利
1.0
％　

償
還
方
法
／
元
利

均
等
月
賦
償
還　

利
子
補
給
／
融
資
を
受
け

た
時
か
ら
５
年
を
限
度
に
全
額
補
給　

申
込

／
工
事
契
約
の
と
き
、
排
水
設
備
指
定
工
事

業
者
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い

■
排
水
設
備
の
点
検

　

下
水
道
を
使
用
し
て
い
る
ご
家
庭
な
ど
は
、

定
期
的
に
排
水
設
備
の
「
ま
す
」
を
点
検
し
、

必
要
に
応
じ
て
掃
除
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、「
ま
す
」
の
上
に
移
動
で
き
な
い

も
の
な
ど
は
置
か
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま

す
。　
　
　
　
　
　

問
合
せ
／
上
下
水
道
課

▶
新
た
に
使
用
可
能
に
な
っ
た
区
域

府
営
水
道
施
設
公
開

　

町
で
は
皆
さ
ん
に
安
全
な
水
を
お
届
け
す

る
た
め
、
水
道
法
に
基
づ
き
毎
日
検
査
や
毎

月
検
査
な
ど
を
定
期
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
29
年
度
も
、
全
て
の
検
査
項
目
、
各
地

点
に
お
い
て
水
質
基
準
に
適
合
し
て
い
ま
す

の
で
、
安
心
し
て
飲
み
水
や
炊
事
に
お
使
い

い
た
だ
け
ま
す
。

　

検
査
水
は
、
町
内
の
公
園
な
ど
の
決
め
た

場
所
で
採
水
し
、
浄
水
場
へ
持
ち
帰
っ
て
検

査
し
て
い
ま
す
。正
確
な
検
査
を
す
る
た
め
、

採
水
前
に
配
水
本
管
か
ら
蛇
口
ま
で
の
水
を

捨
て
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
一
定
時
間
（
通
常

5
分
以
上
）
の
放
流
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

無
駄
な
放
流
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
理

解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

一
方
、
水
道
法
で
は
毎
年
水
質
検
査
計
画

の
作
成
が
義
務
付
け
さ
れ
て
お
り
、
町
で
は

こ
の
ほ
ど
平
成
30
年
度
の
水
質
検
査
計
画
を

策
定
し
ま
し
た
。

　

検
査
結
果
と
水
質
検
査
計
画
は
、
上
下
水

道
課
の
窓
口
や
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

問
合
せ
／
上
下
水
道
課

　

水
資
源
の
大
切
さ
や
水
道
水
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
府
営
水
道
施

設
が
公
開
さ
れ
ま
す
。
京
都
府
の
ゆ
る
キ
ャ

ラ
「
ま
ゆ
ま
ろ
」
も
来
場
し
ま
す
。

　

日
時
／
4
月
28
日
㈯  

午
前
10
時
〜
午
後

4
時
（
雨
天
決
行
）  

場
所
／
京
都
府
営
水

道
木
津
浄
水
場
（
木
津
川
市
吐
師
医
王
寺
） 

近
鉄
木
津
川
台
駅
か
ら
徒
歩
10
分　

内
容
／

施
設
見
学
、
浄
水
処
理
の
実
演
、
水
質
検
査

体
験
な
ど
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
水
の
無
料
配
布

あ
り　

そ
の
他
／
事
前
申
込
不
要
。
駐
車
ス

ペ
ー
ス
に
限
り
が
あ
る
た
め
、
公
共
交
通
機

関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い　

問
合
せ
／
府
営
水

道
事
務
所
☎
0
7
7
4（
2
4
）1
5
2
2
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〈開館時間〉
火～金曜日：
午前 9時 30分～

午後 7時
土・日・祝日：
午前 9時 30分～

午後 5時

図 書 館図
TO
書
SHO 館

KA
NTO

SHO

KA
N

　

東
一
口
の
前
川
橋
付
近
で
、
前
川
桜
並
木

愛
護
会
に
よ
る
「
桜
の
つ
ど
い
」
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
模
擬
店
も
立
ち
並
び
ま
す
。

　

前
川
堤
の
桜
は「
京
都
の
自
然
2
0
0
選
」

に
も
選
ば
れ
て
お
り
、
毎
年
見
事
な
桜
が
咲

き
誇
り
ま
す
。

　

日
時
／
4
月
8
日
㈰  

午
前
11
時
〜
午
後

3
時
頃　

場
所
／
東
一
口
前
川
橋
南
詰
東
側

桜
並
木
周
辺　

行
き
方
／
の
っ
て
こ
タ
ク

シ
ー
で
「
23
番 

前
川
橋
」

下
車
す
ぐ
、
京
都
京
阪
バ
ス

「
ま
ち
の
駅
イ
オ
ン
久
御
山

店
前
」
か
ら
北
北
西
へ
徒
歩

約
15
分  （
駐
車
場
は
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
公
共
交
通
な

ど
で
お
越
し
く
だ
さ
い
）

　

京
都
の
自
然
2
0
0
選
に
も
選
ば
れ
た
前

川
堤
の
桜
の
開
花
時
期
に
合
わ
せ
「
春
の
特

別
公
開
」
を
実
施
し
ま
す
。
8
日
㈰
に
は
、

東
一
口
の
ふ
る
里
を
学
ぶ
会
に
よ
る
餅
つ
き

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
し
ま
す
。

■
春
の
特
別
公
開
（
入
館
料
2
0
0
円
）

　

日
時
／
4
月
4
日
㈬
〜
7
日
㈯  

午
前
9

時
〜
正
午
、
8
日
㈰  

午
前
9
時
〜
午
後
3

時　

場
所
／
東
一
口
35
番
地

■
一
般
公
開
（
入
館
料
2
0
0
円
）

　

日
時
／
4
月
14
日
㈯
、
15
日
㈰  

午
前
9

時
〜
正
午 （
毎
月
第
1
木
曜
日
、
第
2
土
曜

日
、
第
3
日
曜
日
）   

場
所
／
東
一
口
35
番
地

問
合
せ
／
社
会
教
育
課

の
月
今

書
図新着図書の紹介

刑事の怒り
薬丸 岳／著　講談社

乗
り
物
に
乗
っ
て
出
か
け
よ
う

　

今
月
は
、「
乗
り
物
」
に
関
す
る
お

す
す
め
の
本
を
紹
介
し
ま
す
。
爽
や
か

な
季
節
、
い
ろ
い
ろ
な
乗
り
物
に
乗
っ

て
、
お
出
か
け
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

関
西
感
動
の
駅
ト
ラ
ベ
ル

ベ
ス
ト
フ
ィ
ー
ル
ズ
／
著　

メ
イ
ツ
出
版

　

モ
ダ
ン
で
か
わ
い
い
洋
風
駅
舎
や
、

海
が
見
え
る
絶
景
駅
な
ど
、
関
西
の
魅

力
的
な
駅
を
写
真
と
と
も
に
紹
介
。

お
や
こ
で
自
転
車
は
じ
め
て
ブ
ッ
ク

疋
田
智
／
監
修

ぼ
ち
ぼ
ち
自
転
車
く
ら
ぶ
／
文

子
ど
も
の
未
来
社

　

自
転
車
の
走
行
ル
ー
ル
や
、
子
ど
も

乗
せ
自
転
車
を
乗
り
こ
な
す
た
め
の
方

法
を
紹
介
。
子
ど
も
に
自
転
車
の
乗
り

方
を
楽
し
く
教
え
る
秘
訣
も
伝
授
。

か
っ
こ
い
い
ぞ
！
ひ
こ
う
き（
児
童
書
）

イ
カ
ロ
ス
出
版

　

大
き
な
旅
客
機
か
ら
貨
物
機
ま
で
、

か
っ
こ
い
い
飛
行
機
を
写
真
で
紹
介
。

コ
ク
ピ
ッ
ト
の
様
子
や
空
港
の
し
く
み

な
ど
も
わ
か
る
。

路
線
バ
ス
し
ゅ
っ
ぱ
つ
！ 

（
児
童
書
）

鎌
田
歩
／
作

福
音
館
書
店

　

ま
ず
は
路
線
図
で
、
乗
る
バ
ス
停
を

調
べ
て
…
。
子
ど
も
達
だ
け
で
行
く
路
線

バ
ス
の
旅
を
、
精
密
な
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ

ョ
ン
で
描
く
絵
本
。

本
・
め
・
す
・
す
・
お

　介護、外国人労働者、性犯罪。現
代社会が抱えるさまざまな事件の真
相に鋭く迫る四篇。夏目刑事シリー
ズ最新刊。

愛が挟み撃ち
前田 司郎／著　文藝春秋

　子どもを望む夫婦に立ちはだかる
問題。夫が出した解決策は妻の想像
を遙かに超え…。愛を模索する二人
の男と一人の女の物語。

キツネのパックス
サラ・ペニーパッカー／作　評論社

　母を亡くした少年の心を救ったのは、
孤独な一匹の子ギツネ。お互い唯一無
二の存在だったはずが、大人の都合で
引き離され…。

中川 ひろたか／さく　ひろかわ さえこ／え
アリス館

 好きだからまた会いたい。だけど
素直に伝えられない…。ワニのカイ
とうさぎのウーの友情を描く絵本。

ともだちのやくそく

4
月
8
日
㈰ 

東
一
口
「
桜
の
つ
ど
い
」

旧
山
田
家
住
宅

春
の
特
別
公
開

※蔵書の特別整理のため4月10日㈫から13日㈮まで休館します。

●

す
で
日
館
休
は

4月の図書館スケジュール
日 月 火 水 木 金 土

1

8

15

22

29

2

9

16

23

30

5

12

19

26

6

13

20

27

4

11

18

25

3

10

17

24

7

14

21

28
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第
5
次
総
合
計
画
に
示
す
新
市
街
地
の
整

備
を
さ
ら
に
進
め
る
た
め
、
4
月
1
日
付
け

で
、
事
業
建
設
部
都
市
整
備
課
の
新
市
街
地

整
備
室
を
課
に
格
上
げ
し
ま
す
。
執
務
室
は

庁
舎
2
階
に
設
置
し
ま
す
。

　

新
市
街
地
整
備
室
が
担
当
す
る
主
な
業
務

は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

▼
新
市
街
地
の
都
市
基
盤
施
設
等
の
整
備

▼
土
地
区
画
整
理
事
業
の
企
画
･
立
案
及
び

事
業
の
推
進
▼
土
地
区
画
整
理
組
合
へ
の
技

術
的
支
援
及
び
連
絡
調
整
▼
公
共
交
通

問
合
せ
／
総
務
課

　

町
で
は
、
入
札
参
加
者
の
利
便
性
向
上
を

図
る
た
め
、京
都
府
の
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
、

電
子
入
札
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
ま
す
。

　

電
子
入
札
シ
ス
テ
ム
は
「
指
名
通
知
の
確

認
」「
入
札
書
の
提
出
」「
落
札
結
果
の
確
認
」

な
ど
を
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
シ

ス
テ
ム
で
執
行
す
る
も
の
で
、
建
設
等
工
事

に
係
る
入
札
（
原
則
予
定
価
格
1
3
0
万
円

以
上
）
は
平
成
30
年
4
月
か
ら
、
ま
た
、
測

量
等
委
託
業
務
に
係
る
入
札
（
原
則
予
定
価

格
50
万
円
以
上
）
は
平
成
31
年
4
月
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
原
則
全
案
件
に
つ
い
て
電
子
入
札

シ
ス
テ
ム
を
用
い
ま
す
。（
物
品
･
役
務
に

係
る
入
札
に
は
導
入
し
ま
せ
ん
）

　

導
入
に
よ
り
入
札
参
加
者
に
は
、▼
移
動

や
申
請
の
費
用
と
時
間
が
削
減
で
き
る
▼
開

札
時
間
に
と
ら
わ
れ
る
必
要
が
な
い
な
ど
、

町
に
は
、▼
速
や
か
な
情
報
公
開
で
透
明
性

が
高
ま
る
▼
談
合
防
止
で
公
平
性
が
確
保
で

き
る
▼
電
子
化
で
役
場
全
体
の
事
務
効
率
の

改
善
が
で
き
る
、な
ど
の
利
点
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ
／
行
財
政
課

　

町
で
は
、
課
税
台
帳
（
名
寄
帳
）
の
閲
覧

と
土
地
･
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
を

行
い
ま
す
。

　

所
有
し
て
い
る
固
定
資
産
の
所
在
地
、
評

価
額
、
課
税
標
準
額
等
を
記
載
し
た
「
課
税

台
帳
（
名
寄
帳
）」
で
、
年
税
額
等
を
確
認

で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
土
地
や
家
屋
の
評
価
額
を
記
載
し

た
「
縦
覧
帳
簿
」
で
、
所
在
地
別
に
評
価
額

を
縦
覧
で
き
ま
す
。
期
間
中
の
閲
覧
･
縦
覧

は
無
料
で
す
。

　

縦
覧
期
間
／
4
月
2
日
㈪
〜
5
月
31
日
㈭ 

※
土
･
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く　

対
象
／
久

御
山
町
の
固
定
資
産
税
の
納
税
者（
縦
覧
は
、

土
地
だ
け
の
納
税
者
は
土
地
だ
け
、
家
屋
だ

け
の
納
税
者
は
家
屋
だ
け
に
限
ら
れ
ま
す
）。

相
続
人
は
戸
籍
謄
本
な
ど
が
必
要
、
納
税
管

理
人
･
代
理
人
は
委
任
状
が
必
要　

必
要
な

も
の
／
運
転
免
許
証
、
納
税
通
知
書
な
ど
本

人
確
認
の
で
き
る
書
類　

問
合
せ
／
税
務
課

　

町
で
は
、
空
き
家
の
増
加
予
防
等
を
目
的

に
空
き
家
バ
ン
ク
を
設
置
し
ま
し
た
。
空
き

家
バ
ン
ク
と
は
、
町
内
の
空
き
家
の
情
報
を

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
開
し
、
利
用
希
望
者

に
紹
介
す
る
制
度
で
す
。
な
お
、
不
動
産
取

引
は
協
力
業
者
が
仲
介
し
ま
す
。

　

売
却
･
賃
貸
を
希
望
す
る
空
き
家
を
所
有

さ
れ
て
い
る
人
や
、
所
有
さ
れ
て
い
る
家
屋

が
空
き
家
に
な
り
そ
う
だ
と
い
う
人
は
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
対
象
／
居
住
、
そ
の
他
の
使
用
が
な
さ
れ

て
い
な
い
、
ま
た
は
、
近
く
同
様
の
状
態

に
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
住
宅
（
一
戸

建
て
に
限
り
ま
す
）
や
工
場
等
の
売
買
及

び
賃
貸
物
件
。
た
だ
し
、
一
度
以
上
使
用

さ
れ
て
い
る
物
件
に
限
り
ま
す
。

■
協
力
業
者
／
2
月
に
町
と
協
定
を
締
結
し

た
（
公
社
）
京
都
府
宅
地
建
物
取
引
業
協

会
の
会
員
で
、
町
空
き
家
バ
ン
ク
の
趣
旨

を
理
解
し
、協
力
を
申
し
出
た
業
者
で
す
。

業
者
名
等
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で

き
ま
す
。
空
き
家
バ
ン
ク
で
の
不
動
産
取

引
等
の
仲
介
は
も
ち
ろ
ん
、
不
動
産
に
関

す
る
悩
み
ご
と
が
あ
る
人
も
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
物
件
の
登
録
／
所
有
者
か
ら
の
申
請
が
必

要
で
す
。
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
開
し
て

い
る
「
久
御
山
町
空
き
家
バ
ン
ク
登
録
申

込
書
」
を
町
都
市
整
備
課
に
提
出
し
て
く

2018 4 April

だ
さ
い
。

■
利
用
上
の
注
意
／
町
で
は
、
物
件
情
報
の

紹
介
や
必
要
な
連
絡
調
整
な
ど
は
行
い
ま

す
が
、
所
有
者
と
利
用
希
望
者
間
で
行
う

売
買
や
賃
貸
借
に
関
す
る
交
渉
、
契
約
等

に
関
し
て
は
直
接
関
与
し
ま
せ
ん
。
協
力

業
者
を
介
し
て
、
当
事
者
間
で
行
っ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
空
き
家
バ
ン
ク
登

録
物
件
の
売
買
や
賃
貸
借
に
係
る
契
約
を

行
う
際
は
、
所
定
の
仲
介
手
数
料
が
必
要

で
す
。

問
合
せ
／
都
市
整
備
課

　

4
月
6
日
か
ら
15
日
ま
で
「
ゆ
ず
り
合
う 

心
が
ふ
れ
合
う 

京
の
春
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
、
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
実
施
さ
れ

ま
す
。

　

4
月
9
日
は
子
ど
も
の
交
通
事
故
防
止
推

進
日
、
4
月
10
日
は
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目

指
す
日
で
あ
り
、
町
内
で
も
4
月
10
日
に
啓

発
活
動
を
展
開
し
ま
す
。

　

交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
正
し
い
交
通
マ

ナ
ー
の
実
践
を
習
慣
づ
け
、
事
故
防
止
の
徹

底
を
図
る
た
め
、
一
人
ひ
と
り
が
交
通
安
全

の
意
識
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

運
動
の
重
点

▼
子
ど
も
と
高
齢
者
の
安
全
な
通
行
の
確
保

と
高
齢
運
転
者
の
交
通
事
故
防
止

▼
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

▼
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

▼
飲
酒
運
転
の
根
絶

問
合
せ
／
都
市
整
備
課

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧
な
ど

新
市
街
地
整
備
室
を
課
に

〜
役
場
組
織・機
構
を
一
部
見
直
し
〜

空
き
家
の
増
加
を
予
防

町
空
き
家
バ
ン
ク
を
設
置

ゆ
ず
り
合
う 

心
が
ふ
れ
合
う 

京
の
春

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

一
部
の
入
札
で
電
子
入
札
シ
ス
テ
ム
を

導
入
し
ま
す お

し
ら
せ
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左
表
の
よ
う
な
場
合
は
、
14
日
以
内
に
届

出
が
必
要
で
す
。

　

手
続
き
が
遅
れ
た
場
合
は
、
保
険
税
を
さ

か
の
ぼ
っ
て
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
の
で
、速
や
か
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
国
保
健
康
課

　

倒
産
や
解
雇
な
ど
で
職
を
失
い
、
国
民
健

康
保
険
に
加
入
さ
れ
た
人
で
、
次
の
要
件
に

当
て
は
ま
る
場
合
は
、
申
請
に
よ
り
国
民
健

康
保
険
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

対
象
／
雇
用
保
険
の
特
定
受
給
資
格
者
ま

た
は
雇
用
保
険
の
特
定
理
由
離
職
者
（
雇
用

保
険
受
給
資
格
者
証
に
記
載
さ
れ
て
い
る
離

職
理
由
の
番
号
が
、
11
・
12
･
21
･
22
･
23
･
31

･
32
･
33
･
34
の
人
）  

軽
減
期
間
／
離
職
日
の

翌
日
の
月
か
ら
翌
年
度
末
ま
で
の
期
間
（
会

社
の
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
、
国
民
健
康
保

険
の
資
格
を
喪
失
さ
れ
る
と
終
了
と
な
り
ま

す
）   

軽
減
額
／
対
象
者
の
前
年
の
給
与
所

得
を
1
0
0
分
の
30
と
み
な
し
て
国
民
健
康

保
険
税
を
算
出
し
ま
す　

申
請
･
問
合
せ
／

国
民
健
康
保
険
の
保
険
証
、
雇
用
保
険
受
給

資
格
者
証
、
印
鑑
を
持
参
し
国
保
健
康
課
へ

　

65
〜
69
歳
の
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

人
が
対
象
で
、
病
院
等
で
支
払
う
医
療
費
の

自
己
負
担
割
合
が
2
割
（
現
役
並
所
得
者
は

3
割
）
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
高
額
療
養
費

に
係
る
自
己
負
担
限
度
額
が
軽
減
さ
れ
ま

す
。助
成
を
受
け
る
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。

【
昭
和
25
年
8
月
2
日
以
降
生
ま
れ
の
人
】　

　

世
帯
全
員
が
所
得
税
非
課
税

【
昭
和
25
年
8
月
1
日
以
前
生
ま
れ
の
人
】　

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

①
18
歳
未
満
60
歳
以
上
だ
け
の
世
帯
に
属
す

る
人
（
所
得
制
限
あ
り
）

②
18
歳
以
上
60
歳
未
満
の
人
と
同
世
帯
で
、

全
員
が
所
得
税
非
課
税
（
18
歳
以
上
60
歳

未
満
の
人
が
、
寝
た
き
り
や
中
度
以
上
の

障
害
が
あ
る
場
合
は
①
に
該
当
）

　

申
請
･
問
合
せ
／
健
康
保
険
証
と
印
鑑
を

持
参
し
国
保
健
康
課
へ
。
別
途
、
課
税
証
明

が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

久
御
山
町
の
子
育
て
支
援
医
療
制
度
は
、

1
か
月
1
医
療
機
関
2
0
0
円
の
自
己
負
担

で
受
診
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

入
院
･
通
院
と
も
中
学
校
を
卒
業
す
る
ま

で
が
対
象
で
し
た
が
、
平
成
29
年
9
月
診
療

分
か
ら
、
入
院
に
つ
い
て
は
満
18
歳
に
達
す

る
日
以
降
最
初
の
3
月
31
日
ま
で
に
拡
充
し

て
い
ま
す
。

　

高
等
学
校
へ
進
学
し
て
い
な
い
人
や
社
会

保
険
に
加
入
し
て
い
る
人
も
対
象
で
す
。
た

だ
し
、結
婚
し
て
い
る
人
（
事
実
婚
を
含
む
）

や
、
他
の
福
祉
医
療
制
度
受
給
者
、
生
活
保

護
受
給
世
帯
は
対
象
外
で
す
。

■
医
療
費
還
付
手
続
き

　

対
象
者
が
入
院
し
、
医
療
機
関
で
医
療
費

の
精
算
が
済
ん
だ
後
、
領
収
書
（
原
本
）、

印
鑑
、
保
護
者
の
口
座
情
報
の
分
か
る
も
の

（
預
金
通
帳
等
）
を
持
参
の
う
え
、
国
保
健

康
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
後
日
、
差
額

分
を
指
定
口
座
に
振
込
み
ま
す
。

問
合
せ
／
国
保
健
康
課

　

町
で
は
、
在
宅
で
徘
徊
行
動
の
あ
る
認
知

症
高
齢
者
を
常
時
介
護
し
て
い
る
ご
家
族
等

を
支
援
す
る
た
め
、
位
置
情
報
検
索
サ
ー
ビ

ス
（
Ｇ
Ｐ
Ｓ
※
）
を
利
用
す
る
た
め
に
必
要

と
な
る
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

　

助
成
対
象
／
久
御
山
町
に
住
所
を
有
す
る

要
介
護
（
要
支
援
）
認
定
者
で
、
お
お
む
ね

65
歳
以
上
の
徘
徊
行
動
の
あ
る
高
齢
者
を
常

時
介
護
し
て
い
る
ご
家
族
等　

助
成
費
用
／

①
Ｇ
Ｐ
Ｓ
加
入
時
に
必
要
な
加
入
料
金
及
び

付
属
品
セ
ッ
ト
に
係
る
初
期
費
用
（
在
宅
徘

徊
高
齢
者
1
人
に
つ
き
1
回
限
り
）②
年
度

内
に
支
払
っ
た
基
本
料
金
の
総
額
の
2
分
の

1
（
た
だ
し
、
3
千
円
が
上
限
）。
上
記
①

②
以
外
に
必
要
と
な
る
費
用
（
Ｇ
Ｐ
Ｓ
提
供

料
金
、
現
場
急
行
料
金
、
バ
ッ
テ
リ
ー
交
換

代
金
等
）
は
本
人
負
担　

申
請
･
問
合
せ
／

印
鑑
を
持
参
し
、
住
民
福
祉
課
へ

　
（
※
） 

位
置
情
報
検
索
サ
ー
ビ
ス
と
は
、
徘
徊

行
動
の
あ
る
高
齢
者
に
位
置
情
報
検
索
端
末
器

を
携
帯
し
て
も
ら
い
、
そ
の
人
が
行
方
不
明
と

な
っ
た
と
き
、
介
護
者
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
に

応
じ
て
、Ｇ
Ｐ
Ｓ
衛
星
か
ら
の
電
波
を
受
信
し
、

そ
の
人
が
い
る
位
置
の
情
報
提
供
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　

町
で
は
、
路
線
バ
ス
と
「
の
っ
て
こ
タ
ク

シ
ー
」
の
利
用
促
進
と
高
齢
者
の
外
出
支
援

の
た
め
「
高
齢
者
専
用
バ
ス
回
数
券
等
購
入

高
齢
者
助
成
金
制
度
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

対
象
／
平
成
30
年
4
月
1
日
現
在
で
70
歳

以
上
の
町
内
在
住
の
人　

助
成
額
／
購
入
代

金
の
半
額
（
年
間
2
5
0
0
円
を
限
度
）　

申
請
･
問
合
せ
／
4
月
5
日
㈭
か
ら
、
印
鑑

と
身
分
証
明
書
を
持
参

し
、
新
市
街
地
整
備
室
へ

注
意
／
高
齢
者
専
用
バ
ス

回
数
券
は
京
都
京
阪
バ
ス

㈱
の
路
線
し
か
使
用
で
き

ま
せ
ん

　

国
民
年
金
は
、
国
内
に
住
む
20
歳
か
ら
60

歳
ま
で
の
全
て
の
人
が
加
入
し
ま
す
。
必
要

な
届
け
出
を
忘
れ
る
と
、
将
来
受
け
取
る
年

金
額
が
少
な
く
な
っ
た
り
、
受
け
ら
れ
な
く

な
っ
た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

左
表
の
よ
う
な
と
き
は
、
忘
れ
ず
に
届
け

出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

問
合
せ
／
国
保
健
康
課
ま
た
は
、
ね
ん
き

ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル
☎
0
5
7
0（
0
0

3
）0
0
4
、
0
5
0
か
ら
始
ま
る
電
話
か

ら
は
☎
0
3（
6
6
3
0
）2
5
2
5

　

町
で
は
、
障
害
の
あ
る
人
が
社
会
的
な
活

動
を
す
る
一
助
と
し
て
、
タ
ク
シ
ー
利
用
券

を
お
渡
し
し
ま
す
。
利
用
券
は
、
町
と
契
約

す
る
タ
ク
シ
ー
事
業
者
で
利
用
で
き
ま
す
。

　

4
月
中
に
申
請
さ
れ
た
人
に
は
、
1
年
分

を
発
行
し
ま
す
。

　

対
象
／
身
体
障
害
者
手
帳
（
視
覚
、下
肢
、

体
幹
、
心
臓
、
じ
ん
臓
、
呼
吸
器
、
ぼ
う
こ

う
ま
た
は
直
腸
、
肝
臓
）
1
級
か
ら
3
級
の

人
ま
た
は
療
育
手
帳
「
Ａ
」
の
人　

申
請
･

問
合
せ
／
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育
手

帳
･
印
鑑
を
持
参
し
、
住
民
福
祉
課
へ

　

義
足
や
人
工
関
節
を

使
用
し
て
い
る
人
、
内

部
障
害
や
難
病
、
妊
娠

初
期
の
人
な
ど
、
援
助

や
配
慮
を
必
要
と
し
て
い
る
こ
と
が
外
見
か

ら
は
分
か
ら
な
い
人
が
、
援
助
を
得
や
す
く

な
る
よ
う
、
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
（
図
）
を
配
布

し
て
い
ま
す
。
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
を
身
に
つ
け

て
い
る
人
を
見
か
け
た
ら
、
電
車
･
バ
ス
内

で
席
を
ゆ
ず
る
、
困
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
れ

ば
声
を
か
け
る
な
ど
配
慮
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

配
布
場
所
／
役
場
住
民
福
祉
課
、
京
都
府

山
城
北
保
健
所
福
祉
室　

問
合
せ
／
京
都
府

障
害
者
支
援
課
☎
0
7
5（
4
1
4
）

4
5
9
8

非
自
発
的
失
業
者
の

国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減

医
療
費
の
自
己
負
担
が
2
割

〜
老
人
医
療
費
助
成
制
度
〜

認
知
症
高
齢
者
の
徘
徊
事
故
を

防
ぐ
た
め
、Ｇ
Ｐ
Ｓ
購
入
に
助
成

子
育
て
支
援
医
療
制
度

入
院
は
18
歳
の
年
度
末
ま
で
対
象

国
民
健
康
保
険

加
入・脱
退
な
ど
は

14
日
以
内
に
届
け
出
を

は
い
か
い

こんなとき 届出に必要なもの

職場の健康保険をやめたとき、
または被扶養者からはずれたとき

職場の健康保険に加入したとき、
または被扶養者になったとき

▼職場の健康保険をやめた証明書、または被扶養者
ではない理由の証明書（※）▼マイナンバーの分かる
もの（通知カード、個人番号カードなど）▼印鑑

▼国民健康保険証と職場の健康保険証（本人及び
被扶養者）▼マイナンバーの分かるもの▼印鑑

生活保護を受けなくなったとき ▼保護廃止決定通知書（※）▼マイナンバーの分かる
もの、印鑑

※証明書や決定通知書は、即時発行されない場合があります。そのような場合は、
　国保健康課にご相談ください。

地域リハビリテーション支援センター

（有料広告）
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左
表
の
よ
う
な
場
合
は
、
14
日
以
内
に
届

出
が
必
要
で
す
。

　

手
続
き
が
遅
れ
た
場
合
は
、
保
険
税
を
さ

か
の
ぼ
っ
て
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
の
で
、速
や
か
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
国
保
健
康
課

　

倒
産
や
解
雇
な
ど
で
職
を
失
い
、
国
民
健

康
保
険
に
加
入
さ
れ
た
人
で
、
次
の
要
件
に

当
て
は
ま
る
場
合
は
、
申
請
に
よ
り
国
民
健

康
保
険
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

対
象
／
雇
用
保
険
の
特
定
受
給
資
格
者
ま

た
は
雇
用
保
険
の
特
定
理
由
離
職
者
（
雇
用

保
険
受
給
資
格
者
証
に
記
載
さ
れ
て
い
る
離

職
理
由
の
番
号
が
、
11
・
12
･
21
･
22
･
23
･
31

･
32
･
33
･
34
の
人
）  

軽
減
期
間
／
離
職
日
の

翌
日
の
月
か
ら
翌
年
度
末
ま
で
の
期
間
（
会

社
の
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
、
国
民
健
康
保

険
の
資
格
を
喪
失
さ
れ
る
と
終
了
と
な
り
ま

す
）   

軽
減
額
／
対
象
者
の
前
年
の
給
与
所

得
を
1
0
0
分
の
30
と
み
な
し
て
国
民
健
康

保
険
税
を
算
出
し
ま
す　

申
請
･
問
合
せ
／

国
民
健
康
保
険
の
保
険
証
、
雇
用
保
険
受
給

資
格
者
証
、
印
鑑
を
持
参
し
国
保
健
康
課
へ

　

65
〜
69
歳
の
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

人
が
対
象
で
、
病
院
等
で
支
払
う
医
療
費
の

自
己
負
担
割
合
が
2
割
（
現
役
並
所
得
者
は

3
割
）
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
高
額
療
養
費

に
係
る
自
己
負
担
限
度
額
が
軽
減
さ
れ
ま

す
。助
成
を
受
け
る
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。

【
昭
和
25
年
8
月
2
日
以
降
生
ま
れ
の
人
】　

　

世
帯
全
員
が
所
得
税
非
課
税

【
昭
和
25
年
8
月
1
日
以
前
生
ま
れ
の
人
】　

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

①
18
歳
未
満
60
歳
以
上
だ
け
の
世
帯
に
属
す

る
人
（
所
得
制
限
あ
り
）

②
18
歳
以
上
60
歳
未
満
の
人
と
同
世
帯
で
、

全
員
が
所
得
税
非
課
税
（
18
歳
以
上
60
歳

未
満
の
人
が
、
寝
た
き
り
や
中
度
以
上
の

障
害
が
あ
る
場
合
は
①
に
該
当
）

　

申
請
･
問
合
せ
／
健
康
保
険
証
と
印
鑑
を

持
参
し
国
保
健
康
課
へ
。
別
途
、
課
税
証
明

が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

久
御
山
町
の
子
育
て
支
援
医
療
制
度
は
、

1
か
月
1
医
療
機
関
2
0
0
円
の
自
己
負
担

で
受
診
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

入
院
･
通
院
と
も
中
学
校
を
卒
業
す
る
ま

で
が
対
象
で
し
た
が
、
平
成
29
年
9
月
診
療

分
か
ら
、
入
院
に
つ
い
て
は
満
18
歳
に
達
す

る
日
以
降
最
初
の
3
月
31
日
ま
で
に
拡
充
し

て
い
ま
す
。

　

高
等
学
校
へ
進
学
し
て
い
な
い
人
や
社
会

保
険
に
加
入
し
て
い
る
人
も
対
象
で
す
。
た

だ
し
、結
婚
し
て
い
る
人
（
事
実
婚
を
含
む
）

や
、
他
の
福
祉
医
療
制
度
受
給
者
、
生
活
保

護
受
給
世
帯
は
対
象
外
で
す
。

■
医
療
費
還
付
手
続
き

　

対
象
者
が
入
院
し
、
医
療
機
関
で
医
療
費

の
精
算
が
済
ん
だ
後
、
領
収
書
（
原
本
）、

印
鑑
、
保
護
者
の
口
座
情
報
の
分
か
る
も
の

（
預
金
通
帳
等
）
を
持
参
の
う
え
、
国
保
健

康
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
後
日
、
差
額

分
を
指
定
口
座
に
振
込
み
ま
す
。

問
合
せ
／
国
保
健
康
課

　

町
で
は
、
在
宅
で
徘
徊
行
動
の
あ
る
認
知

症
高
齢
者
を
常
時
介
護
し
て
い
る
ご
家
族
等

を
支
援
す
る
た
め
、
位
置
情
報
検
索
サ
ー
ビ

ス
（
Ｇ
Ｐ
Ｓ
※
）
を
利
用
す
る
た
め
に
必
要

と
な
る
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

　

助
成
対
象
／
久
御
山
町
に
住
所
を
有
す
る

要
介
護
（
要
支
援
）
認
定
者
で
、
お
お
む
ね

65
歳
以
上
の
徘
徊
行
動
の
あ
る
高
齢
者
を
常

時
介
護
し
て
い
る
ご
家
族
等　

助
成
費
用
／

①
Ｇ
Ｐ
Ｓ
加
入
時
に
必
要
な
加
入
料
金
及
び

付
属
品
セ
ッ
ト
に
係
る
初
期
費
用
（
在
宅
徘

徊
高
齢
者
1
人
に
つ
き
1
回
限
り
）②
年
度

内
に
支
払
っ
た
基
本
料
金
の
総
額
の
2
分
の

1
（
た
だ
し
、
3
千
円
が
上
限
）。
上
記
①

②
以
外
に
必
要
と
な
る
費
用
（
Ｇ
Ｐ
Ｓ
提
供

料
金
、
現
場
急
行
料
金
、
バ
ッ
テ
リ
ー
交
換

代
金
等
）
は
本
人
負
担　

申
請
･
問
合
せ
／

印
鑑
を
持
参
し
、
住
民
福
祉
課
へ

　
（
※
） 

位
置
情
報
検
索
サ
ー
ビ
ス
と
は
、
徘
徊

行
動
の
あ
る
高
齢
者
に
位
置
情
報
検
索
端
末
器

を
携
帯
し
て
も
ら
い
、
そ
の
人
が
行
方
不
明
と

な
っ
た
と
き
、
介
護
者
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
に

応
じ
て
、Ｇ
Ｐ
Ｓ
衛
星
か
ら
の
電
波
を
受
信
し
、

そ
の
人
が
い
る
位
置
の
情
報
提
供
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　

町
で
は
、
路
線
バ
ス
と
「
の
っ
て
こ
タ
ク

シ
ー
」
の
利
用
促
進
と
高
齢
者
の
外
出
支
援

の
た
め
「
高
齢
者
専
用
バ
ス
回
数
券
等
購
入

高
齢
者
助
成
金
制
度
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

対
象
／
平
成
30
年
4
月
1
日
現
在
で
70
歳

以
上
の
町
内
在
住
の
人　

助
成
額
／
購
入
代

金
の
半
額
（
年
間
2
5
0
0
円
を
限
度
）　

申
請
･
問
合
せ
／
4
月
5
日
㈭
か
ら
、
印
鑑

と
身
分
証
明
書
を
持
参

し
、
新
市
街
地
整
備
室
へ

注
意
／
高
齢
者
専
用
バ
ス

回
数
券
は
京
都
京
阪
バ
ス

㈱
の
路
線
し
か
使
用
で
き

ま
せ
ん

　

国
民
年
金
は
、
国
内
に
住
む
20
歳
か
ら
60

歳
ま
で
の
全
て
の
人
が
加
入
し
ま
す
。
必
要

な
届
け
出
を
忘
れ
る
と
、
将
来
受
け
取
る
年

金
額
が
少
な
く
な
っ
た
り
、
受
け
ら
れ
な
く

な
っ
た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

左
表
の
よ
う
な
と
き
は
、
忘
れ
ず
に
届
け

出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

問
合
せ
／
国
保
健
康
課
ま
た
は
、
ね
ん
き

ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル
☎
0
5
7
0（
0
0

3
）0
0
4
、
0
5
0
か
ら
始
ま
る
電
話
か

ら
は
☎
0
3（
6
6
3
0
）2
5
2
5

　

町
で
は
、
障
害
の
あ
る
人
が
社
会
的
な
活

動
を
す
る
一
助
と
し
て
、
タ
ク
シ
ー
利
用
券

を
お
渡
し
し
ま
す
。
利
用
券
は
、
町
と
契
約

す
る
タ
ク
シ
ー
事
業
者
で
利
用
で
き
ま
す
。

　

4
月
中
に
申
請
さ
れ
た
人
に
は
、
1
年
分

を
発
行
し
ま
す
。

　

対
象
／
身
体
障
害
者
手
帳
（
視
覚
、下
肢
、

体
幹
、
心
臓
、
じ
ん
臓
、
呼
吸
器
、
ぼ
う
こ

う
ま
た
は
直
腸
、
肝
臓
）
1
級
か
ら
3
級
の

人
ま
た
は
療
育
手
帳
「
Ａ
」
の
人　

申
請
･

問
合
せ
／
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育
手

帳
･
印
鑑
を
持
参
し
、
住
民
福
祉
課
へ

　

義
足
や
人
工
関
節
を

使
用
し
て
い
る
人
、
内

部
障
害
や
難
病
、
妊
娠

初
期
の
人
な
ど
、
援
助

や
配
慮
を
必
要
と
し
て
い
る
こ
と
が
外
見
か

ら
は
分
か
ら
な
い
人
が
、
援
助
を
得
や
す
く

な
る
よ
う
、
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
（
図
）
を
配
布

し
て
い
ま
す
。
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
を
身
に
つ
け

て
い
る
人
を
見
か
け
た
ら
、
電
車
･
バ
ス
内

で
席
を
ゆ
ず
る
、
困
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
れ

ば
声
を
か
け
る
な
ど
配
慮
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

配
布
場
所
／
役
場
住
民
福
祉
課
、
京
都
府

山
城
北
保
健
所
福
祉
室　

問
合
せ
／
京
都
府

障
害
者
支
援
課
☎
0
7
5（
4
1
4
）

4
5
9
8

バ
ス
回
数
券・の
っ
て
こ
タ
ク
シ
ー
回
数
券

高
齢
者
の
購
入
に
助
成

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
つ
け
て
い
る
人
を

見
か
け
た
ら
、ご
配
慮
く
だ
さ
い

国
民
年
金
の
届
け
出

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
の
交
付

■こんな場合は届け出を 
届け出が必要な場合 届出先

職
退
・
職
就

就職して厚生年金の
資格を取得した 勤務先

退職して厚生年金の
資格を喪失した

国　保
健康課

退職して厚生年金に
加入している配偶者に
扶養されるようになった

配偶者の
勤務先

配偶者が厚生年金に加入
している会社に就職して
扶養されるようになった

配偶者の
勤務先

配偶者が厚生年金に加入
している会社を退職して
扶養されなくなった

国　保
健康課

婚
離
・
婚
結
結婚して厚生年金に加入
している配偶者に扶養さ
れるようになった

配偶者の
勤務先

離婚して厚生年金に加入
している配偶者に扶養さ
れなくなった

国　保
健康課

収
減
・
収
増
収入が増えて厚生年金に
加入している配偶者に扶
養されなくなった

国　保
健康課

収入が減って厚生年金に
加入している配偶者に扶
養されるようになった

配偶者の
勤務先

『広報くみやま』に広告を掲載しませんか

れさ定規と業営俗風、のもるあのれそおの触抵、反違に等令法、のもるあのれそおうな損を位品び及性立中、性共公の町 ※
る業種など掲載できないものがあります。詳しくは、総務課へお問い合わせください。

ここまでが1枠。1回5,000円 ここまでが2枠。1回10,000円 ここまでが3枠。1回15,000円
（縦44㍉、横58㍉、2色刷り） （縦44㍉、横119㍉、2色刷り） （縦44㍉、横180㍉、2色刷り）

有料広告募集 発行部数8,300部、毎月1日号に掲載
問合せ／総務課秘書広報係
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狂
犬
病
は
、
野
生
動
物

や
家
畜
は
も
ち
ろ
ん
人
間

に
も
感
染
し
、
一
度
発
病

す
る
と
、
ほ
ぼ
1
0
0
％

死
亡
す
る
恐
ろ
し
い
病
気

で
す
。

　

狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
な
い
と
、
愛
犬

だ
け
で
な
く
、
あ
な
た
や
付
近
の
人
を
危
険

に
さ
ら
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
室
内
犬
と
い

え
ど
も
狂
犬
病
予
防
注
射
が
必
要
で
す
。

　

狂
犬
病
予
防
注
射
は
、
狂
犬
病
予
防
法
で

毎
年
1
回
受
け
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
ご
家
庭
等
で
飼
わ
れ
て
い

る
生
後
91
日
以
上
の
犬
は
、
法
律
に
よ
り
生

涯
に
1
回
の
登
録
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

左
表
の
日
程
で
集
合
予
防
注
射
を
行
い
ま

す
の
で
、
お
近
く
の
会
場
で
受
け
て
く
だ
さ

い
。集
合
予
防
注
射
に
来
ら
れ
な
い
場
合
は
、

動
物
病
院
で
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。
動
物
病

院
で
の
料
金
は
、
直
接
病
院
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
会
場
で
の
料
金

　

注
射
料
：
2
6
5
0
円

　

注
射
済
票
交
付
手
数
料
：
5
5
0
円

　

登
録
手
数
料
：
3
0
0
0
円

※
す
で
に
登
録
し
て
い
る
犬
の
登
録
手
数
料

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
で
き
る
限
り
お
釣

り
の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

登
録
事
項
が
変
わ
っ
た
と
き
は

　

転
居
や
飼
い
主
の
変
更
な
ど
、
登
録
し
て

い
る
内
容
が
変
わ
っ
た
と
き
は
、
届
け
出
が

必
要
で
す
。
登
録
は
一
生
に
一
度
だ
け
で
良

い
の
で
、変
更
の
手
続
き
だ
け
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
飼
い
主
変
更
…
新
し
い
飼
い
主
が
登
録
事

項
変
更
届
を
環
境
保
全
課
に
提
出

▼
町
内
で
転
居
…
登
録
事
項
変
更
届
を
環
境

保
全
課
に
提
出

▼
転
出
…
新
住
所
地
の
市
区
町
村
へ
鑑
札
を

添
え
て
届
け
出
を

▼
転
入
…
旧
住
所
地
の
市
区
町
村
で
交
付
さ

れ
た
鑑
札
を
添
え
て
、
登
録
事
項
変
更
届

を
環
境
保
全
課
に
提
出

問
合
せ
／
環
境
保
全
課

　

町
税
や
水
道
料
金
な
ど
町
の
公
共
料
金
の

納
付
は
、
指
定
の
預
貯
金
口
座
か
ら
自
動
で

引
き
落
と
さ
れ
る
口
座
振
替
が
便
利
で
す
。

　

口
座
振
替
を
利
用
す
る
と
、
納
期
ご
と
に

金
融
機
関
や
役
場
の
窓
口
ま
で
出
向
い
て
納

付
す
る
手
間
が
省
け
、
う
っ
か
り
納
付
を
忘

れ
る
こ
と
も
な
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
一
度

申
し
込
む
と
毎
年
手
続
き
す
る
必
要
が
あ
り

ま
せ
ん
。

①
ペ
イ
ジ
ー
口
座
振
替
受
付
サ
ー
ビ
ス
を

　

利
用
し
た
登
録

　

取
扱
金
融
機
関
／
京
都
銀
行
、
京
都
信
用

金
庫
、
京
都
中
央
信
用
金
庫
、
ゆ
う
ち
ょ
銀

行　

申
込
方
法
／
役
場
税
務
課
ま
た
は
各
公

共
料
金
の
担
当
課
へ
預
貯
金
口
座
の
キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
専
用
の

機
械
に
暗
証
番
号
を
入
力
い
た
だ
く
だ
け
で

登
録
で
き
ま
す
。

②
申
込
用
紙
を
利
用
し
た
登
録

　

取
扱
金
融
機
関
／
京
都
銀
行
、
京
都
信
用

金
庫
、
京
都
中
央
信
用
金
庫
、
ゆ
う
ち
ょ
銀

行
、
京
都
や
ま
し
ろ
農
協
、
り
そ
な
銀
行
、

三
井
住
友
銀
行
、
み
ず
ほ
銀
行
、
三
菱
Ｕ
Ｆ

Ｊ
銀
行
、
関
西
ア
ー
バ
ン
銀
行
、
南
都
銀
行

申
込
方
法
／
税
･
料
金
の
担
当
課
ま
た
は
取

扱
金
融
機
関
に
備
え
付
け
の
申
込
用
紙
（
口

座
振
替
納
付
依
頼
書
）
に
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
、
取
扱
金
融
機
関
の
窓
口
へ
預
貯
金

通
帳
と
届
出
印
を
持
参
し
、
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

　

問
合
せ
／
税
務
課
ま
た
は
各
公
共
料
金
の

担
当
課

ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
国
内
で
販
売
し
て
い
る
住

宅
用
火
災
警
報
器
15
社
の
ブ
ザ
ー
音（
火
災
、

故
障
、
電
池
切
れ
）
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る

「
10
年
た
っ
た
ら
、と
り
カ
エ
ル
。」ス
ペ
シ
ャ

ル
サ
イ
ト
を
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
下
記
の

方
法
で
再
生
し
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
点

検
し
ま
し
ょ
う
。

　

①
同
工
業
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ

ス
②「
10
年
た
っ
た
ら
、
と
り
カ
エ
ル
。」
を

ク
リ
ッ
ク
③「
わ
が
家
の
火
災
警
報
器
の
ブ

ザ
ー
音
を
聞
い
て
み
よ
う
！
」
を
ク
リ
ッ
ク

④「
お
宅
の
火
災
警
報
器
の
ブ
ザ
ー
音
を
確

認
し
て
み
よ
う
！
」
の
ペ
ー
ジ
か
ら
自
宅
に

設
置
さ
れ
る
機
器
の
再
生
ボ
タ
ン
を
押
し
て

く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
消
防
本
部

　

開
催
日
／
5
月
20
日

㈰
、
22
日
㈫　

※
参
加
日

を
い
ず
れ
か
選
択　

場
所

／
宇
治
田
原
カ
ン
ト
リ
ー

ク
ラ
ブ
（
宇
治
田
原
町
）  

参
加
資
格
／
町

ゴ
ル
フ
協
会
会
員
（
即
日
入
会
可
能 

入
会

金
千
円
）　

参
加
費
／
2
千
円　

プ
レ
ー
代

／
5
月
20
日=

1
万
3
2
3
0
円
（
昼
食
代

別
）、
22
日=

8
1
5
4
円
（
昼
食
代
込
）  

※
税
別　

申
込
／
5
月
5
日
㈷
ま
で
に
参
加

費
を
添
え
て
校
区
別
担
当
幹
事
へ　

主
催
／

町
ゴ
ル
フ
協
会　

問
合
せ
／
同
会
会
長  

小

坂
守
さ
ん
☎
0
7
7
4（
4
1
）7
2
2
3

狂
犬
病
予
防
注
射
と
登
録

町
税
や
公
共
料
金
の
納
付
は

便
利
な
口
座
振
替
で

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
ブ
ザ
ー
音
を

確
認
で
き
ま
す

　

試
験
の
種
類
／
全
種
全
類　

試
験
日
／
6

月
3
日
㈰  

試
験
会
場
／
Y
I
C
京
都
工
科

大
学
校
（
京
都
市
）  

願
書
受
付
／
書
面
申

請
（
原
則
郵
送
） 

4
月
12
日
㈭
〜
19
日
㈭
に

（
一
財
）
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
京
都
府

支
部
（
〒
6
0
2
I
8
0
5
4  

京
都
市
上

京
区
出
水
通
油
小
路
東
入
る 

京
都
府
庁
西

別
館
3
階
）
へ
。☎
0
7
5（
4
1
1
）0
0
9

5
、
願
書
は
町
消
防
本
部
に
あ
り
ま
す　

電

子
申
請
（
24
時
間
対
応
） 

4
月
9
日
㈪
〜
16

日
㈪
に
同
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア

ク
セ
ス
し
、
所
定
の
画
面
か
ら
入
力
し
て
く

だ
さ
い　

問
合
せ
／
同
セ
ン
タ
ー
電
子
申
請

室
☎
0
5
7
0（
0
7
）1
0
0
0
（
ナ
ビ
ダ

イ
ヤ
ル
）

　

木
造
の
建
築
物
が
密
集
し
た
地
域
で
は
、

大
規
模
火
災
に
つ
な
が
る
危
険
性
が
非
常
に

高
く
な
り
ま
す
。
乾
燥
や
強
風
な
ど
の
気
象

状
況
で
は
、
燃
え
広
が
る
時
間
が
早
く
避
難

に
間
に
合
わ
な
い
可
能
性
も
高
く
な
り
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に

も
、
町
火
災
予
防
条
例
に
義
務
化
さ
れ
て
い

る
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
必
ず
設
置
し
て
く

だ
さ
い
。自
宅
で
火
災
が
発
生
し
た
と
き
は
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
が
感
知
し
て
音
声
や
ブ

ザ
ー
音
で
知
ら
せ
て
く
れ
ま
す
の
で
、
火
災

を
最
小
限
に
抑
え
早
期
避
難
が
行
え
る
な
ど

の
可
能
性
が
大
き
く
な
り
ま
す
。

　
（
一
社
）日
本
火
災
報
知
機
工
業
会
の
ホ
ー

危
険
物
取
扱
者
試
験

平成30年度狂犬病予防集合注射日程表

※今年度から変更しています。

実施日 時　間 会　場

４月18日
㈬

９：30～10：10 ミサワ林集会所

10：20～11：00 栄３・４丁目集会所

11：10～11：40 栄中央公園（２丁目）
13：10～13：40 佐古公民館入口
13：50～14：20 松陽台集会所

14：30～15：00 佐山集荷場（浄安寺南側）

４月19日
㈭

９：30～ ９：50 大橋辺公民館
10：00～10：30 北川顔公会堂
10：40～11：10 藤和田公会堂
11：20～11：50 島田公会堂
13：10～13：40 下津屋公民館
13：50～14：20 田井公会堂
14：30～15：00 御牧保育所前

４月20日
㈮

９：30～10：00 市田公民館
10：10～10：30 鈴間集会所

10：40～11：10 野村公会堂（北側）
11：20～11：50 坊之池公会堂

13：10～13：40 元JA京都やましろ東一口事業所前

14：00～14：40 ※町役場分庁舎1階ガレージ
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狂
犬
病
は
、
野
生
動
物

や
家
畜
は
も
ち
ろ
ん
人
間

に
も
感
染
し
、
一
度
発
病

す
る
と
、
ほ
ぼ
1
0
0
％

死
亡
す
る
恐
ろ
し
い
病
気

で
す
。

　

狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
な
い
と
、
愛
犬

だ
け
で
な
く
、
あ
な
た
や
付
近
の
人
を
危
険

に
さ
ら
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
室
内
犬
と
い

え
ど
も
狂
犬
病
予
防
注
射
が
必
要
で
す
。

　

狂
犬
病
予
防
注
射
は
、
狂
犬
病
予
防
法
で

毎
年
1
回
受
け
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
ご
家
庭
等
で
飼
わ
れ
て
い

る
生
後
91
日
以
上
の
犬
は
、
法
律
に
よ
り
生

涯
に
1
回
の
登
録
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

左
表
の
日
程
で
集
合
予
防
注
射
を
行
い
ま

す
の
で
、
お
近
く
の
会
場
で
受
け
て
く
だ
さ

い
。集
合
予
防
注
射
に
来
ら
れ
な
い
場
合
は
、

動
物
病
院
で
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。
動
物
病

院
で
の
料
金
は
、
直
接
病
院
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
会
場
で
の
料
金

　

注
射
料
：
2
6
5
0
円

　

注
射
済
票
交
付
手
数
料
：
5
5
0
円

　

登
録
手
数
料
：
3
0
0
0
円

※
す
で
に
登
録
し
て
い
る
犬
の
登
録
手
数
料

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
で
き
る
限
り
お
釣

り
の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

登
録
事
項
が
変
わ
っ
た
と
き
は

　

転
居
や
飼
い
主
の
変
更
な
ど
、
登
録
し
て

い
る
内
容
が
変
わ
っ
た
と
き
は
、
届
け
出
が

必
要
で
す
。
登
録
は
一
生
に
一
度
だ
け
で
良

い
の
で
、変
更
の
手
続
き
だ
け
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
飼
い
主
変
更
…
新
し
い
飼
い
主
が
登
録
事

項
変
更
届
を
環
境
保
全
課
に
提
出

▼
町
内
で
転
居
…
登
録
事
項
変
更
届
を
環
境

保
全
課
に
提
出

▼
転
出
…
新
住
所
地
の
市
区
町
村
へ
鑑
札
を

添
え
て
届
け
出
を

▼
転
入
…
旧
住
所
地
の
市
区
町
村
で
交
付
さ

れ
た
鑑
札
を
添
え
て
、
登
録
事
項
変
更
届

を
環
境
保
全
課
に
提
出

問
合
せ
／
環
境
保
全
課

　

町
税
や
水
道
料
金
な
ど
町
の
公
共
料
金
の

納
付
は
、
指
定
の
預
貯
金
口
座
か
ら
自
動
で

引
き
落
と
さ
れ
る
口
座
振
替
が
便
利
で
す
。

　

口
座
振
替
を
利
用
す
る
と
、
納
期
ご
と
に

金
融
機
関
や
役
場
の
窓
口
ま
で
出
向
い
て
納

付
す
る
手
間
が
省
け
、
う
っ
か
り
納
付
を
忘

れ
る
こ
と
も
な
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
一
度

申
し
込
む
と
毎
年
手
続
き
す
る
必
要
が
あ
り

ま
せ
ん
。

①
ペ
イ
ジ
ー
口
座
振
替
受
付
サ
ー
ビ
ス
を

　

利
用
し
た
登
録

　

取
扱
金
融
機
関
／
京
都
銀
行
、
京
都
信
用

金
庫
、
京
都
中
央
信
用
金
庫
、
ゆ
う
ち
ょ
銀

行　

申
込
方
法
／
役
場
税
務
課
ま
た
は
各
公

共
料
金
の
担
当
課
へ
預
貯
金
口
座
の
キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
専
用
の

機
械
に
暗
証
番
号
を
入
力
い
た
だ
く
だ
け
で

登
録
で
き
ま
す
。

②
申
込
用
紙
を
利
用
し
た
登
録

　

取
扱
金
融
機
関
／
京
都
銀
行
、
京
都
信
用

金
庫
、
京
都
中
央
信
用
金
庫
、
ゆ
う
ち
ょ
銀

行
、
京
都
や
ま
し
ろ
農
協
、
り
そ
な
銀
行
、

三
井
住
友
銀
行
、
み
ず
ほ
銀
行
、
三
菱
Ｕ
Ｆ

Ｊ
銀
行
、
関
西
ア
ー
バ
ン
銀
行
、
南
都
銀
行

申
込
方
法
／
税
･
料
金
の
担
当
課
ま
た
は
取

扱
金
融
機
関
に
備
え
付
け
の
申
込
用
紙
（
口

座
振
替
納
付
依
頼
書
）
に
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
、
取
扱
金
融
機
関
の
窓
口
へ
預
貯
金

通
帳
と
届
出
印
を
持
参
し
、
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

　

問
合
せ
／
税
務
課
ま
た
は
各
公
共
料
金
の

担
当
課

ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
国
内
で
販
売
し
て
い
る
住

宅
用
火
災
警
報
器
15
社
の
ブ
ザ
ー
音（
火
災
、

故
障
、
電
池
切
れ
）
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る

「
10
年
た
っ
た
ら
、と
り
カ
エ
ル
。」ス
ペ
シ
ャ

ル
サ
イ
ト
を
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
下
記
の

方
法
で
再
生
し
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
点

検
し
ま
し
ょ
う
。

　

①
同
工
業
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ

ス
②「
10
年
た
っ
た
ら
、
と
り
カ
エ
ル
。」
を

ク
リ
ッ
ク
③「
わ
が
家
の
火
災
警
報
器
の
ブ

ザ
ー
音
を
聞
い
て
み
よ
う
！
」
を
ク
リ
ッ
ク

④「
お
宅
の
火
災
警
報
器
の
ブ
ザ
ー
音
を
確

認
し
て
み
よ
う
！
」
の
ペ
ー
ジ
か
ら
自
宅
に

設
置
さ
れ
る
機
器
の
再
生
ボ
タ
ン
を
押
し
て

く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
消
防
本
部

　

開
催
日
／
5
月
20
日

㈰
、
22
日
㈫　

※
参
加
日

を
い
ず
れ
か
選
択　

場
所

／
宇
治
田
原
カ
ン
ト
リ
ー

ク
ラ
ブ
（
宇
治
田
原
町
）  

参
加
資
格
／
町

ゴ
ル
フ
協
会
会
員
（
即
日
入
会
可
能 

入
会

金
千
円
）　

参
加
費
／
2
千
円　

プ
レ
ー
代

／
5
月
20
日=

1
万
3
2
3
0
円
（
昼
食
代

別
）、
22
日=

8
1
5
4
円
（
昼
食
代
込
）  

※
税
別　

申
込
／
5
月
5
日
㈷
ま
で
に
参
加

費
を
添
え
て
校
区
別
担
当
幹
事
へ　

主
催
／

町
ゴ
ル
フ
協
会　

問
合
せ
／
同
会
会
長  

小

坂
守
さ
ん
☎
0
7
7
4（
4
1
）7
2
2
3

皆
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
を
応
援
し
ま
す

ポ
イ
ン
ト
貯
め
て
健
康
グ
ッ
ズ
を

　

●
く
み
や
ま
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ

地
域
で
行
う
ラ
ジ
オ
体
操
な
ど
を
支
援

●
介
護
予
防・健
康
づ
く
り
活
動
助
成

　

試
験
の
種
類
／
全
種
全
類　

試
験
日
／
6

月
3
日
㈰  

試
験
会
場
／
Y
I
C
京
都
工
科

大
学
校
（
京
都
市
）  

願
書
受
付
／
書
面
申

請
（
原
則
郵
送
） 

4
月
12
日
㈭
〜
19
日
㈭
に

（
一
財
）
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
京
都
府

支
部
（
〒
6
0
2
I
8
0
5
4  

京
都
市
上

京
区
出
水
通
油
小
路
東
入
る 

京
都
府
庁
西

別
館
3
階
）
へ
。☎
0
7
5（
4
1
1
）0
0
9

5
、
願
書
は
町
消
防
本
部
に
あ
り
ま
す　

電

子
申
請
（
24
時
間
対
応
） 

4
月
9
日
㈪
〜
16

日
㈪
に
同
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア

ク
セ
ス
し
、
所
定
の
画
面
か
ら
入
力
し
て
く

だ
さ
い　

問
合
せ
／
同
セ
ン
タ
ー
電
子
申
請

室
☎
0
5
7
0（
0
7
）1
0
0
0
（
ナ
ビ
ダ

イ
ヤ
ル
）

　

木
造
の
建
築
物
が
密
集
し
た
地
域
で
は
、

大
規
模
火
災
に
つ
な
が
る
危
険
性
が
非
常
に

高
く
な
り
ま
す
。
乾
燥
や
強
風
な
ど
の
気
象

状
況
で
は
、
燃
え
広
が
る
時
間
が
早
く
避
難

に
間
に
合
わ
な
い
可
能
性
も
高
く
な
り
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に

も
、
町
火
災
予
防
条
例
に
義
務
化
さ
れ
て
い

る
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
必
ず
設
置
し
て
く

だ
さ
い
。自
宅
で
火
災
が
発
生
し
た
と
き
は
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
が
感
知
し
て
音
声
や
ブ

ザ
ー
音
で
知
ら
せ
て
く
れ
ま
す
の
で
、
火
災

を
最
小
限
に
抑
え
早
期
避
難
が
行
え
る
な
ど

の
可
能
性
が
大
き
く
な
り
ま
す
。

　
（
一
社
）日
本
火
災
報
知
機
工
業
会
の
ホ
ー

町
総
合
体
育
大
会  

ゴ
ル
フ
競
技
大
会

　
「
く
み
や
ま
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
」
は
、

住
民
の
皆
さ
ん
が
個
々
に
取
り
組
む
健
康

づ
く
り
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
事
業
で
す
。

　

町
内
在
住
の
20
歳
以
上
の
人
が
各
種
健

（
検
）
診
の
受
診
や
健
康
を
テ
ー
マ
と
し

た
教
室
な
ど
に
参
加
し
た
り
、
自
分
自
身

で
立
て
た
健
康
づ
く
り
の
目
標
に
取
り
組

む
こ
と
で
、
ポ
イ
ン
ト
を
貯
め
て
い
た
だ

き
、貯
ま
っ
た
ポ
イ
ン
ト
で
応
募
す
る
と
、

抽
選
で
健
康
グ
ッ
ズ
な
ど
の
賞
品
が
当
た

り
ま
す
。
当
た
ら
な
か
っ
た
人
に
も
参
加

賞
が
あ
り
ま
す
。

■
ご
参
加
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

平
成
29
年
度
は
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
ご

参
加
い
た
だ
き
、
1
0
3
人
か
ら
応
募
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

全
員
に
参
加
賞
と
し
て
、
い
き
い
き
ホ

ー
ル
及
び
総
合
体
育
館
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

ル
ー
ム
で
利
用
で
き
る
無
料
券
3
回
分
を

進
呈
。
ま
た
、
抽
選
で
布
団
掃
除
機
を
1

人
、
ム
ー
ビ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
を
1
人
、
低

周
波
治
療
器
を
1
人
、
歯
み
が
き
セ
ッ
ト

を
20
人
、
ク
ロ
ス
ピ
ア
く
み
や
ま
の
商
品

詰
め
合
わ
せ
を
22
人
に
お
贈
り
し
ま
し

た
。

　

皆
さ
ん
が
立
て
ら
れ
た
健
康
目
標
に

は
、「
ジ
ョ
ギ
ン
グ
月
1
5
0
㎞
」「
夜
9

時
以
降
は
間
食
を
し
な
い
」
な
ど
の
具
体

的
な
内
容
や
、「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
や
「
ラ

ジ
オ
体
操
」
な
ど
の
毎
日
続
け
る
取
り
組

み
、「
よ
く
噛
ん
で
食
べ
る
」「
早
寝
早
起

き
で
規
則
正
し
い
生
活
」
な
ど
、
普
段
か

ら
心
が
け
て
い
た
だ
け
る
内
容
も
あ
り
ま

し
た
。

　

今
年
度
も
多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。
詳
細
は
、
6
月
1
日
頃
に
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
配
布
す
る
ほ
か
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
ま
す
。

問
合
せ
／
国
保
健
康
課

★

布
団
掃
除
機
を
ゲ
ッ
ト

岩
見
文
子
さ
ん
（
下
津
屋
） 

　

血
圧
が
高
い
と
注
意
を
受
け
た
こ
と
が

あ
る
の
で
、
普

段
か
ら
塩
分
の

少
な
い
食
事
に

し
た
り
、
カ
ロ

リ
ー
の
少
な
い

調
味
料
を
使
う

よ
う
心
が
け
て

い
ま
す
。

　

毎
年
健
康
診

断
を
受
け
て
健

康
に
気
を
つ
け

て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
介
護
予

防
や
健
康
増
進
に
係

る
活
動
に
対
し
て
、

そ
の
費
用
の
一
部
ま

た
は
全
額
を
助
成
し

ま
す
。

　

対
象
と
な
る
活
動
例
と
し
て
は
、
地
域

で
行
う
ラ
ジ
オ
体
操
な
ど
、
年
間
を
通
し

て
活
動
を
行
い
、
地
域
の
住
民
が
自
由
に

参
加
で
き
る
開
か
れ
た
活
動
・
団
体
で
あ

る
こ
と
が
条
件
と
な
り
ま
す
。

　

助
成
金
額
／
対
象
活
動
に
必
要
な
備
品

や
消
耗
品
の
購
入
に
係
る
費
用
の
う
ち
、

金
額
に
応
じ
て
助
成　

申
込
／
交
付
申
請

書
、
必
要
書
類
を
住
民
福
祉
課
へ
。
1
年

間
の
活
動
報
告
を
添
付
し
、
年
度
末
の
申

請
と
な
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
相

談
く
だ
さ
い　

問
合
せ
／
住
民
福
祉
課

催
し
・
募
集

助成対象
区　　分

助成金の額

5,000円
まで

対象活動に係る
費用の額

5,001円～
10,000円 5,000円

10,001円
以上

対象活動に係る
費用の2分の1
の額。ただし、
その額が10,000
円を超えるとき
は10,000円

※１団体につき、年10,000円
　以内の助成となります。算出
　した額に端数がある場合は、
　1,000円未満切捨
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淀
川
河
川
公
園
背
割

堤
地
区
（
八
幡
市
）
で
、

地
域
の
農
産
物
を
使
用

し
た
料
理
や
地
域
の
特

産
品
な
ど
を
販
売
す
る

店
舗
が
多
数
軒
を
連
ね

る
「
さ
く
ら
ま
つ
り
」

と
「
さ
く
ら
マ
ル
シ
ェ
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

駐
車
場
は
大
型
バ
ス
専
用
の
た
め
、
一
般

車
用
の
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。
来
場
は
公

共
交
通
な
ど
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
な
お
、

京
阪
八
幡
市
駅
か
ら
徒
歩
で
約
10
分
、ま
た
、

阪
急
西
山
天
王
山
駅
前
か
ら
会
場
に
直
行
す

る
路
線
バ
ス
（
阪
急
バ
ス
：
片
道
2
3
0
円
）

が
出
る
ほ
か
、
J
R
山
崎
駅
な
ど
か
ら
レ
ン

タ
サ
イ
ク
ル
も
利
用
で
き
ま
す
。

　

日
時
／
3
月
31
日
㈯
〜
4
月
10
日
㈫  

午

前
9
時
〜
午
後
5
時　

場
所
／
同
地
区　

マ

ル
シ
ェ
開
催
時
間
／
午
前
9
時
〜
午
後
4
時

30
分
（
10
日
㈫
は
午
後
4
時
ま
で
）  

レ
ン

タ
サ
イ
ク
ル
貸
出
場
所
／
①
さ
く
ら
レ
ン
タ

サ
イ
ク
ル
（
カ
フ
ェ
・
タ
ビ
タ
ビ
、
J
R
山

崎
駅
前
）②
阪
急
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
（
阪
急

大
山
崎
駅
前
）③
長
岡
京
市
レ
ン
タ
サ
イ
ク

ル
（
長
岡
京
市
観
光
案
内
所
、
阪
急
長
岡
天

神
駅
前
）　

問
合
せ
／
さ
く
ら
で
あ
い
館
☎

0
7
5（
6
3
3
）5
1
2
0  

※
詳
し
く
は
、

さ
く
ら
で
あ
い
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　

対
象
／
府
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
人　

申

込
／
受
付
開
始
日
以
降
に
受
講
料
を
持
参

し
、
実
施
す
る
会
館
･
セ
ン
タ
ー
へ
（
電
話

･
F
A
X
・
郵
送
不
可
）  

問
合
せ
／
府
立

城
南
勤
労
者
福
祉
会
館
･
城
南
地
域
職
業
訓

練
セ
ン
タ
ー
（
宇
治
市
伊
勢
田
町
新
中
ノ
荒

2
1
I
8
） 

☎
0
7
7
4（
4
6
）0
6
8
8
、

0
7
8
0

　　

町
社
会
福
祉
協
議
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
「
お
も
ち
ゃ
病
院
」
で
は
、
子
ど
も

の
お
も
ち
ゃ
の
修
理
を
行
い
ま
す
。

　

日
時
／
4
月
14
日
㈯  

午
前
10
時
〜
正
午

（
修
理
の
受
付
は
午
前
11
時
ま
で
）  

場
所
／

ゆ
う
ホ
ー
ル　

修
理
費
／
無
料
。
部
品
交
換

が
必
要
な
場
合
は
要
実
費　

そ
の
他
／
予
約

不
要
。当
日
修
理
会
場
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

も
の
に
よ
り
修
理
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
使
わ
な
く
な
っ
た
動
く
お
も
ち
ゃ
を
再

利
用
し
ま
す
の
で
、
寄
付
を
お
受
け
し
て
い

ま
す　

問
合
せ
／
同
協
議
会

　

町
民
生
児
童
委
員
協

議
会
で
は
、
お
父
さ
ん

お
母
さ
ん
の
子
育
て
を

応
援
す
る
「
あ
そ
び
の

広
場
」
を
開
き
ま
す
。
申
込
不
要
。
お
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

日
時
／
4
月
18
日
㈬  

午
前
10
時
〜
11
時

30
分　

場
所
／
ゆ
う
ホ
ー
ル
、
地
域
福
祉
セ

ン
タ
ー
（
参
加
し
や
す
い
場
所
で
ご
参
加
く

だ
さ
い
）  

対
象
／
町
内
在
住
で
就
学
前
の

幼
児
と
そ
の
保
護
者　

内
容
／
新
聞
紙
で
カ

ブ
ト
作
り　

問
合
せ
／
住
民
福
祉
課

　

町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
就
園
前
の
子

ど
も
と
保
護
者
を
対
象
に
子
育
て
サ
ロ
ン
を

行
い
ま
す
。

　

日
時
／
4
月
23
日
㈪  

午
前
10
時
〜
午
後

0
時
30
分　

場
所
／
中
央
公
民
館
調
理
実
習

室　

内
容
／
ク
ッ
キ
ン
グ
〜
い
ち
ご
大
福
〜

参
加
費
／
1
組
2
0
0
円　

定
員
／
10
組　

申
込
･
問
合
せ
／
同
協
議
会

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
子
ど

も
や
親
が
気
軽
に
集
ま
れ

る
場
所
を
設
け
て
、
遊
び

や
学
習
、
ご
飯
作
り
な
ど
を
し
て
ひ
と
り
親

家
庭
の
応
援
を
し
ま
す
。
都
合
の
良
い
時
間

か
ら
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

予
約
を
）  

参
加
費
／
2
0
0
円
（
コ
ー
ヒ
ー

･
お
菓
子
付
）  

予
約
･
問
合
せ
／
同
協
議
会

　

町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
ひ
と
り
暮
ら

し
世
帯
の
70
歳
以
上
の
人
を
対
象
に
、
交
流

を
目
的
に
社
会
見
学
を
行
い
ま
す
。

　

日
時
／
4
月
23
日
㈪  

午
前
9
時
30
分
〜

午
後
4
時
10
分　

行
き
先
／
石
山
寺
（
滋
賀

県
）、び
わ
湖
大
津
館
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ガ
ー

デ
ン
（
滋
賀
県
）  

対
象
／
町
内
在
住
の
70

歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
世
帯
の
人　

定
員

／
45
人　

費
用
／
2
千
円　

申
込
／
4
月
6

日
㈮
ま
で
に
地
域
の
民
生
児
童
委
員
ま
た
は

同
協
議
会
へ　

問
合
せ
／
同
協
議
会

　

65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮

ら
し
の
男
性
を
対
象
に
、

日
々
の
生
活
の
料
理
に
関

す
る
困
り
ご
と
解
決
や
参
加
者
の
交
流
を
目

的
に
料
理
教
室
を
行
い
ま
す
。

　

日
時
／
4
月
27
日
㈮  

午
前
10
時
〜
午
後

2
時　

場
所
／
中
央
公
民
館
調
理
実
習
室　

内
容
／
ハ
ン
バ
ー
グ
、大
根
の
酢
の
物
、ス
ー

プ　

定
員
／
20
人　

費
用
／
5
0
0
円　

申

込
･
問
合
せ
／
4
月
23
日
㈪
ま
で
に
町
社
会

福
祉
協
議
会
へ

　

町
で
は
、
学
童
保
育
（
仲
よ
し
学
級
）
指

導
員
の
臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

募
集
職
種
／
①
常
勤
指
導
員
②
特
別
支
援

指
導
員
③
代
替
指
導
員　

応
募
資
格
／
①
は

教
員
免
許
ま
た
は
保
育
士
資
格
等
を
所
持
、

も
し
く
は
児
童
福
祉
事
業
に
2
年
以
上
の
勤

務
経
験
が
あ
る
人　

雇
用
期
間
／
随
時
〜
9

月
30
日
（
更
新
の
可
能
性
有
）  

勤
務
時
間

等
／
①
②
月
〜
金
曜
日
は
午
後
1
時
30
分
〜

6
時
、
長
期
休
業
期
間
中
･
土
曜
日
は
午
前

8
時
〜
午
後
5
時
③
月
〜
金
曜
日
は
午
後
2

時
〜
6
時
、
長
期
休
業
期
間
中
･
土
曜
日
は

午
前
8
時
〜
午
後
5
時　

賃
金
／
①
時
給
1

0
3
0
円
②
時
給
千
円
③
時
給
千
円
、
基
本

給
5
千
円　

勤
務
場
所
／
御
牧
･
佐
山
･
東

角
小
学
校
内
の
い
ず
れ
か
の
仲
よ
し
学
級　

募
集
人
数
／
若
干
名　

問
合
せ
／
社
会
教
育

課■
種
目
／
①
自
衛
官
候
補
生
②
予
備
自
衛
官

補
（
一
般
･
技
能
）
③
幹
部
候
補
生
（
一
般

（
大
卒
程
度
･
院
卒
者
）･
歯
科
･
薬
剤
科
）

■
対
象
／
①
18
歳
以
上
27
歳
未
満
②
一
般=

18
歳
以
上
34
歳
未
満
、
技
能=

18
歳
以
上

で
国
家
免
許
資
格
等
を
有
す
る
人
（
資
格

に
よ
り
年
齢
上
限
有
）③
一
般
（
大
卒
程

度
）=

22
歳
以
上
26
歳
未
満
（
20
歳
以
上

22
歳
未
満
は
大
卒
（
見
込
含
））、
修
士
課

程
修
了
者
等
（
見
込
含
）
は
28
歳
未
満
、

現
職
自
衛
官
は
28
歳
未
満
、
一
般
（
院
卒

者
）=

修
士
課
程
修
了
者
等
（
見
込
含
）

で
20
歳
以
上
28
歳
未
満
、
歯
科=

専
門
の

大
卒
（
見
込
含
）
20
歳
以
上
30
歳
未
満
、

薬
剤
科=

20
歳
以
上
26
歳
未
満
（
薬
学
修

士
学
位
取
得
者
は
28
歳
未
満
）

■
受
付
期
間
／
①
年
間
を
通
じ
て
受
付
②
平

成
30
年
4
月
6
日
ま
で
（
第
1
回
）③
平

成
30
年
5
月
1
日
ま
で

■
受
付
・
問
合
せ
／
宇
治
地
域
事
務
所
（
宇

治
市
広
野
町
西
裏
71
I
5 

S
・
C  

O
K
U

B
O
2
0
2
号
室
）☎
0
7
7
4（
4
4
）

7
1
3
9

【
行
政
･
人
権
擁
護
相
談
】

　

行
政
相
談
は
、
国
の
仕
事
に
つ
い
て
の
要

望
や
苦
情
の
相
談
、
人
権
擁
護
相
談
は
、
差

別
や
い
じ
め
な
ど
人
権
に
関
す
る
相
談
。

　

日
時
／
4
月
10
日
㈫  

午
前
10
時
〜
午
後

3
時　

場
所
／
役
場
１
階
相
談
室
1

【
女
性
の
た
め
の
相
談
】

　

女
性
の
子
育
て
や
介
護
、
家
庭
の
問
題
、

仕
事
、
対
人
関
係
な
ど
の
相
談
。

　

日
時
／
4
月
10
日
㈫
、
24
日
㈫  

い
ず
れ

も
午
前
10
時
〜
午
後
１
時　

申
込
／
面
接
・

電
話
相
談
と
も
前
日
ま
で
に
総
務
課
へ
。
定

員
に
満
た
な
い
場
合
は
当
日
も
受
付

【
消
費
生
活
相
談
】

　

日
時
／
毎
週
木
曜
日　

午
前
10
時
〜
午
後

4
時　

場
所
／
役
場
2
階
会
議
室
22

【
教
育
相
談
】

　

町
内
在
住
の
幼
児
･
児
童
･
生
徒
や
保
護

者
を
対
象
に
、
教
育
や
子
育
て
に
つ
い
て
の

相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

　

日
時
／
毎
週
火
〜
金
曜
日（
祝
日
を
除
く
） 

午
前
10
時
〜
午
後
5
時　

場
所
／
ゆ
う
ホ
ー

ル
2
階
教
育
相
談
室
（
予
約
は
電
話
で
教
育

相
談
室
☎
0
7
7
4（
4
6
）5
6
4
0
へ
）

【
す
こ
や
か
養
育
相
談
】

　

こ
ど
も
園
で
は
、
子
育
て
に
つ
い
て
の
相

談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

　

日
時
／
4
月
19
日
㈭  

午
後
1
時
〜
4
時

場
所
／
み
ま
き
･
さ
や
ま
･
と
う
ず
み
の
各

こ
ど
も
園
本
園
と
分
園
（
電
話
で
の
相
談
は

毎
週
木
曜
日
の
午
前
11
時
〜
午
後
4
時
ま
で

お
受
け
し
ま
す
）

【
弁
護
士
無
料
法
律
相
談
】（
町
社
会
福
祉
協

議
会
）

　

町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
人
を
対
象
と
し

た
弁
護
士
に
よ
る
無
料
相
談
。

　

日
時
／
4
月
19
日
㈭  

午
後
1
時
〜
3
時

30
分
。
相
談
時
間
は
1
人
25
分
程
度　

場
所

／
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー　

申
込
／
4
月
2
日

㈪
か
ら
同
協
議
会
へ
。
6
人
ま
で

【
司
法
書
士
無
料
法
律
相
談
】（
町
社
会
福
祉

協
議
会
）

　

町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
人
を
対
象
と
し

た
司
法
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
。

　

日
時
／
4
月
26
日
㈭  

午
後
1
時
30
分
〜
4

時　

場
所
／
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー　

申
込
／

4
月
2
日
㈪
か
ら
同
協
議
会
へ
。
6
人
ま
で

【
介
護
相
談
】（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

　

日
時
／
4
月
26
日
㈭  

午
後
1
時
〜
4
時

場
所
／
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
く
ら
し
と
し
ご
と
の
相
談
】

　

家
庭
の
事
情
や
失
業
な
ど
で
困
っ
て
い
た

り
、
生
活
を
立
て
直
し
た
い
け
れ
ど
、
ど
う

し
た
ら
よ
い
か
分
か
ら
な
い
、そ
ん
な
悩
み
に
、

相
談
支
援
員
が
解
決
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

　

日
時
／
4
月
5
日
㈭  

午
前
10
時
〜
正
午

場
所
／
役
場
1
階
相
談
室　

問
合
せ
／
京
都

府
山
城
北
保
健
所
綴
喜
分
室
☎
0
7
7
4

（
6
3
）5
7
4
5

【
心
配
ご
と
相
談
】（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

　

日
時
／
4
月
12
日
㈭
、
26
日
㈭  

い
ず
れ

も
午
後
1
時
〜
4
時　

場
所
／
地
域
福
祉
セ

ン
タ
ー

お
も
ち
ゃ
病
院（
お
も
ち
ゃ
の
修
理
）

背
割
堤
さ
く
ら
ま
つ
り

城
南
勤
労
者
福
祉
会
館
の
教
室
＆

城
南
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
講
座

ひ
と
り
親
家
庭
を
応
援
す
る

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り

地
域
の
居
場
所

「
お
こ
し
や
す 

こ
も
れ
び
プ
ラ
ザ
」

　

日
程
／
左
表　

対
象
／
町
内
の
ひ
と
り
親

家
庭
の
小
学
生
と
そ
の
保
護
者　

定
員
／
10

人　

参
加
費
／
無
料
。
た
だ
し
夕
食
材
料
費

1
0
0
円　

申
込
･
問
合
せ
／
町
母
子
寡
婦

（
さ
つ
き
）
会　

南
る
り
江
さ
ん
☎
0
7
7
4

（
4
5
）0
2
8
4
（
午
後
6
時
〜
9
時
）

　

町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
認
知
症
の
予

防
や
介
護
相
談
な
ど
、
地
域
や
家
族
に
よ
る

支
援
を
手
助
け
す
る
た
め
、
み
ん
な
で
楽
し

い
笑
い
の
絶
え
な
い
ひ
と
時
を
す
ご
し
て
い

た
だ
け
る
カ
フ
ェ
を
開
い
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
の
人
も
そ
の
家
族
も
地
域
の
人
も

参
加
自
由
。
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が
ら
ゆ
っ

く
り
し
て
い
た
だ
け
る
場
所
で
す
。

　

日
時
･
場
所
／
①
４
月
10
日
㈫  

午
後
2

時
〜
4
時=

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
荒
見
苑　

②
4
月
12
日
㈭  

午
後
2
時
〜
4
時=

ほ
っ

と
ハ
ウ
ス
「
チ
エ
さ
ん
」（
ゆ
う
ホ
ー
ル
角

の
信
号
を
北
へ
30
㍍
の
民
家
）  

内
容
／
お

花
見
･
折
り
紙
･
喫
茶
･
介
護
相
談
な
ど
。

ほ
っ
と
ハ
ウ
ス
「
チ
エ
さ
ん
」
で
は
昔
懐
か

し
い
レ
コ
ー
ド
が
聴
け
ま
す
（
予
約
不
要
で

す
が
、
認
知
症
や
介
護
相
談
は
あ
ら
か
じ
め

あ
そ
び
の
広
場

親
子
ニ
コ
ニ
コ
子
育
て
サ
ロ
ン

せ　
わ
り

て
い

■城南勤労者福祉会館の教室
講座名 受付開始日 期間（曜日）開講時間 回数 募集定員 受講料等
親子体操
教室

4/8
㈰～

5/8～5/29
㈫

10:00～
　11:30 15組4 2,000円

レッツクック
教室

4/17
㈫～ 5/17㈭ 13:30～

　16:30 1 1,500円

■城南地域職業訓練センター講座

医療事務
講座

4/7
㈯～

5/7～7/23
（月・木）

18:30～
　21:00 20人22

35,000円
（材料費）
19,390円

和裁講座
（前期） 

4/9
㈪～

5/9～7/25
（水・金）

10:00～
　16:00 20人20 15,000円

講座名 受付開始日 期間（曜日）開講時間 回数 募集定員 受講料等

男性
16人

区分 水曜開催 金曜開催

5月

4月 4日、11日、
18日、25日

2日、9日、
16日、23日
30日

6日、13日、
20日、27日

時間 午後４時30分～８時30分

場所 ほっとハウス「チエさん」

内容 遊び、学習サポート、
夕食作り

ほっとハウス「チエさん」は、ゆうホール
角の信号のある交差点を北へ約30㍍。

4日、11日、
18日、25日、
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淀
川
河
川
公
園
背
割

堤
地
区
（
八
幡
市
）
で
、

地
域
の
農
産
物
を
使
用

し
た
料
理
や
地
域
の
特

産
品
な
ど
を
販
売
す
る

店
舗
が
多
数
軒
を
連
ね

る
「
さ
く
ら
ま
つ
り
」

と
「
さ
く
ら
マ
ル
シ
ェ
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

駐
車
場
は
大
型
バ
ス
専
用
の
た
め
、
一
般

車
用
の
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。
来
場
は
公

共
交
通
な
ど
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
な
お
、

京
阪
八
幡
市
駅
か
ら
徒
歩
で
約
10
分
、ま
た
、

阪
急
西
山
天
王
山
駅
前
か
ら
会
場
に
直
行
す

る
路
線
バ
ス
（
阪
急
バ
ス
：
片
道
2
3
0
円
）

が
出
る
ほ
か
、
J
R
山
崎
駅
な
ど
か
ら
レ
ン

タ
サ
イ
ク
ル
も
利
用
で
き
ま
す
。

　

日
時
／
3
月
31
日
㈯
〜
4
月
10
日
㈫  

午

前
9
時
〜
午
後
5
時　

場
所
／
同
地
区　

マ

ル
シ
ェ
開
催
時
間
／
午
前
9
時
〜
午
後
4
時

30
分
（
10
日
㈫
は
午
後
4
時
ま
で
）  

レ
ン

タ
サ
イ
ク
ル
貸
出
場
所
／
①
さ
く
ら
レ
ン
タ

サ
イ
ク
ル
（
カ
フ
ェ
・
タ
ビ
タ
ビ
、
J
R
山

崎
駅
前
）②
阪
急
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
（
阪
急

大
山
崎
駅
前
）③
長
岡
京
市
レ
ン
タ
サ
イ
ク

ル
（
長
岡
京
市
観
光
案
内
所
、
阪
急
長
岡
天

神
駅
前
）　

問
合
せ
／
さ
く
ら
で
あ
い
館
☎

0
7
5（
6
3
3
）5
1
2
0  

※
詳
し
く
は
、

さ
く
ら
で
あ
い
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　

対
象
／
府
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
人　

申

込
／
受
付
開
始
日
以
降
に
受
講
料
を
持
参

し
、
実
施
す
る
会
館
･
セ
ン
タ
ー
へ
（
電
話

･
F
A
X
・
郵
送
不
可
）  

問
合
せ
／
府
立

城
南
勤
労
者
福
祉
会
館
･
城
南
地
域
職
業
訓

練
セ
ン
タ
ー
（
宇
治
市
伊
勢
田
町
新
中
ノ
荒

2
1
I
8
） 

☎
0
7
7
4（
4
6
）0
6
8
8
、

0
7
8
0

　　

町
社
会
福
祉
協
議
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
「
お
も
ち
ゃ
病
院
」
で
は
、
子
ど
も

の
お
も
ち
ゃ
の
修
理
を
行
い
ま
す
。

　

日
時
／
4
月
14
日
㈯  

午
前
10
時
〜
正
午

（
修
理
の
受
付
は
午
前
11
時
ま
で
）  

場
所
／

ゆ
う
ホ
ー
ル　

修
理
費
／
無
料
。
部
品
交
換

が
必
要
な
場
合
は
要
実
費　

そ
の
他
／
予
約

不
要
。当
日
修
理
会
場
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

も
の
に
よ
り
修
理
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
使
わ
な
く
な
っ
た
動
く
お
も
ち
ゃ
を
再

利
用
し
ま
す
の
で
、
寄
付
を
お
受
け
し
て
い

ま
す　

問
合
せ
／
同
協
議
会

　

町
民
生
児
童
委
員
協

議
会
で
は
、
お
父
さ
ん

お
母
さ
ん
の
子
育
て
を

応
援
す
る
「
あ
そ
び
の

広
場
」
を
開
き
ま
す
。
申
込
不
要
。
お
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

日
時
／
4
月
18
日
㈬  

午
前
10
時
〜
11
時

30
分　

場
所
／
ゆ
う
ホ
ー
ル
、
地
域
福
祉
セ

ン
タ
ー
（
参
加
し
や
す
い
場
所
で
ご
参
加
く

だ
さ
い
）  

対
象
／
町
内
在
住
で
就
学
前
の

幼
児
と
そ
の
保
護
者　

内
容
／
新
聞
紙
で
カ

ブ
ト
作
り　

問
合
せ
／
住
民
福
祉
課

　

町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
就
園
前
の
子

ど
も
と
保
護
者
を
対
象
に
子
育
て
サ
ロ
ン
を

行
い
ま
す
。

　

日
時
／
4
月
23
日
㈪  

午
前
10
時
〜
午
後

0
時
30
分　

場
所
／
中
央
公
民
館
調
理
実
習

室　

内
容
／
ク
ッ
キ
ン
グ
〜
い
ち
ご
大
福
〜

参
加
費
／
1
組
2
0
0
円　

定
員
／
10
組　

申
込
･
問
合
せ
／
同
協
議
会

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
子
ど

も
や
親
が
気
軽
に
集
ま
れ

る
場
所
を
設
け
て
、
遊
び

や
学
習
、
ご
飯
作
り
な
ど
を
し
て
ひ
と
り
親

家
庭
の
応
援
を
し
ま
す
。
都
合
の
良
い
時
間

か
ら
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

予
約
を
）  

参
加
費
／
2
0
0
円
（
コ
ー
ヒ
ー

･
お
菓
子
付
）  

予
約
･
問
合
せ
／
同
協
議
会

　

町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
ひ
と
り
暮
ら

し
世
帯
の
70
歳
以
上
の
人
を
対
象
に
、
交
流

を
目
的
に
社
会
見
学
を
行
い
ま
す
。

　

日
時
／
4
月
23
日
㈪  

午
前
9
時
30
分
〜

午
後
4
時
10
分　

行
き
先
／
石
山
寺
（
滋
賀

県
）、び
わ
湖
大
津
館
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ガ
ー

デ
ン
（
滋
賀
県
）  

対
象
／
町
内
在
住
の
70

歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
世
帯
の
人　

定
員

／
45
人　

費
用
／
2
千
円　

申
込
／
4
月
6

日
㈮
ま
で
に
地
域
の
民
生
児
童
委
員
ま
た
は

同
協
議
会
へ　

問
合
せ
／
同
協
議
会

　

65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮

ら
し
の
男
性
を
対
象
に
、

日
々
の
生
活
の
料
理
に
関

す
る
困
り
ご
と
解
決
や
参
加
者
の
交
流
を
目

的
に
料
理
教
室
を
行
い
ま
す
。

　

日
時
／
4
月
27
日
㈮  

午
前
10
時
〜
午
後

2
時　

場
所
／
中
央
公
民
館
調
理
実
習
室　

内
容
／
ハ
ン
バ
ー
グ
、大
根
の
酢
の
物
、ス
ー

プ　

定
員
／
20
人　

費
用
／
5
0
0
円　

申

込
･
問
合
せ
／
4
月
23
日
㈪
ま
で
に
町
社
会

福
祉
協
議
会
へ

　

町
で
は
、
学
童
保
育
（
仲
よ
し
学
級
）
指

導
員
の
臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

募
集
職
種
／
①
常
勤
指
導
員
②
特
別
支
援

指
導
員
③
代
替
指
導
員　

応
募
資
格
／
①
は

教
員
免
許
ま
た
は
保
育
士
資
格
等
を
所
持
、

も
し
く
は
児
童
福
祉
事
業
に
2
年
以
上
の
勤

務
経
験
が
あ
る
人　

雇
用
期
間
／
随
時
〜
9

月
30
日
（
更
新
の
可
能
性
有
）  

勤
務
時
間

等
／
①
②
月
〜
金
曜
日
は
午
後
1
時
30
分
〜

6
時
、
長
期
休
業
期
間
中
･
土
曜
日
は
午
前

8
時
〜
午
後
5
時
③
月
〜
金
曜
日
は
午
後
2

時
〜
6
時
、
長
期
休
業
期
間
中
･
土
曜
日
は

午
前
8
時
〜
午
後
5
時　

賃
金
／
①
時
給
1

0
3
0
円
②
時
給
千
円
③
時
給
千
円
、
基
本

給
5
千
円　

勤
務
場
所
／
御
牧
･
佐
山
･
東

角
小
学
校
内
の
い
ず
れ
か
の
仲
よ
し
学
級　

募
集
人
数
／
若
干
名　

問
合
せ
／
社
会
教
育

課■
種
目
／
①
自
衛
官
候
補
生
②
予
備
自
衛
官

補
（
一
般
･
技
能
）
③
幹
部
候
補
生
（
一
般

（
大
卒
程
度
･
院
卒
者
）･
歯
科
･
薬
剤
科
）

■
対
象
／
①
18
歳
以
上
27
歳
未
満
②
一
般=

18
歳
以
上
34
歳
未
満
、
技
能=

18
歳
以
上

で
国
家
免
許
資
格
等
を
有
す
る
人
（
資
格

に
よ
り
年
齢
上
限
有
）③
一
般
（
大
卒
程

度
）=

22
歳
以
上
26
歳
未
満
（
20
歳
以
上

22
歳
未
満
は
大
卒
（
見
込
含
））、
修
士
課

程
修
了
者
等
（
見
込
含
）
は
28
歳
未
満
、

現
職
自
衛
官
は
28
歳
未
満
、
一
般
（
院
卒

者
）=

修
士
課
程
修
了
者
等
（
見
込
含
）

で
20
歳
以
上
28
歳
未
満
、
歯
科=

専
門
の

大
卒
（
見
込
含
）
20
歳
以
上
30
歳
未
満
、

薬
剤
科=

20
歳
以
上
26
歳
未
満
（
薬
学
修

士
学
位
取
得
者
は
28
歳
未
満
）

■
受
付
期
間
／
①
年
間
を
通
じ
て
受
付
②
平

成
30
年
4
月
6
日
ま
で
（
第
1
回
）③
平

成
30
年
5
月
1
日
ま
で

■
受
付
・
問
合
せ
／
宇
治
地
域
事
務
所
（
宇

治
市
広
野
町
西
裏
71
I
5 

S
・
C  

O
K
U

B
O
2
0
2
号
室
）☎
0
7
7
4（
4
4
）

7
1
3
9

【
行
政
･
人
権
擁
護
相
談
】

　

行
政
相
談
は
、
国
の
仕
事
に
つ
い
て
の
要

望
や
苦
情
の
相
談
、
人
権
擁
護
相
談
は
、
差

別
や
い
じ
め
な
ど
人
権
に
関
す
る
相
談
。

　

日
時
／
4
月
10
日
㈫  

午
前
10
時
〜
午
後

3
時　

場
所
／
役
場
１
階
相
談
室
1

【
女
性
の
た
め
の
相
談
】

　

女
性
の
子
育
て
や
介
護
、
家
庭
の
問
題
、

仕
事
、
対
人
関
係
な
ど
の
相
談
。

　

日
時
／
4
月
10
日
㈫
、
24
日
㈫  

い
ず
れ

も
午
前
10
時
〜
午
後
１
時　

申
込
／
面
接
・

電
話
相
談
と
も
前
日
ま
で
に
総
務
課
へ
。
定

員
に
満
た
な
い
場
合
は
当
日
も
受
付

【
消
費
生
活
相
談
】

　

日
時
／
毎
週
木
曜
日　

午
前
10
時
〜
午
後

4
時　

場
所
／
役
場
2
階
会
議
室
22

【
教
育
相
談
】

　

町
内
在
住
の
幼
児
･
児
童
･
生
徒
や
保
護

者
を
対
象
に
、
教
育
や
子
育
て
に
つ
い
て
の

相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

　

日
時
／
毎
週
火
〜
金
曜
日（
祝
日
を
除
く
） 

午
前
10
時
〜
午
後
5
時　

場
所
／
ゆ
う
ホ
ー

ル
2
階
教
育
相
談
室
（
予
約
は
電
話
で
教
育

相
談
室
☎
0
7
7
4（
4
6
）5
6
4
0
へ
）

【
す
こ
や
か
養
育
相
談
】

　

こ
ど
も
園
で
は
、
子
育
て
に
つ
い
て
の
相

談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

　

日
時
／
4
月
19
日
㈭  
午
後
1
時
〜
4
時

場
所
／
み
ま
き
･
さ
や
ま
･
と
う
ず
み
の
各

こ
ど
も
園
本
園
と
分
園
（
電
話
で
の
相
談
は

毎
週
木
曜
日
の
午
前
11
時
〜
午
後
4
時
ま
で

お
受
け
し
ま
す
）

【
弁
護
士
無
料
法
律
相
談
】（
町
社
会
福
祉
協

議
会
）

　

町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
人
を
対
象
と
し

た
弁
護
士
に
よ
る
無
料
相
談
。

　

日
時
／
4
月
19
日
㈭  

午
後
1
時
〜
3
時

30
分
。
相
談
時
間
は
1
人
25
分
程
度　

場
所

／
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー　

申
込
／
4
月
2
日

㈪
か
ら
同
協
議
会
へ
。
6
人
ま
で

【
司
法
書
士
無
料
法
律
相
談
】（
町
社
会
福
祉

協
議
会
）

　

町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
人
を
対
象
と
し

た
司
法
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
。

　

日
時
／
4
月
26
日
㈭  

午
後
1
時
30
分
〜
4

時　

場
所
／
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー　

申
込
／

4
月
2
日
㈪
か
ら
同
協
議
会
へ
。
6
人
ま
で

【
介
護
相
談
】（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

　

日
時
／
4
月
26
日
㈭  

午
後
1
時
〜
4
時

場
所
／
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
く
ら
し
と
し
ご
と
の
相
談
】

　

家
庭
の
事
情
や
失
業
な
ど
で
困
っ
て
い
た

り
、
生
活
を
立
て
直
し
た
い
け
れ
ど
、
ど
う

し
た
ら
よ
い
か
分
か
ら
な
い
、そ
ん
な
悩
み
に
、

相
談
支
援
員
が
解
決
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

　

日
時
／
4
月
5
日
㈭  

午
前
10
時
〜
正
午

場
所
／
役
場
1
階
相
談
室　

問
合
せ
／
京
都

府
山
城
北
保
健
所
綴
喜
分
室
☎
0
7
7
4

（
6
3
）5
7
4
5

【
心
配
ご
と
相
談
】（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

　

日
時
／
4
月
12
日
㈭
、
26
日
㈭  

い
ず
れ

も
午
後
1
時
〜
4
時　

場
所
／
地
域
福
祉
セ

ン
タ
ー

相
談

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
社
会
見
学

男
ひ
と
り
の
過
ご
し
方（
料
理
教
室
）

自
衛
官
候
補
生
な
ど
募
集

臨
時
職
員
を
募
集

学
童
保
育（
仲
よ
し
学
級
）指
導
員

　

日
程
／
左
表　

対
象
／
町
内
の
ひ
と
り
親

家
庭
の
小
学
生
と
そ
の
保
護
者　

定
員
／
10

人　

参
加
費
／
無
料
。
た
だ
し
夕
食
材
料
費

1
0
0
円　

申
込
･
問
合
せ
／
町
母
子
寡
婦

（
さ
つ
き
）
会　

南
る
り
江
さ
ん
☎
0
7
7
4

（
4
5
）0
2
8
4
（
午
後
6
時
〜
9
時
）

　

町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
認
知
症
の
予

防
や
介
護
相
談
な
ど
、
地
域
や
家
族
に
よ
る

支
援
を
手
助
け
す
る
た
め
、
み
ん
な
で
楽
し

い
笑
い
の
絶
え
な
い
ひ
と
時
を
す
ご
し
て
い

た
だ
け
る
カ
フ
ェ
を
開
い
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
の
人
も
そ
の
家
族
も
地
域
の
人
も

参
加
自
由
。
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が
ら
ゆ
っ

く
り
し
て
い
た
だ
け
る
場
所
で
す
。

　

日
時
･
場
所
／
①
４
月
10
日
㈫  

午
後
2

時
〜
4
時=

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
荒
見
苑　

②
4
月
12
日
㈭  

午
後
2
時
〜
4
時=

ほ
っ

と
ハ
ウ
ス
「
チ
エ
さ
ん
」（
ゆ
う
ホ
ー
ル
角

の
信
号
を
北
へ
30
㍍
の
民
家
）  

内
容
／
お

花
見
･
折
り
紙
･
喫
茶
･
介
護
相
談
な
ど
。

ほ
っ
と
ハ
ウ
ス
「
チ
エ
さ
ん
」
で
は
昔
懐
か

し
い
レ
コ
ー
ド
が
聴
け
ま
す
（
予
約
不
要
で

す
が
、
認
知
症
や
介
護
相
談
は
あ
ら
か
じ
め
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【
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業
に
関
す
る

相
談
】（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

　

認
知
症
や
も
の
忘
れ
の
あ
る
人
、
知
的
や

精
神
障
害
の
あ
る
人
で
、
日
常
的
な
金
銭
管

理
や
通
帳
の
管
理
が
不
安
な
（
で
き
な
い
）

人
に
対
し
て
、
自
立
し
た
生
活
を
支
援
す
る

た
め
の
相
談
。電
話
相
談
も
お
受
け
し
ま
す
。

　

日
時
／
4
月
12
日
㈭  

午
後
1
時
〜
4
時

場
所
／
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
ふ
れ
あ
い
テ
レ
ホ
ン
相
談
】（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

　

電
話
に
よ
る
色
々
な
悩
み
ご
と
の
相
談
。

　

専
用
電
話
／
0
7
5（
6
3
1
）3
4
2
1

相
談
時
間
／
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時

　

申
込
は
4
月
3
日
㈫  

午
前
9
時
〜
10

日
㈫  

午
後
9
時

　
【
休
館
日
】毎
週
月
曜
日
。
30
日
㈷
は
開
館
、

　
　
　
　
　

5
月
1
日
㈫
は
休
館

【
申
込
と
費
用
】

　

各
教
室
の
参
加
申
込
は
、
来
館
ま
た
は
電

話
の
う
え
、
参
加
者
本
人
か
そ
の
保
護
者
な

ど
が
行
っ
て
く
だ
さ
い
。定
員
に
な
り
次
第
、

締
め
切
り
ま
す
。
費
用
は
4
月
10
日
㈫
ま
で

に
ゆ
う
ホ
ー
ル
窓
口
（
午
前
９
時
〜
午
後
９

時
）
へ
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。
費
用
の
記
載

が
な
い
教
室
は
無
料
で
す
。

　

日
時
／
4
月
7
日
㈯  

午
前
9
時
30
分
〜

10
時
30
分　

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
2
年

生
以
上
。
大
人
の
参
加
可　

内
容
／
漢
字
学

習
教
室
と
書
き
方
教
室
を
同
時
並
行
開
催　

定
員
／
20
人

　

日
時
／
4
月
7
日
㈯  

午
後
7
時
〜
8
時=

金
星

と
春
の
星
座
を
観
察
、
21

日
㈯  

午
後
7
時
〜
8
時=

月
と
金
星
、
春
の
星
座
を
観
察
。
受
付
は
当

日
終
了
時
間
の
30
分
前
ま
で　

対
象
／
星
空

に
興
味
の
あ
る
人
。
小
学
生
以
下
は
保
護
者

同
伴
。
雨
天
･
曇
天
は
中
止

　

日
時
／
4
月
11
日
㈬
・
25
日
㈬  

午
前
10

時
〜
11
時
30
分　

対
象
／
町
内
在
住
ま
た
は

在
勤
で
お
お
む
ね
50
歳
以
上
の
人　

内
容
／

先
生
の
ピ
ア
ノ
に
合
わ
せ
て
童
謡
な
ど
を
楽

し
く
歌
い
ま
す　

定
員
／
60
人
。申
込
不
要
。

当
日
、
直
接
会
場
へ　

費
用
／
資
料
代

　

日
時
／
4
月
13
日
㈮
･
27
日
㈮  
午
前
10

時
〜
11
時
30
分　

対
象
／
町
内
在
住
ま
た
は

在
勤
で
18
歳
以
上
の
人　

内
容
／
プ
リ
ン
ト

を
使
っ
た
自
習
形
式
で
、
小
学
校
で
習
う
漢

字
か
ら
学
び
直
し
ま
す　

定
員
／
30
人
。
申

込
不
要
。
当
日
、
直
接
会
場
へ　

費
用
／

1
0
0
円

　

日
時
／
4
月
18
日
㈬  

午
後
１
時
30
分
〜

3
時　

対
象
／
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
で
18

歳
以
上
の
人　

内
容
／
映
画
「
風
と
共
に
去

り
ぬ
（
前
編
）」
鑑
賞　

定
員
／
25
人
。
申

込
不
要
。
当
日
、
直
接
会
場
へ

　

日
時
／
4
月
19
日

㈭  

午
前
10
時
〜
11

時
30
分　

対
象
／
町

内
在
住
の
お
お
む
ね

50
歳
以
上
の
人　

内
容
／
楽
し
い
学
習
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
脳
の
若
返
り
を　

定
員
／
30
人
。

申
込
不
要
。
当
日
、
直
接
会
場
へ

　

日
時
／
4
月
21
日
㈯  

午
後
2
時
〜
4
時

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
生
と
保
護
者
。
小

学
1
〜
3
年
生
は
保
護
者
同
伴　

内
容
／
科

学
ビ
デ
オ
の
視
聴
と
簡
単
な
実
験　

定
員
／

10
組

　

日
時
／
4
月
21
日
㈯  

午
後
4
時
〜
5
時　

対

象
／
町
内
在
住
の
小
学

生
以
上
。
小
学
1
〜
3

年
生
は
保
護
者
同
伴　

内
容
／
プ
ラ
ン
タ
ー

で
野
菜
（
レ
タ
ス
な
ど
）
を
育
て
ま
す　

定

員
／
10
組　

費
用
／
1
0
0
円

　

日
時
／
4
月
22
日
㈰  

①
午
前
9
時
〜
正

午
②
午
後
2
時
〜
5
時
（
①
②
い
ず
れ
か

選
択
）  

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
生
以
上
。

小
学
生
･
親
子
･
大
人
だ
け
の
参
加
可　

内

容
／
杉
板
を
使
っ
て
簡
単
な
工
作
。
電
動
糸

で
相
談
だ
け
の
場
合
は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー

ム
使
用
料
だ
け
必
要
）  

そ
の
他
／
町
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
の
人
は
本
人
確
認
で
き
る

も
の
が
必
要
（
運
転
免
許
証
・
社
員
証
・
学

生
証
な
ど
）

　

日
時
／
4
月
14
日
㈯  

午
前
9
時
〜
正
午

対
象
／
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
、
在
学
の
人

種
目
／
小
学
生
用
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
、
卓
球
、
輪
投
げ
な

ど　

内
容
／
メ
イ
ン
ア
リ
ー

ナ
を
無
料
開
放
。
申
込
不
要

　

日
時
／
4
月
24
日
〜
6
月
12
日
の
毎
週
火

曜
日
、
8
回
コ
ー
ス
。
午
前
10
時
30
分
〜
正

午　

対
象
／
15
歳
以
上
の
人
（
中
学
生
を
除

く
）  

講
師
／
黒
川
ま
さ
み
さ
ん　

定
員
／

35
人　

費
用
／
3
2
0
0
円

　

日
時
／
5
月
7
日
〜
6
月
25
日
の
毎
週
月

曜
日
、
8
回
コ
ー
ス
。
午
後
7
時
30
分
〜
8

時
30
分　

対
象
／
15
歳
以
上
の
人
（
中
学
生

を
除
く
）  

内
容
／
腹
筋
や
背
筋
な
ど
の
体
幹

を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
鍛
え
ま
す　

講
師
／
永
井
英

聡
さ
ん　

定
員
／
20
人　

費
用
／
3
2
0
0
円

　

日
時
／
5
月
12
日
〜
6
月
30
日
（
6
月
16

日
を
除
く
）
の
毎
週
土
曜
日
、7
回
コ
ー
ス
。

午
後
2
時
〜
4
時　

対
象
／
町
内
在
住
ま
た

は
在
学
の
小
学
3
〜
6
年
生
の
女
子　

講
師

／
北
村
啓
子
さ
ん
、
和
田
敏
江
さ
ん　

定
員

／
30
人　

費
用
／
7
0
0
円

　

日
時
／
5
月
12
日

〜
６
月
23
日
（
6
月

16
日
を
除
く
）
の
毎

週
土
曜
日
、
6
回
コ
ー
ス
。
午
後
3
時
〜
4

時
30
分　

場
所
／
中
央
公
園
野
球
場　

対
象

／
町
内
在
住
ま
た
は
在
学
の
小
学
生　

講
師

／
久
御
山
バ
イ
ソ
ン
ズ
Ｆ
Ｃ　

定
員
／
30
人

費
用
／
6
0
0
円

　

日
時
／
5
月
17
日
〜
6
月
28
日
（
6
月
7

日
を
除
く
）
の
毎
週
木
曜
日
、6
回
コ
ー
ス
。

午
前
10
時
30
時
〜
11
時
30
分  

対
象
／
15
歳

以
上
の
人
（
中
学
生
を
除
く
）  

講
師
／
髙
橋

恭
子
さ
ん　

定
員
／
20
人　

費
用
／
2
4
0
0

円　

申
込
は
4
月
2
日
㈪  

午
前
9
時
か
ら
。

申
込
人
数
の
少
な
い
教
室
は
、
開
催
を
中

止
ま
た
は
延
期
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
【
休
館
日
】
毎
週
水
曜
日

　

好
き
な
香
り
を
調
合
し
て
、
リ
ッ
プ
ク

リ
ー
ム
を
作
り
ま
す
。

　

日
時
／
4
月
16
日
㈪  

午
後
１
時
30
分
〜

2
時
30
分　

対
象
／
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤

で
18
歳
以
上
の
人　

講
師
／
森
純
子
さ
ん　

定
員
／
10
人　

費
用
／
5
0
0
円

　

初
心
者
か
ら
始
め
る
ち
ぎ
り
絵
の
教
室
で
す
。

　

日
時
／
4
月
19
日
㈭  

午
前
10
時
〜
正
午

対
象
／
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
で
18
歳
以
上

の
人　

講
師
／
鵜
ノ
口
美
代
子
さ
ん　

定
員

／
10
人　

費
用
／
千
円

　

次
の
年
間
講
座
の
受
講
生
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

●
季
節
の
料
理
教
室

　

旬
の
食
材
を
使
っ
て
料
理
を
作
り
ま
す
。

　

日
時
／
毎
月
第
2
火
曜
日 

午
前
9
時
30

分
〜
午
後
1
時
。
初
回
開
催
5
月
8
日
㈫  

対
象
／
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
で
18
歳
以
上

の
人　

講
師
／
大
谷
洋
子
さ
ん　

定
員
／
20

人　

費
用
／
年
会
費
2
千
円
、
材
料
費

8
0
0
円
（
参
加
ご
と
）  

持
ち
物
／
エ
プ

ロ
ン
、
ふ
き
ん
、
三
角
巾
、
タ
オ
ル

●
男
の
料
理
教
室

　

男
性
が
料
理
作
り
に
挑
戦
し
、
作
る
楽
し

さ
を
学
び
ま
す
。

　

日
時
／
毎
月
第
2
土
曜
日  

午
前
10
時
〜

午
後
0
時
30
分
。
初
回
開
催
5
月
26
日
㈯ 

対
象
／
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
で
18
歳
以
上

の
男
性　

講
師
／
田
井
秀
樹
さ
ん　

定
員
／

16
人　

費
用
／
年
会
費
2
千
円
、
材
料
費
千

円
（
参
加
ご
と
）  

持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
、
ふ

き
ん
、
三
角
巾
、
タ
オ
ル

●
ジ
ュ
ニ
ア
コ
ー
ラ
ス
教
室

　

み
ん
な
で
コ
ー
ラ
ス
を
楽
し
み
ま
す
。
毎

月
の
練
習
の
ほ
か
、
文
化
祭
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
に
も
出
演
し
ま
す
。
新
規
参
加
者
は
通
年

で
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

日
時
／
毎
月
第
1
土
曜
日　

午
前
10
時
〜

11
時
30
分
。
初
回
開
催
4
月
7
日
㈯   

対
象

／
町
内
在
住
ま
た
は

在
学
の
小
･
中
学
生

講
師
／
久
御
山
ハ
ー

モ
ニ
ー　

費
用
／
年

会
費
5
0
0
円

【
休
館
日
】
毎
週
日
曜
日
（
第
2
日
曜
日

　
　
　
　
　
を
除
く
）、
月
曜
日
･
祝
日

　

日
時
／
4
月
17
日
㈫  

午

前
9
時
30
分
〜
11
時
30
分　

場
所
／
ク
ロ
ス
ピ
ア
く
み
や

ま
2
階
交
流
室

　

職
員
に
よ
る
お
楽
し
み
会
を
、
毎
月
開
催

し
ま
す
。
今
月
は
、
読

み
聞
か
せ
な
ど
を
す
る

「
お
話
し
会
」
で
す
。

　

日
時
／
4
月
26
日
㈭  

午
前
10
時
30
分
か
ら

　

あ
い
あ
い
ホ
ー
ル
開
館
10
周
年
を
記
念
し

て
「
劇
団
虹
色
ど
ん
ぐ
り
」
に
よ
る
人
形
劇

を
公
演
し
ま
す
。

　

日
時
／
4
月
28
日
㈯  

午
前
10
時
〜
11
時

週
末
の
星
空
観
察
会

脳
若
返
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

小･

中
学
生
の
た
め
の
囲
碁
教
室

身
近
な
野
鳥
観
察
会

小
学
生
（
親
子
）
科
学
教
室

プ
ラ
ン
タ
ー
で
野
菜
を
作
る
教
室

は
じ
め
て
の
日
曜
大
工

童
謡
を
楽
し
む
会

漢
字
出
直
し
塾

大
人
ビ
デ
オ
鑑
賞
教
室

漢
字
の
達
人
教
室・

え
ん
ぴ
つ
書
き
方
道
場

の
こ
使
用　

定
員
／
各
8
人　

費
用
／
1
0
0

円
　

日
時
／
4
月
28
日
㈯  

午
前
9
時
30
分
〜

11
時
30
分　

対
象
／
町
内
在
住
の
小
･
中
学

生
と
保
護
者　

内
容
／
囲
碁
を
基
礎
か
ら
楽

し
く
学
び
ま
す　

定
員
／
20
人

　

日
時
／
4
月
30
日
㈷  

午
前
9
時
〜
午
後

3
時　

対
象
／
町
内
在
住
の
人
。
小
学
2
年

生
以
下
は
保
護
者
同
伴
（
幼
児
の
参
加
可
） 

内
容
／
天
ヶ
瀬
ダ
ム
白

川
林
道
辺
り
で
ハ
イ
キ

ン
グ
と
野
鳥
観
察　

定

員
／
20
人

　

申
込
は
4
月
2
日
㈪  

午
前
9
時
か
ら

【
休
館
日
】
毎
週
水
曜
日

　
　
　
　
　
　
（
祝
日
の
場
合
は
開
館
）

　

日
時
／
4
月
8
日
㈰
・
15
日
㈰=

午
前
10

時
〜
10
時
40
分
、
4
月
12
日
㈭
・
26
日
㈭=

午
後
7
時
〜
7
時
40
分
（
い
ず
れ
か
1
日
選

択
）  

対
象
／
12
歳
以
上
の
人
（
小
学
生
を

除
く
）  

内
容
／
体
育
館
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

機
器
の
使
用
方
法
な
ど
、
機
器
を
利
用
す
る

た
め
に
必
要
な
講
習
会
。
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
プ

ロ
グ
ラ
ム
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス　

定
員
／
各

15
人　

費
用
／
5
0
0
円
（
講
習
会
受
講
済

町
の
施
設

ふ
れ
あ
い
交
流
館

ゆ
う
ホ
ー
ル
の
催
し

総
合
体
育
館
の
催
し

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
使
用
講
習
会

＆
相
談
日
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【
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業
に
関
す
る

相
談
】（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

　

認
知
症
や
も
の
忘
れ
の
あ
る
人
、
知
的
や

精
神
障
害
の
あ
る
人
で
、
日
常
的
な
金
銭
管

理
や
通
帳
の
管
理
が
不
安
な
（
で
き
な
い
）

人
に
対
し
て
、
自
立
し
た
生
活
を
支
援
す
る

た
め
の
相
談
。電
話
相
談
も
お
受
け
し
ま
す
。

　

日
時
／
4
月
12
日
㈭  

午
後
1
時
〜
4
時

場
所
／
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
ふ
れ
あ
い
テ
レ
ホ
ン
相
談
】（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

　

電
話
に
よ
る
色
々
な
悩
み
ご
と
の
相
談
。

　

専
用
電
話
／
0
7
5（
6
3
1
）3
4
2
1

相
談
時
間
／
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時

　

申
込
は
4
月
3
日
㈫  

午
前
9
時
〜
10

日
㈫  

午
後
9
時

　
【
休
館
日
】毎
週
月
曜
日
。
30
日
㈷
は
開
館
、

　
　
　
　
　

5
月
1
日
㈫
は
休
館

【
申
込
と
費
用
】

　

各
教
室
の
参
加
申
込
は
、
来
館
ま
た
は
電

話
の
う
え
、
参
加
者
本
人
か
そ
の
保
護
者
な

ど
が
行
っ
て
く
だ
さ
い
。定
員
に
な
り
次
第
、

締
め
切
り
ま
す
。
費
用
は
4
月
10
日
㈫
ま
で

に
ゆ
う
ホ
ー
ル
窓
口
（
午
前
９
時
〜
午
後
９

時
）
へ
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。
費
用
の
記
載

が
な
い
教
室
は
無
料
で
す
。

　

日
時
／
4
月
7
日
㈯  

午
前
9
時
30
分
〜

10
時
30
分　

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
2
年

生
以
上
。
大
人
の
参
加
可　

内
容
／
漢
字
学

習
教
室
と
書
き
方
教
室
を
同
時
並
行
開
催　

定
員
／
20
人

　

日
時
／
4
月
7
日
㈯  

午
後
7
時
〜
8
時=

金
星

と
春
の
星
座
を
観
察
、
21

日
㈯  

午
後
7
時
〜
8
時=

月
と
金
星
、
春
の
星
座
を
観
察
。
受
付
は
当

日
終
了
時
間
の
30
分
前
ま
で　

対
象
／
星
空

に
興
味
の
あ
る
人
。
小
学
生
以
下
は
保
護
者

同
伴
。
雨
天
･
曇
天
は
中
止

　

日
時
／
4
月
11
日
㈬
・
25
日
㈬  

午
前
10

時
〜
11
時
30
分　

対
象
／
町
内
在
住
ま
た
は

在
勤
で
お
お
む
ね
50
歳
以
上
の
人　

内
容
／

先
生
の
ピ
ア
ノ
に
合
わ
せ
て
童
謡
な
ど
を
楽

し
く
歌
い
ま
す　

定
員
／
60
人
。申
込
不
要
。

当
日
、
直
接
会
場
へ　

費
用
／
資
料
代

　

日
時
／
4
月
13
日
㈮
･
27
日
㈮  

午
前
10

時
〜
11
時
30
分　

対
象
／
町
内
在
住
ま
た
は

在
勤
で
18
歳
以
上
の
人　

内
容
／
プ
リ
ン
ト

を
使
っ
た
自
習
形
式
で
、
小
学
校
で
習
う
漢

字
か
ら
学
び
直
し
ま
す　

定
員
／
30
人
。
申

込
不
要
。
当
日
、
直
接
会
場
へ　

費
用
／

1
0
0
円

　

日
時
／
4
月
18
日
㈬  

午
後
１
時
30
分
〜

3
時　

対
象
／
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
で
18

歳
以
上
の
人　

内
容
／
映
画
「
風
と
共
に
去

り
ぬ
（
前
編
）」
鑑
賞　

定
員
／
25
人
。
申

込
不
要
。
当
日
、
直
接
会
場
へ

　

日
時
／
4
月
19
日

㈭  

午
前
10
時
〜
11

時
30
分　

対
象
／
町

内
在
住
の
お
お
む
ね

50
歳
以
上
の
人　

内
容
／
楽
し
い
学
習
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
脳
の
若
返
り
を　

定
員
／
30
人
。

申
込
不
要
。
当
日
、
直
接
会
場
へ

　

日
時
／
4
月
21
日
㈯  

午
後
2
時
〜
4
時

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
生
と
保
護
者
。
小

学
1
〜
3
年
生
は
保
護
者
同
伴　

内
容
／
科

学
ビ
デ
オ
の
視
聴
と
簡
単
な
実
験　

定
員
／

10
組

　

日
時
／
4
月
21
日
㈯  

午
後
4
時
〜
5
時　

対

象
／
町
内
在
住
の
小
学

生
以
上
。
小
学
1
〜
3

年
生
は
保
護
者
同
伴　

内
容
／
プ
ラ
ン
タ
ー

で
野
菜
（
レ
タ
ス
な
ど
）
を
育
て
ま
す　

定

員
／
10
組　

費
用
／
1
0
0
円

　

日
時
／
4
月
22
日
㈰  

①
午
前
9
時
〜
正

午
②
午
後
2
時
〜
5
時
（
①
②
い
ず
れ
か

選
択
）  

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
生
以
上
。

小
学
生
･
親
子
･
大
人
だ
け
の
参
加
可　

内

容
／
杉
板
を
使
っ
て
簡
単
な
工
作
。
電
動
糸

で
相
談
だ
け
の
場
合
は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー

ム
使
用
料
だ
け
必
要
）  

そ
の
他
／
町
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
の
人
は
本
人
確
認
で
き
る

も
の
が
必
要
（
運
転
免
許
証
・
社
員
証
・
学

生
証
な
ど
）

　

日
時
／
4
月
14
日
㈯  

午
前
9
時
〜
正
午

対
象
／
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
、
在
学
の
人

種
目
／
小
学
生
用
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
、
卓
球
、
輪
投
げ
な

ど　

内
容
／
メ
イ
ン
ア
リ
ー

ナ
を
無
料
開
放
。
申
込
不
要

　

日
時
／
4
月
24
日
〜
6
月
12
日
の
毎
週
火

曜
日
、
8
回
コ
ー
ス
。
午
前
10
時
30
分
〜
正

午　

対
象
／
15
歳
以
上
の
人
（
中
学
生
を
除

く
）  

講
師
／
黒
川
ま
さ
み
さ
ん　

定
員
／

35
人　

費
用
／
3
2
0
0
円

　

日
時
／
5
月
7
日
〜
6
月
25
日
の
毎
週
月

曜
日
、
8
回
コ
ー
ス
。
午
後
7
時
30
分
〜
8

時
30
分　

対
象
／
15
歳
以
上
の
人
（
中
学
生

を
除
く
）  

内
容
／
腹
筋
や
背
筋
な
ど
の
体
幹

を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
鍛
え
ま
す　

講
師
／
永
井
英

聡
さ
ん　

定
員
／
20
人　

費
用
／
3
2
0
0
円

　

日
時
／
5
月
12
日
〜
6
月
30
日
（
6
月
16

日
を
除
く
）
の
毎
週
土
曜
日
、7
回
コ
ー
ス
。

午
後
2
時
〜
4
時　

対
象
／
町
内
在
住
ま
た

は
在
学
の
小
学
3
〜
6
年
生
の
女
子　

講
師

／
北
村
啓
子
さ
ん
、
和
田
敏
江
さ
ん　

定
員

／
30
人　

費
用
／
7
0
0
円

　

日
時
／
5
月
12
日

〜
６
月
23
日
（
6
月

16
日
を
除
く
）
の
毎

週
土
曜
日
、
6
回
コ
ー
ス
。
午
後
3
時
〜
4

時
30
分　

場
所
／
中
央
公
園
野
球
場　

対
象

／
町
内
在
住
ま
た
は
在
学
の
小
学
生　

講
師

／
久
御
山
バ
イ
ソ
ン
ズ
Ｆ
Ｃ　

定
員
／
30
人

費
用
／
6
0
0
円

　

日
時
／
5
月
17
日
〜
6
月
28
日
（
6
月
7

日
を
除
く
）
の
毎
週
木
曜
日
、6
回
コ
ー
ス
。

午
前
10
時
30
時
〜
11
時
30
分  

対
象
／
15
歳

以
上
の
人
（
中
学
生
を
除
く
）  

講
師
／
髙
橋

恭
子
さ
ん　

定
員
／
20
人　

費
用
／
2
4
0
0

円　

申
込
は
4
月
2
日
㈪  

午
前
9
時
か
ら
。

申
込
人
数
の
少
な
い
教
室
は
、
開
催
を
中

止
ま
た
は
延
期
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
【
休
館
日
】
毎
週
水
曜
日

　

好
き
な
香
り
を
調
合
し
て
、
リ
ッ
プ
ク

リ
ー
ム
を
作
り
ま
す
。

　

日
時
／
4
月
16
日
㈪  

午
後
１
時
30
分
〜

2
時
30
分　

対
象
／
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤

で
18
歳
以
上
の
人　

講
師
／
森
純
子
さ
ん　

定
員
／
10
人　

費
用
／
5
0
0
円

　

初
心
者
か
ら
始
め
る
ち
ぎ
り
絵
の
教
室
で
す
。

　

日
時
／
4
月
19
日
㈭  

午
前
10
時
〜
正
午

対
象
／
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
で
18
歳
以
上

の
人　

講
師
／
鵜
ノ
口
美
代
子
さ
ん　

定
員

／
10
人　

費
用
／
千
円

　

次
の
年
間
講
座
の
受
講
生
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

●
季
節
の
料
理
教
室

　

旬
の
食
材
を
使
っ
て
料
理
を
作
り
ま
す
。

　

日
時
／
毎
月
第
2
火
曜
日 

午
前
9
時
30

分
〜
午
後
1
時
。
初
回
開
催
5
月
8
日
㈫  

対
象
／
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
で
18
歳
以
上

の
人　

講
師
／
大
谷
洋
子
さ
ん　

定
員
／
20

人　

費
用
／
年
会
費
2
千
円
、
材
料
費

8
0
0
円
（
参
加
ご
と
）  

持
ち
物
／
エ
プ

ロ
ン
、
ふ
き
ん
、
三
角
巾
、
タ
オ
ル

●
男
の
料
理
教
室

　

男
性
が
料
理
作
り
に
挑
戦
し
、
作
る
楽
し

さ
を
学
び
ま
す
。

　

日
時
／
毎
月
第
2
土
曜
日  

午
前
10
時
〜

午
後
0
時
30
分
。
初
回
開
催
5
月
26
日
㈯ 

対
象
／
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
で
18
歳
以
上

の
男
性　

講
師
／
田
井
秀
樹
さ
ん　

定
員
／

16
人　

費
用
／
年
会
費
2
千
円
、
材
料
費
千

円
（
参
加
ご
と
）  

持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
、
ふ

き
ん
、
三
角
巾
、
タ
オ
ル

●
ジ
ュ
ニ
ア
コ
ー
ラ
ス
教
室

　

み
ん
な
で
コ
ー
ラ
ス
を
楽
し
み
ま
す
。
毎

月
の
練
習
の
ほ
か
、
文
化
祭
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
に
も
出
演
し
ま
す
。
新
規
参
加
者
は
通
年

で
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

日
時
／
毎
月
第
1
土
曜
日　

午
前
10
時
〜

11
時
30
分
。
初
回
開
催
4
月
7
日
㈯   

対
象

／
町
内
在
住
ま
た
は

在
学
の
小
･
中
学
生

講
師
／
久
御
山
ハ
ー

モ
ニ
ー　

費
用
／
年

会
費
5
0
0
円

【
休
館
日
】
毎
週
日
曜
日
（
第
2
日
曜
日

　
　
　
　
　
を
除
く
）、
月
曜
日
･
祝
日

　

日
時
／
4
月
17
日
㈫  

午

前
9
時
30
分
〜
11
時
30
分　

場
所
／
ク
ロ
ス
ピ
ア
く
み
や

ま
2
階
交
流
室

　

職
員
に
よ
る
お
楽
し
み
会
を
、
毎
月
開
催

し
ま
す
。
今
月
は
、
読

み
聞
か
せ
な
ど
を
す
る

「
お
話
し
会
」
で
す
。

　

日
時
／
4
月
26
日
㈭  

午
前
10
時
30
分
か
ら

　

あ
い
あ
い
ホ
ー
ル
開
館
10
周
年
を
記
念
し

て
「
劇
団
虹
色
ど
ん
ぐ
り
」
に
よ
る
人
形
劇

を
公
演
し
ま
す
。

　

日
時
／
4
月
28
日
㈯  

午
前
10
時
〜
11
時

体
育
館
開
放
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー

春
季
フ
ラ
ダ
ン
ス
教
室

体
幹
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室（
夜
間
の
部
）

手
作
り
ア
ロ
マ
教
室

小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

小
学
生
サ
ッ
カ
ー
教
室

ち
ぎ
り
絵
教
室

年
間
講
座

地
域
で
あ
そ
ぼ
う「
つ
ど
い
の
ひ
ろ
ば
」

4
月
の
お
楽
し
み
会

開
館
10
周
年
記
念
事
業

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
＆
ナ
チ
ュ
ラ
ル

エ
ク
サ
サ
イ
ズ
教
室

の
こ
使
用　

定
員
／
各
8
人　

費
用
／
1
0
0

円
　

日
時
／
4
月
28
日
㈯  

午
前
9
時
30
分
〜

11
時
30
分　

対
象
／
町
内
在
住
の
小
･
中
学

生
と
保
護
者　

内
容
／
囲
碁
を
基
礎
か
ら
楽

し
く
学
び
ま
す　

定
員
／
20
人

　

日
時
／
4
月
30
日
㈷  

午
前
9
時
〜
午
後

3
時　

対
象
／
町
内
在
住
の
人
。
小
学
2
年

生
以
下
は
保
護
者
同
伴
（
幼
児
の
参
加
可
） 

内
容
／
天
ヶ
瀬
ダ
ム
白

川
林
道
辺
り
で
ハ
イ
キ

ン
グ
と
野
鳥
観
察　

定

員
／
20
人

　

申
込
は
4
月
2
日
㈪  

午
前
9
時
か
ら

【
休
館
日
】
毎
週
水
曜
日

　
　
　
　
　
　
（
祝
日
の
場
合
は
開
館
）

　

日
時
／
4
月
8
日
㈰
・
15
日
㈰=

午
前
10

時
〜
10
時
40
分
、
4
月
12
日
㈭
・
26
日
㈭=

午
後
7
時
〜
7
時
40
分
（
い
ず
れ
か
1
日
選

択
）  

対
象
／
12
歳
以
上
の
人
（
小
学
生
を

除
く
）  

内
容
／
体
育
館
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

機
器
の
使
用
方
法
な
ど
、
機
器
を
利
用
す
る

た
め
に
必
要
な
講
習
会
。
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
プ

ロ
グ
ラ
ム
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス　

定
員
／
各

15
人　

費
用
／
5
0
0
円
（
講
習
会
受
講
済

中
央
公
民
館
の
催
し

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

あ
い
あ
い
ホ
ー
ル
の
催
し
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1歳8か月児健診（3月16日）で
見つけたかわいい笑顔です。

け
れ
ば
」と
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ
る
の
で
は
な

く
、自
分
た
ち
の
生
活
ス
タ
イ
ル
を
守
り
な
が

ら
、楽
し
く
生
活
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

■
最
近
の
不
妊
治
療

　

日
本
で
は
、5.5
組
に
1
組
の
夫
婦
が
不
妊
に
悩

ん
で
い
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、約
19
・
7
人
に
１

人
が
不
妊
治
療
を
経
て
生
ま
れ
た
子
ど
も
で
あ

る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
般
的
な
治
療
方
法
は
、ま
ず
、男
女
と
も
に

さ
ま
ざ
ま
な
検
査
が
行
わ
れ
、月
経
周
期
に
合

わ
せ
て
性
交
を
行
う 「
タ
イ
ミ
ン
グ
指
導
」 

を
受

け
ま
す
。そ
れ
と
平
行
し
て
、原
因
に
合
わ
せ
た

治
療
も
行
わ
れ
ま
す
。治
療
に
は 

「
ホ
ル
モ
ン
剤

や
排
卵
誘
発
剤
の
内
服
」 「
人
工
授
精
」 「
体
外

受
精
」 「
顕
微
授
精
」 

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

医
療
が
進
歩
し
て
も
、不
妊
治
療
を
受
け
れ

ば
、必
ず
子
ど
も
を
授
か
る
こ
と
が
で
き
る
時
代

は
ま
だ
来
て
い
ま
せ
ん
。そ
の
た
め
、早
い
時
期
か

ら
の 「
妊
活
」 

を
心
掛
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

■
利
用
で
き
る
制
度

　

町
で
は
、不
妊
治
療
費
に
対
す
る
助
成
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。助
成
対
象
は 

「
一
般
不
妊
治

療
」「
人
工
授
精
」 「
不
育
症
」 

で
す
。ま
た
、京
都

府
で
は 

「
体
外
受
精
」 「
顕
微
授
精
」 

の
助
成
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。詳
し
く
は
、子
育
て
支
援

課
へ
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
子
育
て
支
援
課

　

今
年
度
は
、妊
娠
か
ら
出
産
、そ
の
あ
と
の
子

育
ち
や
親
育
ち
に
関
わ
る
話
と
、関
連
す
る
町

の
事
業
紹
介
を
シ
リ
ー
ズ
で
お
伝
え
し
ま
す
。

　

時
期
に
よ
っ
て
、悩
み
や
不
安
、楽
し
み
、期

待
も
違
い
ま
す
。ど
ん
な
時
で
も
１
人
で
抱
え

こ
ま
ず
、一緒
に
悩
ん
だ
り
、喜
び
あ
っ
た
り
し
な

が
ら
歩
ん
で
行
け
た
ら
。そ
ん
な
思
い
を
込
め

て
、連
載
し
て
い
き
ま
す
。

　
■
妊
活
っ
て
？ 

不
妊
症
っ
て
？

　

最
近
、芸
能
人
の
妊
活
体
験
談
や
、不
妊
治
療
･

高
齢
出
産
を
テ
ー
マ
に
し
た
ド
ラ
マ
や
雑
誌
を

よ
く
見
聞
き
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。「
妊
活
」

と
は
、マ
マ
･
パ
パ
に
な
る
た
め
に
、前
向
き
に
身

体
づ
く
り
や
生
活
づ
く
り
を
行
う
こ
と
で
す
。

　
「
不
妊
症
」と
は「
妊
娠
を
希
望
し
、定
期
的
な

性
生
活
を
も
っ
て
い
る
カ
ッ
プ
ル
が
１
年
以

上
妊
娠
し
な
い
状
態
」の
こ
と
で
す
。不
妊
症
の

原
因
は
、男
女
そ
れ
ぞ
れ
に
あ
り
、そ
の
割
合
は

「
ほ
ぼ
一
対
一
」と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
男
性
不
妊
」の
場
合
は
、十
分
な
精
子
が
造

ら
れ
な
い
こ
と（
造
精
機
能
障
害
）が
95
%
を
占

め
て
い
ま
す
。一
方
、「
女
性
不
妊
」の
原
因
は
さ

ま
ざ
ま
で
す
。例
え
ば
、排
卵
の
問
題
で
あ
っ
て

も
、卵
巣
等
の
機
能
不
全
の
場
合
も
あ
れ
ば
、ス

ト
レ
ス
が
原
因
の
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
「
妊
活
」に
は「
体
を
冷
や
さ
な
い
」「
バ
ラ
ン
ス

の
と
れ
た
食
生
活
」「
適
度
な
運
動
」「
良
質
な
睡

眠
」「
ス
ト
レ
ス
の
少
な
い
生
活
」が
大
切
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
を
心
が
け
る
こ
と
は
自
分

自
身
の
健
康
管
理
に
も
役
立
ち
ま
す
。「
や
ら
な

妊
活
と
不
妊
治
療

子育て
おうえん

PART.1

離乳食教室 13日㈮ 午前10時
 ～10時15分

３～10か月児の
保護者（要申込）

離乳食の指導、作り方の実習と試食
（初期・中期・後期）

会場は、保健センター（※は、あいあいホール）です。母子健康手帳･健康手帳をお持ちの
人は、必ずご持参ください。 問合せ／子育て支援課

2歳6か月児
歯科健診 26日㈭ 午後１時5分～１時15分

午後２時～２時10分
平成27年9･10月
生まれ

歯科医師による健康診査、予防指導、
身体的・精神的な発達指導

4月の母子保健と成人健診
健診名など 日（曜） 受付時間 対　象 内　容

※パパ＆ママ教室
（第1回） 9日㈪

午後1時～1時15分
午後2時～2時10分 おおむね10か月までの

子どもと産婦（要申込）
産前・産後ヨガ・助産師による話

※子育て・発達相談
（あいあいホール
出張相談）

9日㈪
16日㈪
23日㈪

午前9時～
午後4時30分

おおむね中学校

妊婦とその家族（要申込）

卒業までの子ど
もの保護者

あいあいホールの休館日を利用し
て、保健師等が育児や発達に関す
る相談をお受けします

3～4か月児健診 17日㈫ 午後1時20分
～1時40分

平成29年12月
生まれ

医師による健康診査、離乳・保育・
栄養などの指導、ブックスタート

10か月児健診 24日㈫ 午後1時20分
～1時50分

平成29年5月
生まれ

医師による健康診査、離乳・保育・
栄養などの指導

1歳8か月児健診 20日㈮ 午後1時20分
～1時40分

平成28年7月
生まれ

医師、歯科医師による健康診査、
身体的・精神的な発達指導

成人歯科健診 26日㈭ 午後1時
　～1時30分

40歳以上の人 歯科医師による健康診査、歯科衛生士
による歯みがき指導

乳幼児相談 10日㈫ 午前9時30分
～10時30分 乳幼児 発達・育児・栄養などの相談

保健予防のコーナー



まちの総合情報誌  広報くみやま25 平成30年4月1日

　

高
齢
者
の
肺
炎
で
最
も
多
い
「
肺
炎
球
菌
」

に
よ
る
肺
炎
の
発
病
予
防
や
重
症
化
予
防
の
た

め
、
高
齢
者
用
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
の
費
用
を

助
成
し
ま
す
。

■
接
種
期
間
／
4
月
1
日
㈰
〜
平
成
31
年
3
月

　

31
日
㈰

■
接
種
対
象
者

①
町
内
在
住
の
下
表
の
生
年
月
日
に
該
当
す
る

人
。（
該
当
の
人
に
は
接
種
券
を
郵
送
し
て

い
ま
す
）

②
町
内
在
住
の
満
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、
心

臓
、
腎
臓
も
し
く
は
呼
吸
器
の
機
能
ま
た
は

ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
の
機

能
に
障
害
が
あ
る
人
。
役
場
へ
接
種
券
の
申

込
が
必
要
。

〈
注
意

〉　
▼
任
意
で
過
去
に
肺
炎
球
菌
ワ
ク

チ
ン
（
23
価
）
を
接
種
し
て
い
る
人
は
対
象
外

で
す
▼
長
期
に
わ
た
る
疾
病
や
そ
の
他
の
特
別

な
事
情
に
よ
り
、
接
種
対
象
期
間
に
定
期
接
種

を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
人
に
は
特
例
制
度
が
あ

り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
接
種
回
数
／
期
間
中
1
回

■
接
種
場
所
／
久
御
山
町
･
宇
治
市
･
城
陽
市

な
ど
京
都
府
内
の
協
力
医
療
機
関

■
必
要
な
も
の
／
接
種
券
（
3
月
末
郵
送
の
う

す
茶
色
の
用
紙
）、
一
部
負
担
金
2
5
0
0

円
、
健
康
保
険
証
な
ど
本
人
と
分
か
る
も
の

■
免
除
制
度
／
生
活
保
護
世
帯
･
住
民
税
非
課

税
世
帯
･
中
国
残
留
邦
人
の
人
は
、
一
部
負
担

が
免
除
さ
れ
ま
す
。
接
種
前
に
、
国
保
健
康
課

で
免
除
申
請
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
国
保
健
康
課

　

町
で
は
、
町
内
在
住
で
65
歳
以
上
の
人
が
、

保
険
診
療
が
適
用
さ
れ
な
い
、
は
り
･
き
ゅ
う

･
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
受
け
た
と
き
、
費
用
の
一
部

を
助
成
し
て
い
ま
す
。
次
に
よ
り
、
平
成
30
年

度
分
の
助
成
券
（
12
枚
）
を
発
行
し
ま
す
。

　

助
成
金
額
／
施
術
費
の
う
ち
、
町
と
施
術
所

が
各
千
円
、
合
計
2
千
円
助
成　

利
用
方
法
／

利
用
す
る
施
術
所
で
助
成
券
を
渡
し
て
く
だ
さ

い
（
制
度
加
入
施
術
所
の
み
有
効
）　

申
込
／

印
鑑
を
持
参
し
住
民
福
祉
課
へ
。
代
理
の
場
合

は
代
理
人
の
印
鑑
も
必
要
。（
4
月
18
日
㈬
･

20
日
㈮
は
、
い
き
い
き
ホ
ー
ル
で
も
申
請
で
き

ま
す
）  

そ
の
他
／
5
月
以
降
に
申
請
し
た
場
合

は
、
申
請
月
か
ら
同
年
度
の
3
月
ま
で
の
月
数

分
に
な
り
ま
す　

問
合
せ
／
住
民
福
祉
課

　

人
間
ド
ッ
ク
は
、
よ
り
多
く
の
項
目
を
検
査

す
る
こ
と
で
、
総
合
的
な
診
断
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
と
後
期
高
齢
者
医
療
で
は
、

人
間
ド
ッ
ク
と
脳
ド
ッ
ク
を
今
年
度
に
受
診
予

定
の
人
を
対
象
に
、受
診
費
用
を
助
成
し
ま
す
。

申
込
に
は
、
申
請
方
法
や
条
件
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
、「
広
報
く
み
や
ま
」
5
月
1

日
号
に
掲
載
し
ま
す
。

　

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
･
後
期
高
齢
者
医
療

被
保
険
者
で
、
人
間
ド
ッ
ク
の
受
診
結
果
に
つ

い
て
不
明
な
点
が
あ
れ
ば
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
必
要
に
応
じ
て
保
健
指
導
を
行
い

ま
す
。　
　
　
　
　
　

問
合
せ
／
国
保
健
康
課

高
齢
者
用
肺
炎
球
菌
予
防
接
種

　

本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
（
運
転
免
許
証
、

健
康
保
険
証
な
ど
）
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
な

お
、
海
外
旅
行
か
ら
帰
国
後
4
週
間
を
経
過
し

て
い
な
い
な
ど
、
献
血
が
で
き
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　

日
時
／
4
月
14
日
㈯  

午
前
10
時
〜
正
午
、

午
後
1
時
〜
4
時　

場
所
／
イ
オ
ン
久
御
山
店

1
階
憩
い
の
広
場　

そ
の
他
／
16
〜
17
歳
は

2
0
0
ml
だ
け
可
能
、
65
歳
以
上
は
60
〜
64
歳

の
間
に
献
血
経
験
の
あ
る
人
に
限
り
ま
す　

問

合
せ
／
国
保
健
康
課
ま
た
は

京
都
府
赤
十
字
血
液
セ
ン

タ
ー
☎
0
7
5（
5
3
1
）0

1
1
1

　

町
で
は
、
家
に
ひ
き
こ
も
り
が
ち
で
心
の
健

康
に
不
安
の
あ
る
人
を
対
象
に
、
仲
間
と
交
流

し
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
す
ご
し
て
い
た
だ
く
サ

ロ
ン
を
毎
月
開
い
て
い
ま
す
。

　

日
時
／
4
月
6
日
㈮
、
20
日
㈮  

い
ず
れ
も

正
午
〜
午
後
3
時　

内
容

／
昼
食
団
ら
ん
や
カ
ラ
オ

ケ
、
ゲ
ー
ム　

場
所
／
中

央
公
民
館　

問
合
せ
／
住

民
福
祉
課

献
　
血

こ
こ
ろ
の
サ
ロ
ン

は
り
・
き
ゅ
う
・マ
ッ
サ
ー
ジ
費
用
を
助
成

人
間
ド
ッ
ク
受
診
費
用
の

助
成
申
込
は
5
月
1
日
か
ら

年度末
年　齢 生　年　月　日

65歳 昭和28年4月2日～昭和29年4月1日

70歳 昭和23年4月2日～昭和24年4月1日

75歳 昭和18年4月2日～昭和19年4月1日

80歳 昭和13年4月2日～昭和14年4月1日

85歳 昭和 8年4月2日～昭和 9年4月1日

90歳 昭和 3年4月2日～昭和 4年4月1日

95歳 大正12年4月2日～大正13年4月1日

100歳 大正 7年4月2日～大正 8年4月1日

表1　接種対象者

協力医療機関の場所 手続き方法
久御山町・宇治市・城陽
市内の協力医療機関 不要です。

久御山町・宇治市・城
陽市以外の京都府内
の協力医療機関

接種の１週間以上前
に、国保健康課へご連
絡ください。

京都府内の協力医療
機関以外及び京都府
以外の医療機関

予防接種依頼書の交
付申請が必要です。接
種の１週間以上前に、
国保健康課へ来所ま
たはご連絡ください。

表2　接種手続き
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平成30年2月15日から3月14日までの受付分（敬称略）

す
ま
い
ざ
ご
う
と
で
め
お

す
ま
い
ざ
ご
う
と
で
め
お

婚
結
ご名

区
地

・
名
氏
の
夫

名
氏
の
妻

島
　
田
　
新
納
　
翔
太
・
新
納
　
七
海

生
誕
お名

区
地

児
生
出

母
・
父

大
橋
辺
　
森
村
　
三
葉
　
尚
記
・
弥
生

佐
　
山
　
木
村
　
絢
音
　
晋
一
・
恵
美

佐
　
古
　
鳥
本
　
大
稀
　
孝
徳
・
優
希

　
林
　
　
内
藤
　
蒼
遥
　
潤
・
由
莉

市
　
田
　
青
木
　
逞
　
康
彦
・
令
実

下
津
屋
　
河
本
宏
一
郎
　
晃
宏
・
暁
子

　
栄
　
　
小
林
　
笑
眞
　
祐
豪
・
亜
記
奈

　
〃
　
　
小
森
　
蒼
大
　
幹
弘
・
牧

み
つ
は

あ
や
ね

は
る
き

あ
お
と

と
し

こ
う
い
ち
ろ
う

え　

ま

そ
う
た

勤労の尊さを胸に勤労の尊さを胸に 鉢巻飯の神事

「らおさん」に鉢巻飯をお供え（常磐神社）

　同日、野村の常磐神社では、「鉢巻飯の神事」が行わ
れ、円錐形の細縄を巻いた握り飯が境内の石垣の上
に建てられた「らおさん」に供えられました。
　神事の起源は、牛頭天皇（スサノオノミコト）のお
告げにより「人間はいつも額に鉢巻を締めている気
持ちを大切にし、仕事に精を出すことを忘れないよ
うに」と、勤労の尊さを知らしめたことが鉢巻飯の由
来と言われており、今も伝統が受け継がれています。
　総代らは、鉢巻飯や野菜、果物などを供えたあと、
今年1年の豊作を祈願しました。

無病息災や悪病退散を祈願無病息災や悪病退散を祈願 矢形餅の神事

矢形餅を運ぶ総代ら（室城神社）

　下津屋の室城神社で「矢形餅の神事」が3月6日に
行われ、地元総代らが集まり、弓と矢を形どった餅を
神前に供え、無病息災や悪病退散を祈願しました。
　神事の起源は、聖武天皇が山城地域に疫病が蔓延
した際、悪病退散を祈るために下津屋に行幸し、室城
神社に弓矢を奉納したことに由来すると言われてい
ます。
　神事では、宮司を先頭に、釣台に載せた餅などを総
代らが担ぎ、神前へ運び奉納されました。

晴れ舞台で日頃の成果を発表晴れ舞台で日頃の成果を発表 第29回シニア文化祭

作品をじっくりと観賞する参加者たち

　荒見苑サークルやシニアクラブ会員が特技などを
披露する「シニア文化祭」が3月3日、中央公民館で行
われ、日頃の活動や成果を発表しました。
　開会式では、シニアクラブ連合会会長の中村勝之
さん（佐山）が「出演者や出展者のみなさんは、今日は
晴れ舞台です。日頃の成果を発揮してください」と発
表者を鼓舞しました。
　作品展示では、多くの作品が並べられ、ホールで
は、フォークダンスやコーラスのサークルなどが日
頃の成果を披露し、来場者の目を引きつけました。

むろき

ときわ
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まちの話題！ア・レ・コ・レ
明るく楽しい話題がありましたら、総務課秘書広報係へ
ご連絡ください。

参加者の熱気であふれる参加者の熱気であふれる スポーツに親しむ日

ラージボール卓球でナイススマッシュ！

　3月3日、健康作りに役立つスポーツを楽しむことを
目的に「スポーツに親しむ日」が総合体育館で行われ、
親子連れなど、多くの参加者がいろいろな種類のス
ポーツを楽しみました。
　メインアリーナでは、ソフトバレーボールやファミ
リーバドミントンなどが行われ、サブアリーナでは、いき
いきホールの職員が講師を務め、エクササイズやボクシ
ングエアロビクス、ストレッチなどで汗を流しました。
　参加者は、スポーツを楽しみながら汗を流し、会場は
参加者の熱気であふれていました。

思い思いに個性を表現思い思いに個性を表現 ハーバリウム教室

飾りつけに熱中する参加者

　インテリアとして使用することができる「ハーバリ
ウム」を作成する教室が、3月9日、荒見苑で開催され、
22人の参加者がハーバリウム作りに挑戦しました。
　ハーバリウムとは、「植物標本」という意味で、花材
のレイアウトを決め、花材とオイルを交互にボトル
に入れることで、思い思いのハーバリウムを作るこ
とができます。
　参加者は、講師のアドバイスを受け、カスミ草やア
ジサイなど、色とりどりの花を用いて、個性あふれる
ハーバリウムを完成させました。

これからもみんな仲良くこれからもみんな仲良く 佐山保育所お別れ式

ありがとうの気持ちを歌にこめました

　3月22日、来年度に佐山保育所からさやまこども
園に移転することから、お別れ式が同保育所で行わ
れました。
　お別れ式では、所長が保育所の歴史の話をし、「こ
ども園に行っても、みんなと仲良く、いろいろなこと
をして大きく育ってください」と、園児たちに呼びか
けました。
　最後に、先生のピアノに合わせて「またね」の歌をみ
んなで一緒に歌い、これまですごしてきた佐山保育所
に「お別れ」と「ありがとう」の気持ちを伝えました。

中
川
　
優
菜
・
真
菜
ち
ゃ
ん

（
4
歳
・
1
歳
2
か
月
）

い
つ
ま
で
も
仲
良
し
で
い
て
ね
！

ま
　
な

ゆ
う
な

小
川
　
瑞
喜
ち
ゃ
ん
（
1
歳
2
か
月
）

全
力
で
の
ハ
イ
ハ
イ
す
ご
く
早
い
よ
。

タ
ッ
チ
も
上
手
に
な
っ
て
き
た
ね
！

み
ず
き

　「わがやのアイドル」では、
とびっきりかわいい子どもの
写真を募集しています。掲載
希望の人は、総務課へご連絡
ください。
※先着順ですので、
　掲載月が遅れる
　場合があります。

募集
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町
で
は
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
対
す
る
意
識

を
高
め
、
地
球
温
暖
化
の
原
因
で
あ
る
温

室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
を
減
ら
す
こ
と
を
目

的
に
、
家
庭
等
で
取
り
組
む
こ
と
が
で
き

る
省
エ
ネ
対
策
の
学
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

今
回
は
、
本
町
で
も
平
成
18
年

7
月
か
ら
実
施
し
て
い
る
、
使
用

済
み
て
ん
ぷ
ら
油
の
回
収
な
ど
に

つ
い
て
学
び
ま
す
。
参
加
者
に
は

緑
の
カ
ー
テ
ン
と
し
て
人
気
の

ゴ
ー
ヤ
の
苗
を
差
し
上
げ
ま
す
。

　

日
時
／
5
月
10
日
㈭  

午
前
10
時

〜
11
時　

場
所
／
ゆ
う
ホ
ー
ル
交
流

ホ
ー
ル　

対
象
／
地
球
温
暖
化
問
題

･
省
エ
ネ
対
策
に
関
心
の
あ
る
町
内

在
住
ま
た
は
在
勤
者　

内
容
／
食

用
油
（
廃
食
用
油
）
の
回
収
と
そ
の

意
義　

講
師
／
㈱
レ
ボ
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル 

村
路
真
奈
さ
ん　

定
員
／
40
人

申
込
･
問
合
せ
／
参
加
申
込
、手
話
通
訳
、

要
約
筆
記
、
保
育
ル
ー
ム
の
希
望
と
も
に

4
月
25
日
㈬
ま
で
に
環
境
保
全
課
へ

　

▽
携
帯
電
話
、P
H
S
▽
D
V
D
ビ
デ
オ

▽
ゲ
ー
ム
機
▽
電
卓
、電
子
辞
書
▽
パ
ソ
コ
ン

▽
C
D
プ
レ
ー
ヤ
ー
▽
カ
ー
用
品
▽
ヘ
ア
ー

ド
ラ
イ
ヤ
ー
▽
電
話
機
、フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
▽
デ

ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
▽
時
計
▽
懐
中
電
灯
な
ど

※
詳
し
く
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い

【
注
意
】

　

▽
個
人
情
報
は
自
己
責
任
で
消
去
し
て

く
だ
さ
い
▽
乾
電
池
、
バ
ッ
テ
リ
ー
は
取

り
外
し
て
く
だ
さ
い
▽
一
度
投
入
し
た
物

は
返
却
で
き
ま
せ
ん
▽
家
電
リ
サ
イ
ク
ル

品
目
（
エ
ア
コ
ン
･
テ
レ
ビ
･
冷
蔵
庫
･

洗
濯
機
･
衣
類
乾
燥
機
）
は
対
象
外
で
す

▽
町
内
の
家
庭
か
ら
出
る
小
型
家
電
が
対

象
で
あ
り
、
事
業
者
か
ら
の
排
出
は
対
象

外
で
す　
　
　
　

問
合
せ
／
環
境
保
全
課

　

回
収
量
は
、
平
成
28
年
度
で
2
8
1
0

kg 

、
29
年
度
は
3
0
0
5
kg
（
1
月
末

現
在
）
と
な
り
、
予
想
を
上
回
る
ご
協
力

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
2
0
2
0
年
に
東
京
で
開
催
さ
れ

る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
･
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技

大
会
の
金
･
銀
･
銅
メ
ダ
ル
に
、
不
要
に

な
っ
た
小
型
家
電
に
含
ま
れ
る
リ
サ
イ
ク
ル

金
属
が
活
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

本
町
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
て
お
り
、

町
内
か
ら
回
収
さ
れ
た
小
型
家
電
を
提
供
し

て
、
取
組
み
に
協
力
し
て
い
ま
す
。

　

限
り
あ
る
資
源
を
有
効
に
活
用
す
る
た

め
、
ご
家
庭
で
不
要
に
な
っ
た
小
型
家
電
の

リ
サ
イ
ク
ル
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
回
収
ボ
ッ
ク
ス
設
置
場
所
】

　

▽
役
場
1
階
ロ
ビ
ー
▽
ゆ
う
ホ
ー
ル
1

階
ロ
ビ
ー
▽
ク
ロ
ス
ピ
ア
く
み
や
ま
1
階

【
回
収
対
象
品
目
】

 　

携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
小
型
家

電
に
は
、
金
や
銀
な
ど
の
有
用
金
属
が
多

く
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
国
内
で
使
用

さ
れ
て
い
る
金
は
、
世
界
の
埋
蔵
量
の
約

15
%
に
な
る
と
も
言
わ
れ
て
お
り
、
家
電

製
品
を
資
源
と
見
立
て
て
「
都
市
鉱
山
」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
日
本
で
１
年
間
に

使
用
済
み
と
な
る
小
型
家
電
は
65
万
ｔ
に

も
な
り
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
有
用
な
金
属

28
万
ｔ
は
埋
立
処
分
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
有
用
金
属
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
促

進
す
る
た
め
、
平
成
25
年
4
月
に
小
型
家
電

リ
サ
イ
ク
ル
法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
本
町

で
も
こ
の
法
に
基
づ
き
、
ご
み
の
減
量
と
資

源
化
促
進
の
た
め
、
平
成
27
年
10
月
か
ら
町

内
3
か
所
に
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
、
小

型
家
電
を
無
料
で
回
収
し
て
い
ま
す
。
回
収

ボ
ッ
ク
ス
の
投
入
口
に
入
る
幅
42
㎝
･
高
さ

22
㎝
の
小
型
家
電
が
対
象
で
す
。

使
用
済
小
型
家
電
回
収
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

第1回省エネ対策学習会

し尿 くみもれの場合は、必ず収集口から確認のうえ、翌日（翌日が土・日曜日、祝日の場合はその翌日）に、城南

4月16日㈪ 4月17日㈫

衛生管理組合☎ 075（631）5171へ連絡してください。

藤和田、島田、東島田、東一口（国
道１号以東）、森（国道１号以東）、
森村東（国道１号以東）、野村、野
村村東、佐山、新開地、佐古、清水、
林、市田、田井、荒見、下津屋

大橋辺、北川顔、坊之池、森（国
道１号以西）、森村東（国道１号以
西）、西一口、中島、相島、東一口
（国道１号以西）

す
（
千
円
未
満
の
端
数
切
り
捨
て
）▼
太

陽
光
発
電
設
備
は
公
称
最
大
出
力
値
1
kw

当
た
り
1
万
円
（
上
限
額
4
万
円
）▼
蓄

電
設
備
は
蓄
電
容
量
1
kw
h
当
た
り
6
万

円
（
上
限
額
36
万
円
） 

注
意
／
太
陽
光
発

電
設
備
と
蓄
電
設
備
の
両
設
備
が
補
助
金

交
付
対
象
と
な
ら
な

け
れ
ば
、
補
助
金
交

付
は
受
け
ら
れ
ま
せ

ん　

問
合
せ
／
環
境

保
全
課

需
給
契
約
を
電
力
会
社
と
締
結
し
需
給
開

始
日
か
ら
6
か
月
以
内
の
も
の
▼「
要
件

１
」
に
該
当
す
る
個
人
に
町
税
滞
納
が
な

い
こ
と
▼
太
陽
光
発
電
設
備
と
蓄
電
設
備

は
未
使
用
の
も
の
▼
太
陽
光
発
電
設
備
は

公
称
最
大
出
力
値
10
kw
未
満
の
も
の
▼
蓄

電
設
備
は
蓄
電
容
量
が
1
kw
ｈ
以
上
の
も

の　

補
助
金
／
太
陽
光
発
電
設
備
･
蓄
電

設
備
と
も
に
、
1
施
設
ご
と
に
設
置
に
要

し
た
費
用
の
2
分
の
1
を
限
度
と
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
補
助
金
上
限
額
は
次
の
通
り
で

　

対
象
／
次
の
「
要
件
1
」
の
い
ず
れ
か

を
満
た
し
、
か
つ
「
要
件
2
」
の
全
て
を

満
た
す
も
の　

要
件
1 

▼
町
内
に
自
ら

が
居
住
す
る
住
宅
（
小
規
模
店
舗
等
を
併

設
し
た
も
の
を
含
む
。
た
だ
し
、
借
家
・

共
同
住
宅
は
除
く
）
に
太
陽
光
発
電
設
備

と
蓄
電
設
備
を
同
時
に
設
置
し
た
個
人
▼

太
陽
光
発
電
設
備
と
蓄
電
設
備
を
設
置
し

た
町
内
の
新
築
住
宅
を
購
入
し
た
個
人　

要
件
2 

▼
本
町
に
住
所
を
有
し
て
い
る

人
▼
太
陽
発
電
設
備
を
対
象
と
す
る
電
力

　　

町
で
は
、
住
宅
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
立
化

を
促
進
す
る
た
め
、
町
内
の
住
宅
用
太
陽

光
発
電
（
公
称
最
大
出
力
値
10
kw
未
満
の

も
の
）
と
、
蓄
電
設
備
（
蓄
電
容
量
が
1

kw
h
以
上
の
も
の
）
を
同
時
に
設
置
す
る

人
を
対
象
に
、
そ
の
費
用
の
一
部
を
補
助

し
て
い
ま
す
。

住
宅
用
太
陽
光
発
電
設
備
と

蓄
電
設
備
の
設
置
に
補
助
金
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環境保全のコーナー 4月のごみ・し尿収集日

燃やすごみ
月・木 佐古、新開地、佐山、籾池、双栗、市田、鈴間、田井、荒見、下津屋、

下津屋サンハイツ、島田、東島田、森、坊之池、野村、村東

火・金
松陽台、サンタウン佐山、佐山サンハイツ、栄1・2丁目、栄 3・4丁目、ハ
イツ西宇治、清水、林、西武西林、ミサワ林、大橋辺、北川顔、藤和田、
近協パレス、中島、西一口、東一口、相島、下津屋団地、東佐山団地、久
御山団地（17棟～29 棟前のごみ集積所）

水・金 久御山団地（3 棟 5 棟、7 棟、10 棟
44 棟前のごみ集積所）

～ ～14 棟、34 棟～ 41棟、43 棟～

燃やさないごみ
月 松陽台、サンタウン佐山、佐山サンハイツ、大橋辺、北川顔、藤和田、近協パレス、

中島、西一口、東一口、相島
火 佐古、新開地、佐山、籾池、双栗、市田、鈴間

水 東佐山団地、久御山団地

木 栄 1・2丁目、栄 3・4丁目、清水、ハイツ西宇治、林、西武西林、ミサワ林

金 田井、荒見、下津屋、下津屋サンハイツ、下津屋団地、島田、東島田、坊之池、
森、野村、村東

月 栄 1・2丁目、栄 3・4丁目、清水、ハイツ西宇治、林、西武西林、ミサワ林

火 下津屋サンハイツ
水 東佐山団地、久御山団地

木 松陽台、サンタウン佐山、佐山サンハイツ、大橋辺、北川顔、藤和田、近協パレス、

金 佐古、新開地、佐山、籾池、双栗、市田、鈴間

島田、東島田、坊之池、森、野村、村東、田井、荒見、下津屋、下津屋団地、

中島、西一口、東一口、相島

たいてっ入の油、に所場の定※
容器等に入れて出してください。
ごみステーションは、指定場

芥塵の側南舎庁場役、おな
収集車車庫内に、平日の午前
8時30分～午後 5時15分まで
回収場所を常設しています。

指

所ではありません。

、はルベラとプッャキのルトボトッペ＊
はずして「プラマーク製品」として
出してください。

使用済み天ぷら油

11日（第2水曜日）

み
ご
ル
ク
イ
サ
リ

11日（第2水曜日）
25日（第4水曜日）

ペットボトル・紙パック
4日（第1水曜日）
18日（第3水曜日）
缶・ビン

プラマーク製品

町公共機関電話番号等
久御山町役場（代表）　　　　☎ 075（631）6111/0774（45）0001　　075（632）1899

課別ダイヤルイン等
総 務 課 ☎631-9991/45-3922
somu@town.kumiyama.lg.jp
075（632）1899

行財政課 ☎631-9992/45-3924
gyozai@town.kumiyama.lg.jp
075（632）1899

075（632）5933

税 務 課 ☎631-9926/45-3908
zeimu@town.kumiyama.lg.jp

住民福祉課 ☎631-9902/45-3902
jumin@town.kumiyama.lg.jp
075（632）5933

子育て支援課 ☎ 631-9904/45-3905
kosodate@town.kumiyama.lg.jp
075（632）5933

国保健康課 ☎631-9913/45-3906
kokuho@town.kumiyama.lg.jp
075（632）5933

環境保全課 ☎631-9917/45-3907
kankyo@town.kumiyama.lg.jp
075（631）6149

都市整備課 ☎631-9961/45-3912
toshi@town.kumiyama.lg.jp
075（631）6149

消防本部 ☎631-1515
shobo@town.kumiyama.lg.jp
075（632）5382

図 書 館 ☎0774（45）0003
toshokan@town.kumiyama.lg.jp
0774（46）5690

議会事務局 ☎631-9996/45-0105
gikai@town.kumiyama.lg.jp
075（632）3000

会 計 課 ☎631-9932/45-3909
kaikei@town.kumiyama.lg.jp
075（632）1899

社会教育課 ☎631-9980/45-3918
shakyo@town.kumiyama.lg.jp
075（631）6129

075（631）6129

学校教育課 ☎631-9974/45-3917
gakkyo@town.kumiyama.lg.jp

上下水道課 ☎631-9987/45-3919
suido@town.kumiyama.lg.jp
0774（46）0086

新市街地整備室☎ 631-9903/45-3904
shigaichi@town.kumiyama.lg.jp
075（631）6149

まちの駅クロスピアくみやま
☎ 075（632）2300 075（632）2001

健康センター いきいきホール
☎ 0774（41）3466 0774（44）1199
体育協会（総合体育館内）
☎ 0774（44）2205 0774（44）2203

ふれあい交流館 ゆうホール
☎ 0774（45）0002 0774（46）5610

地域包括支援センター
☎ 075（631）0033 075（631）0132

総合体育館
☎ 0774（44）3700 0774（44）2203

老人福祉センター 荒見苑
0774（44）3405 0774（44）7801☎

子育て支援センター あいあいホール
0774（41）2263 0774（41）2283☎

社会福祉協議会
☎ 075（631）0022 075（632）3001

みまきこども園 ☎・　 075（631）4531

さやまこども園 ☎・　 0774（43）8644

とうずみこども園 ☎・　 0774（44）4966

みまきこども園分園 ☎・　 075（631）2475

とうずみこども園分園 ☎・　 0774（43）4906

中央公民館
075（631）1000 075（632）0031☎

3月1日現在  久御山町の人口 16,130人（男7,983人、女8,147人）　世帯数6,956

産 業 課 ☎631-9964/45-3914
sangyo@town.kumiyama.lg.jp
075（631）6149
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笑顔あふれるメンバーの皆さん

中央公民館での単独ライブの様子（2月25日）
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vol.231 根菜とひじきのみそきんぴらヘルシークッキング

エネルギー　87キロカロリー／ 1人分
塩分　　　　0.4 グラム

　いつものきんぴらのしょうゆをみそに変え
ることで、調味料が野菜に絡みやすくなり、
塩分を減らすことができます。

国保健康課

作り方
①　芽ひじきはさっと洗い、
たっぷりの水で戻す。

②　ごぼうは斜め薄切りに
してからせん切りにし、
水にさらし水気を切る。
にんじんは皮をむき同
様にせん切りにする。

③　ボウルにＡを入れて混
ぜる。

④　フライパンにごま油を
熱し、ごぼうを入れて炒

め、全体に油がまわっ
たらふたをして、１分30
秒ほど蒸し焼きにする。

⑤　④のフライパンににん
じん、ひじきを加えてさ
らに炒め、にんじんがし
んなりしたら、③を加え
て絡めながら炒め合わ
せる。火を止めて、すり
ごまを加えて混ぜ、器
に盛る。

こころが揺れる音楽をお届けします

　

こ
こ
ろ

（
H
e
a
r
t
）

が
揺
れ
る

（
S
w
i
n
g
）

音
楽
を
届
け
た

い
。
そ
ん
な
思

い
か
ら
平
成
19

年
4
月
に
、
音
楽
サ
ー
ク
ル
「
S
w
i
n
g

H
e
a
r
t,
s
（
ス
ウ
ィ
ン
グ
ハ
ー
ツ
）」

が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

代
表
の
三
ツ
野
久
さ
ん
（
林
）
は
、「
こ

の
サ
ー
ク
ル
は
明
る
い
チ
ー
ム
で
す
。
20
代

か
ら
60
代
ま
で
、
い
ろ
い
ろ
な
人
が
所
属
し

て
い
ま
す
が
、
わ
き
あ
い
あ
い
と
活
動
し
て

い
ま
す
」
と
サ
ー
ク
ル
を
紹
介
。

　

サ
ー
ク
ル
の
活
動
は
、
土
曜
日
（
第
二
土

曜
日
を
除
く
）
の
午
後
6
時
か
ら
10
時
の
間

に
行
わ
れ
、
楽
し
み
な
が
ら
本
番
の
コ
ン

サ
ー
ト
に
向
け
、
日
々
練
習
を
重
ね
、
春
の

音
楽
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
や
町

民
文
化
祭
、
イ

オ
ン
久
御
山
店

で
の
イ
ベ
ン
ト
、

福
祉
施
設
な
ど

で
コ
ン
サ
ー
ト

を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

今
年
の
2
月
25
日
に
は
、
中
央
公
民
館
で

6
回
目
の
単
独
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
、「
翼

を
く
だ
さ
い
」
や
「
サ
ザ
エ
さ
ん
ア
・
ラ
・

カ
ル
ト
」
な
ど
馴
染
み
の
あ
る
曲
を
中
心
に

演
奏
し
、
会
場
に
つ
め
か
け
た
観
客
を
魅
了

し
ま
し
た
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
の
あ
と
、
メ
ン
バ
ー
の
岩
田

邦
夫
さ
ん
（
京
田
辺
市
）
は
、「
今
回
の
公
演

は
練
習
が
あ
ま
り
で
き
ず
、
大
丈
夫
だ
ろ
う

か
と
心
配
し
て
い
ま
し
た
が
、
本
番
で
集
中

で
き
、
良
い
演
奏
が
で
き
ま
し
た
」
と
ほ
っ

と
し
た
様
子
で
し
た
。

　

音
楽
の
良
さ
に
つ
い
て
三
ツ
野
さ
ん
は
、

「
男
女
や
年
齢
の
違
い
を
越
え
て
、
共
有
す

る
こ
と
が
で
き
、
音
楽
を
と
お
し
て
み
ん
な

が
仲
良
く
な
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
」
と
話

し
ま
す
。

　

サ
ー
ク
ル
の
今
後
に
つ
い
て
は
「
10
回
目

の
単
独
コ
ン
サ
ー
ト
を
迎
え
る
こ
と
」
と
目

標
を
掲
げ
ま
し
た
。

　

サ
ー
ク
ル
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
近
日
、
公

開
予
定
で
、
サ
ー
ク
ル
参
加
希
望
や
演
奏
依

頼
は
、
代
表
の
三
ツ
野
久
さ
ん
☎
0
7
7
4

（
4
4
）6
4
9
0
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

⑬

みそ………………小さじ２
みりん……………小さじ２
酒…………………小さじ２
砂糖………………小さじ１

白すりごま……………小さじ４

Ａ

芽ひじき …………………5ｇ
ごぼう…………1/2本（100ｇ）
にんじん ……小1/2本（50ｇ）
ごま油 ………………大さじ１

●材料（4人分）

Swing Heart’s


